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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　　　　楊ヤン龍ロン星シン







「おまえら、オレを誰だれだと思ってる？」

　オレは薄うす暗ぐらい路地を見み渡わたしながら思い切り叫さけぶ。コンクリートの上には柄がらの悪いチンピラどもが三人、呻うめきながら転がっている。これはもちろん、オレが全員素す手でで倒たおしたヤツらだ。

「オレは楊龍星、上海を支配するチャイニーズマフィア、楊ヤン幇バンの次期首領だ」

　その言葉に、足下で呻いていたヤツらがヒイッと揃そろって息を吞のむ。絡からまれていたところを助けてあげた女性たちの熱い視線を背中に浴びて、オレは満足する。

　……やっぱり、ヒーローっていうのはこうでなくちゃ。

「ビビッたのか？　さっきまでの威い勢せいはどうしたよ？」

　言いながら、這はいずって逃にげようとしている男の手のひらを靴くつで思い切り踏ふんでやる。

「いってえっ！」

「楊幇のテリトリーで、勝手は許さない。今度また、同じことをしたらコンクリートの重石おもしをつけて、上シヤン海ハイ外灘バンドに沈しずめてやる！　いいな！」

「……は、はい……」

　相手の怯おびえた声に、オレは満足する。手を踏んでいた足をどけ、女性三人を振ふり返る。チンピラ共に絡まれていた彼女たちは、胸むな元もとが露ろ出しゆつし、腰こしまでスリットがあるようなドレスを着ていてかなり目の毒だ。コートも羽織っていないところを見ると、表通りにある観光客相手のクラブに勤めているホステスさんたちが休きゆう憩けいのために裏口から出てきたところだったんだろう。

「この辺は、たまに変なチンピラが紛まぎれ込むことがある。困った時には、この楊龍星をいつでも呼んでくれていいからね」

　彼女たちは目を輝かがやかせながら、

「噂うわさは聞いてたけど……あなたが楊幇の二代目？　可愛かわいい～！」

「綺き麗れいなのにすっごく強いし、お姉さん、ドキドキしちゃうわ！」

　女性たちの言葉に、オレはちょっと脱だつ力りよくしそうになる。

　……オレが言われたかった褒ほめ言葉は『格好いい』『強くてハンサム』だったんだけど。

　オレの名前は楊龍星。オレがいる楊家は、中国全土、いや世界中に影えい響きようを与あたえるといわれる中国マフィアの家系。権力だけでなく莫ばく大だいな財産も所有している。もうすぐ来る二十歳はたちの誕生日を迎むかえたら、オレは修しゆ業ぎようとしてファミリーの幹部になり、実質、首領である父親に次ぐナンバー２ってことになる。

「……そろそろよろしいですか？」

　路地の入り口に近い暗がりから、低い声が聞こえる。まるでバリトン歌手のそれみたいに朗々と響ひびく美声に、女性たちがハッと顔を上げる。

　ビルの間に、革かわ靴ぐつの音が反はん響きようする。アスファルトを丸く照らす街灯の明かりの輪の中に、一人の男が姿を現す。

「……まあ……」

　女性たちが、さっきまでとは打って変わった、うっとりとした声を上げるのが解わかる。

　彼が歩くだけで、そこはまるで映画の撮さつ影えい現場のように現実みをなくす。街灯はスポットライトのようだし、汚きたないビルの壁かべや転がったゴミ箱は彼のために設しつらえられたセットみたい。

　映画俳優のような逞たくましい長身を包むのは、カシミアらしい黒のロングコートと、チャコールグレイのイタリアンスーツ。

　皺しわ一つないワイシャツは、シンプルな白。完かん璧ぺきなウインザーノットに結ばれたネクタイは渋しぶい濃のう紺こんだけど、野性的な雰ふん囲い気きの彼が身につけると、なんだかすごく都会的に見える。

　黄金色を帯びた、栗くり色いろの髪かみ。

　陽ひに焼けて引き締しまる、少し削そげた頰ほお。

　真っ直すぐに通った、高貴なイメージの高い鼻び梁りよう。

　ほんの少しだけ厚めなところがやけに男っぽい、形のいい唇くちびる。

　彼はいつものように四角いフレームの黒のサングラスをかけていて、その目は見えない。だけどサングラスの下には、射るように鋭するどい漆しつ黒こくの瞳ひとみがあるはず。

　彼の名前は劉リユウ暁シヤオ鷹イン。二十九歳。発言力のとても強い、楊幇の幹部。だけど今はファミリーの仕事とオレの教育係を兼けん任にんしている状態。

　陶とう然ぜんとしたため息が聞こえ、オレは横を振り向く。オレに見とれていたはずの女性たちは、オレの存在など忘れ果てたかのようにうっとりとその男を見つめていた。

　……クソ、悪いヤツらを倒したのはオレなのに！

　オレは思いながら、その男の方に視線を戻もどし、彼を睨にらみ付ける。

　……なんて憎にくらしいんだ！　いつもこうやって、全部いいところを持っていくし！

　サングラスの下の目は見えないはずなのに、オレには彼が真っ直ぐにオレを見つめていることが解る。そしてなぜか、オレの鼓こ動どうが速くなる。

「龍星様。おケガは？」

　彼は言ってオレを見下ろす。まるでＸ線検査でもするようにゆっくりとオレの全身を眺ながめ回し……それからふいに身を屈かがめてオレの右手を持ち上げる。

「なんということだ。血が出ている」

　苦しげに眉まゆを寄せてから、オレを厳しい顔で睨んでくる。　>>>♥

「あなたが自分一人でやると言い張るので、手を出さずにお待ちしていました。ですが、こんなふうにケガをなさるのなら……」

「ナメんなよ、コラあっ！」

　いきなり凶きよう暴ぼうな声が響き、さっきの男が立ち上がった。その手には錆さび付いた太い金属パイプが握にぎられている。男は、怒いかりの形相でそれを振り上げながら走って来て……。

　……うわ、さっきよりも凶暴化してる！

　男がオレに向かって、真っ直ぐに金属パイプを振り下ろす。女性たちの悲鳴と、ヒュッ、という鋭い風切音に続いて、何かが折れるような、ガッ！　という嫌いやな音。

「うわ！」

　オレは思わず頭を抱かかえて目を閉じる。けど、音がしたにもかかわらず、オレの頭にも身体からだにも痛みや衝しよう撃げきはない。オレの全身から血の気が引く。

　……まさか……？

　オレをかばった劉が血を流すところが脳のう裏りをよぎり、慌あわてて目を開ける。そこにはまるでアクション映画のワンシーンのような光景が静止していた。

　劉の長い脚あしが真っ直ぐに伸のばされ、イタリア製の靴の踵かかとが男の顔面に食い込んでいる。男の手から金属パイプが擦すり抜ぬけ、カラン、という乾かわいた音を立ててアスファルトに転がる。続いて、スローモーションのようにゆっくりと男の身体が崩くずれ落ちた。

　中国拳けん法ぽうの一つであろうその見事な蹴けりの型はあまりに美しくて、オレはそのまま見とれてしまう。彼は完璧なバランスを保って一いつ瞬しゆん静止し、それからゆっくりと足を下ろす。

「どうもありがとうございます、助かりました」

「どうか、お名前を」

　女性たちが目を潤うるませて劉を見上げて懇こん願がんする。

　……うわ、オレの活かつ躍やくとか、もう忘れられてるし！

「名乗るほどの者ではありません」

　劉は彼女たちをチラリと見下ろしながら、無感情な声で言う。露出度の高いセクシーな服を着た彼女たちを見ても眉一つ動かさないところが憎らしい。

　……クソ、こんなことを言われたら、威い張ばって名乗ったオレがバカみたいじゃないか！

「さて、帰りましょうか。……鄭ジエン！」

　劉が呼ぶと、二人の男が路地に走り込んでくる。彼らは迅シユンと静ジン。格かく闘とう家かのようにごつく、身長が二メートル近くある双ふた子ごで、オレの警護の責任者でもある。

「お疲つかれさまでした、龍星様」

「こんな大人数をお一人で。さすがです」

　劉も身長なら百九十センチを越えているはずだけど、すらりとしたモデルのような体型だ。いかにも高貴で洗練されたルックスの劉の後ろに彼らがいると、美び麗れいな騎き士しが獣じゆう人じんを従えている──とか言ったら怒られそうだけど──みたいで、劉一人の時よりもさらに現実みがない。

　鄭兄弟はその厳いかつい顔でオレを見下ろし……それから揃そろって驚おどろいた顔になる。

「手から血が！」

　獣人……じゃなくてごつい双子は、さっきとは打って変わった心配そうな声を出してオレに駆かけ寄り、オレの前に必死の形相で跪ひざまずく。グローブみたいに大きな手でオレの手を恭うやうやしく持ち上げて、

「大だい丈じよう夫ぶですか、坊ぼつちゃま？　骨に異常はありませんか？」

「病院に寄りましょう！　すぐに消毒をしなくては！」

　オレの横にいる女性たちが、ぽかんとした顔でオレと鄭たちを見比べている。

「だから、その過保護はやめろ！　あと坊ちゃまって呼んだら殺すって言ってあるだろ？」

　オレは叫さけんで彼らの手から自分の手を取り戻し、乱暴に振ってみせる。

「ほら、なんでもないってば！　それよりも彼女たちの心配をしろよ！」

　オレが女性たちを示すと、二人は初めて気づいた、という顔で彼女たちを見る。

「寒くないように服をお貸しして、お店の入り口まで送って差し上げろ！」

　オレが言うと、鄭たちは慌ただしく自分たちの着ていたコートを脱ぬぐ。オレも自分の革かわジャンパーを脱ごうとするけれど、劉がそれを止め、自分のコートを脱ぐ。鄭たちにコートを着せられた女性二人はダブダブのそれに微び妙みような顔をし、劉にコートを着せかけられた女性だけが頰を染めてうっとりと相手を見上げている。

　……まったく、たしかに劉はモデルみたいな美形だけど、無ぶ愛あい想そうなのに、このモテ方は普ふ通つうじゃない！　なんか変なフェロモンでも出してないか？

　彼女たちは、劉を名残なごり惜おしげに振ふり返りながら店の裏口の方に向かう。騒さわぎに気づいたのか裏口の扉とびらが開いて支配人らしき人が顔を出し……鄭たちをみて度ど肝ぎもを抜かれた顔をする。

　劉は、何ごともなかったかのようなクールな顔でオレを見下ろす。

「……こんなことになるのなら、今度から私も加勢することにしますよ？」

　オレは彼が何を言っているのか解らずに、呆ぼう然ぜんと考える。彼がオレの手を見下ろしていることに気づく。

「こ、こんなのケガじゃないし。それにおまえが出てくるとオレの活躍が……」

　劉がポケットから綺き麗れいにアイロンのかけられたハンカチを出し、血の滲にじんでいるオレの拳こぶしに丁てい寧ねいに巻く。その手つきをすごく優やさしく感じてなぜだかドキリとする。

「リムジンに戻りましょう。屋や敷しきに戻ってケガの手当てをしなくては」

　劉が言って、うながすようにオレの背中に手を回す。冬の空気の中に、ふわ、と芳かぐわしいコロンの香かおりが混ざって、さらに鼓動が速くなる。

　……クソ、オレは男だぞ？　こいつのフェロモンにやられてどうするよ？

　オレはクールな彼の横顔を見上げながら、心の中で悪態をつく。

　……おまえなんか大だい嫌きらいなんだからな！




　　　　◆




　リムジンは夜景が煌きらめく南ナン京ジン東ドン路ルーをゆっくりと走り抜け、准シユン海ハイ路ルーエリアを抜けて徐シユー家ジヤー匯フイに向かう。ここは上海でも有数の高級住宅街で、洒しや落れた豪ごう邸ていが並んでいる。

　フランス租そ界かいだったエリアを通り抜けると、古びた煉れん瓦がの壁かべが延々と続く場所に出る。中にはたくさんの大きな木々が茂しげっていて、外側から見ると公園か何かのようだ。

　リムジンは煉瓦の壁沿いに走り、黒鉄でできた門の前に停車する。まるで地じ獄ごくにでも続きそうなほど大きく、そして龍りゆうが彫ほり込まれた重厚な門の両側には、大おお柄がらな男たちが立ち、周囲を威い圧あつしている。

　リムジンが停車すると同時に、巨きよ大だいな門がきしんだ音を立ててゆっくりと開き始める。

「お帰りなさいませ」

　男たちが叫んでこっちに向かって一いつ斉せいに頭を下げる。外はきっととても寒いはずで、彼らの息が白い。オレは電動のミラーガラスを開け、外に向かって声をかける。

「寒いだろ？　遅おそくまでお疲れ様！」

　彼らのごつい顔に、いつもはなかなか見られない笑えみが浮うかぶ。口々に、

「お帰りなさいませ、坊ちゃま」

「坊ちゃまって言ったら殺すって言っただろ？　わかんないヤツらだなあ」

　オレが言うと彼らの顔に、しまった、という表情が浮かぶ。オレは思わず笑いながら、

「まあいいや。……これ、当直のみんなで食べて」

　オレは、さっき屋台で買ったばかりの包みを取り出す。入っているのは生シエン煎ジエンと呼ばれる焼いた包パオ子ズ。オレがよく買う屋台のものだから肉にく汁じゆうがたっぷり入ってめちゃくちゃ美味おいしいはず。焼いてもらったばかりだから、まだ火傷やけどをしそうに熱い。

「いつもお気き遣づかいをすみません」

　言いながら近寄ってきたのは、この屋敷の警護の責任者である辛シンだ。リムジンの中にいる劉と鄭兄弟に礼をしてから嬉うれしそうに包みを受け取った彼は、オレに言う。

「楊大ター人レンが心配なさっています。先ほどから内線に『まだ帰らないのか』と問い合わせが」

「またかよ、もう～。寝ねてると思ったのに」

　オレはうんざりしながら言う。

「ありがとうございました。当直のメンバーでいただきます」

　辛は言って礼をし、車から離はなれる。オレはミラーガラスを閉めながら、向かいに座っている鄭兄弟を睨にらんでやる。動どう揺ようしたように目をそらす彼らを見て、ため息をつく。

　……誰だれかが、オレが喧けん嘩かしたことを親おや父じにばらしたんだな？

　……ああ、帰ったらうるさいことになりそうだ……！

　車は門を抜けて、屋敷の庭にゆっくりと入る。門の近くにはまるで森のように木々が並んでいるけれど、少し走ると急に視界が開ける。

　白い砂が敷しき詰つめられた庭園には人工の小川が流れている。川の両りよう岸ぎしには柳やなぎが並び、水の上にはアーチを描えがく石の橋がかかっている。庭には、人工の彫ちよう像ぞうにも見えるほど複雑な形をした太タイ湖フー石シーと呼ばれる奇き岩がんが苔こけむして並び、不思議な景け色しきを作り出している。大きな池の向こうにそびえ立つのは、縁ふちの反り返った屋根を持つ昔風の大きな建物。オレのいる楊一族の当主、そして楊幇の首領だけが住むことのできる屋敷だ。

「心配したぞ、龍星！」

　リムジンが車寄せに滑すべり込むと同時に、正面玄げん関かんの大きな両開きの扉が開く。車寄せに続く階段を、マオカラーのガウンを着た大柄な一人の男が駆け降りてくる。

　彼は楊ヤン龍ロン宋ソン。莫ばく大だいな財産を持つ楊一族の当主であり、絶大な権力を誇ほこるチャイニーズマフィア、楊幇の首領でもある。ごつい顔とごつい身体からだ。母親似のオレとは全然似ていないけれど、オレの実の父親だ。

「また喧嘩をしたんだってな！　手にケガをしたって？」

　親父は心配そうに叫んで、リムジンから降りたオレの手を持ち上げる。

「大丈夫なのか？　可哀かわい相そうに！」

　オレの母親はいわゆる『独立した女性』ってやつで、封ほう建けん的な楊一族に嫌いや気けが差し、オレを産んですぐに家を出ていったらしい。マフィアである親父に逆らうなんてとんでもない女だと思うけれど、親父はオレの母親に心底惚ほれ込んでいたらしくて未いまだに離り婚こんはせず、彼女を責めることもしていない。アメリカで弁護士をしている彼女からは、今でもきちんと誕生日プレゼントと手紙が来る。まあ、手紙のあっさりした文面を見ると、彼女がこの家に籠こもるよりも働いている方がずっと似合う人なんだってことはよく伝わって来るんだけどね。

　今の親父には若い恋こい人びと（離婚してないから愛人か）がいるけれど、どうやらオレの母親とは別格みたい。親父は今でも絶対にオレの母親の悪口は言わない。そしてオレのことを『絶世の美女であるおまえの母親と瓜うり二ふたつだ』とか言ってベタベタに甘やかしている。

「すぐにきちんと手当てをしなくては！　魯ルー先生をすぐに呼ぶから……！」

「いいってば。すりむいただけだよ！」

　オレはうんざりしながら言い、後ろにいる劉を振り返って睨む。

「わざわざ報告したのは、おまえか？　いつの間に電話した？」

「あなたがリムジンを降り、鄭たちと一いつ緒しよに生煎の屋台に行った時です。私には報告の義務がありますから」

　彼の平然とした態度がオレの神経を逆なでする。

「オレの教育係なら、オレの言うことを聞け！　いちいち報告するなよ！」

「何度言えばわかるのですか？」

　彼は冷たい目でオレを見下ろして言う。

「私の雇やとい主はあなたの父上で、あなたではありません。私に言うことを聞かせたいのなら、一日も早く、楊幇の幹部に相応ふさわしい大人になることです」

　彼は漆しつ黒こくの瞳ひとみでオレを見つめながら言う。

　……クソ、そうだよ、こいつはこういうやつだよ！

　オレは思いながら、思わず舌打ちをする。彼の手がいきなり伸のびてオレの二の腕うでを摑つかむ。

「下品なので人前で舌打ちをしてはいけません。何度言ったらわかるのですか？」

　指にわずかに力を入れられただけで、腕に激痛が走った。

「いっ！」

　彼はこうやって、たいした力も入れずに相手に声を上げるほどの痛みを与あたえることができる。すっごく嫌いやな特技だと思うけれど、サディスティックな彼にはぴったりかもしれない。

「返事はどうしました？」

　彼の親指が筋肉と骨の間辺りをそっとさまよっていて、さっきよりも強力な痛みのツボに入りそうだ。オレは冷や汗あせを流しながら、

「き……気をつける」

「少しずつ知ち恵えをつけていきますね。『絶対にしない』と言ってしまうと次にした時にさらにひどいお仕置きをされることを覚えたようだ」

　言葉の意図をしっかり読まれてしまったオレは、思わずまた舌打ちをしそうになり……必死でそれをこらえる。彼は反応を待つようにオレを見つめていたけれど、ふいにその男っぽい唇くちびるの端はしに皮肉な笑みを浮かべる。

「よく我が慢まんしました。その調子です」

　……チクショ、本気で悔くやしい！

「龍星、漢方茶を飲んで身体をあたためなくては。いや、やはり医者を呼んだ方が……」

　親父がオロオロと言うのに、オレはため息をつく。仕事の時には堂々として上海を支配する楊家の当主に見えるのに、オレといる時には本当にただの過保護な親バカになる。

「あらあら、またケガ？　本当に喧嘩っ早ぱやいのねえ」

　玄関のドアから、眠ねむそうな顔をした女性があくびをしながら現れる。真っ赤なチャイナシルクのガウンを羽織った彼女は、ジェニファー・張チヤン。二十九歳。うちの親父の愛人だ。

「もう寝る。おやすみ」

　オレは言い置いて、先に屋や敷しきに入る。

　広々としたエントランスホールは、伝統的な八角形の形に近くなるようにデザインされている。床ゆかには黒い石が張られ、高い天てん井じようには中国風の丸い明かり取りの窓がある。壁かべ際ぎわにはガラスのケースに入れられた高価な骨こつ董とう品が並び、それがダウンライトで照らされているところはまるで博物館みたいだ。

　かなり格好いいこういう趣しゆ味みは、実は親父ではなくオレの祖父じいさんのものだ。リビングの意い匠しようを台無しにしているフランス製の金色の猫ねこ足あしソファとか、ダイニングの中国風の内装にまったく合わないゴブラン織りのカーテンだとかが親父の趣味……というより、影えい響きようを与えたのは若い愛人たちだから彼女たちのセンスか。親父の俗ぞく物ぶつ的な成金趣味は目を覆おおわんばかりで、オレはいつもうんざりさせられている。

　オレはエントランスホールにズラリと並んだ使用人たちに声をかけ、親父以上におろおろしている執しつ事じに「おやすみ」と言って、正面にある大階段を駆かけ上る。

　分厚い絨じゆう毯たんの敷かれた廊ろう下かを走り、一番奥の部屋に飛び込む。ここは代々楊家の嫡ちやく男なんが使ってきた部屋で、今ではオレの自室。専用のリビングとベッドルーム、そしてバスルームまでもがある贅ぜい沢たくな続き部屋だ。それぞれがパーティーを開けそうなほど広くて、中国産のアンティークの家具が置かれていて、祖父さんのセンスのままの趣味のいい部屋。親父も二十歳になるまではここを使っていたはず。当時の親父に部屋の改装の趣味がなくてよかったと心から思う。子供っぽいパステルカラーや変なロココ風の家具が置かれていたらおかしくなりそうだ。

「まったく。みんな騒さわぎすぎだってば」

　オレは言いながら、暗紅色の絹張りのソファに座る。ハンカチの巻かれた右手を握にぎってみて……ズキリと走った痛みに思わず眉まゆを顰ひそめる。

「……く……っ」

　強がっていたけれど実は右手の拳こぶしがかなり痛かった。いちおう護身用に中国拳けん法ぽうとボクシングのトレーニングを受けてはいるけれど、熱心な生徒ではないせいで殴なぐり合いになると我を忘れてフォームがめちゃくちゃになり、いつも拳を痛めてしまう。

「……痛……っ」

　チンピラを力ちから一いつ杯ぱい殴ってしまった拳は、打だ撲ぼくした時と同じように熱を持ってズキズキ痛む。いちおう動くから骨は大だい丈じよう夫ぶだろうけど、明日になったら盛大に腫はれ上がりそうだ。

　……クソ、シャワー浴びたいのに……！

　この様子だと、お湯であっためたら痛みがひどくなりそうだ。でも、あいつらと喧けん嘩かした時に道路に転がったし、それに汗もかいたし。このままでベッドに入るのはあまりにも……。

「失礼します」

　ノックに続いて低い声がして、廊下側のドアが開く。立っていたのは劉だった。彼の手にはアイスバケットと救急箱がある。

　ズキズキ拳が痛んでいるオレにはそれらはとてもありがたかったけれど……考えを見み抜ぬかれたみたいで、なんだか悔しい。

「なんだよ！　もう寝ねようと思ってたのに！」

「シャワーも浴びずにですか？」

　彼が言いながら部屋を横切ってきて、オレの隣となりに座る。そしてふいに手を伸ばしてオレの頰ほおに触ふれてくる。

「先ほどは気づきませんでしたが……泥どろが付いていますよ」

　彼の親指がオレの頰を擦こすり、なぜだかまたドキリとする。

　……男同士なんだから、ドキドキすることはないはずなのに……！

　彼はアイスバケットの中の氷をハンドタオルに包み、それをオレの痛む手に巻き付けてそっと縛しばる。その冷たさが、ズキズキと熱を持っている拳にはめちゃくちゃ気持ちいい。

「今はとりあえずこれで。あとはシャワーの後できちんと消毒しますので」

「わかった。シャワーを浴びるから出て行けよ」

「ここでお待ちしますのでシャワーを浴びてきてください。右手にはお湯をできるだけかけないように。シャワーから上がったら、水で右手を綺き麗れいに洗うこと」

「……う……別にたいした傷じゃないから……」

「それから消毒とケガの手当てをします。骨には異常なさそうですから湿しつ布ぷをしましょう。そうすれば明日になっても痛みも腫れもひどくはならないはず」

　彼の言葉に、オレはますます悔しくなる。

　……やっぱり、考えを読まれてる……！

「わかったよ。ホントうるさいやつ！」

　オレは悔し紛まぎれに言って立ち上がり、ベッドルームのドアを開いて中に入る。やっぱりめちゃくちゃ広いこの部屋には暗紅色の絨毯が敷しかれ、渋しぶい色合いの木材で造られた天てん蓋がい付きのベッドがある。天蓋からは絨毯と同じ色合いの暗紅色のシルクの布が垂らされている。子供の頃ころのオレはこれをぴったりと閉めて繭まゆみたいにして寝るのがお気に入りだった。なんだか恥はずかしいから今では開けたままだけど。

　オレは巻かれているタオルを解かないように気をつけながら、革かわのジャンパーを脱ぬいでベッドの上に放り、そしてふと思い出す。

　……そういえば劉のコート、あの姐ねえさんたちに貸しちゃったんだ。

　オレを警護するために、劉は何かとオレの近くにいる。だからオレも愛用のコートに触れたことがあり、その手て触ざわりはよく覚えている。美しい艶つやを持ち、フワリと柔やわらかいそれは、羊毛やウールの手触りとは全然違ちがう。カシミア百パーセントのはずだ。

　……きっと高かっただろうに。

　思いながら服をすべて脱ぎ捨ててそれもベッドに放り、裸はだかのままでベッドルームから繫がっている専用のバスルームへのドアを開く。入ってすぐの所に脱だつ衣い室。そこを抜けた奥にあるのは、タイル張りのバスルームだ。壁かべに取り付けられた真しん鍮ちゆうのシャワーヘッド。猫足付きの古風なバスタブ。デザインはお洒しや落れだし、昔にしては最新式のものを揃そろえたんだろうけど……親おや父じの代になってから改装をしていないせいでタイルはひび割れているわ、明かり取りの窓からすきま風は入るわ……で、実はあまり居い心ごこ地ちのいい場所ではない。

　……まあ、この屋敷は古くていろいろなところにガタが来ているから、もう慣れっこといえば慣れっこなんだけど。

　オレは震ふるえながらタイルの上を歩いてバスタブに向かう。きしむ二つの蛇じや口ぐちを回してお湯と水を盛大に出し、バスタブにお湯を溜ためている間に身体からだを洗うためにシャワーに向かう。帰る時間をちゃんと申告しておけば執事がきちんと用意してくれるんだけど……それに合わせて帰ってくるのもそれはそれでまた面めん倒どうくさい。

　……学生時代の悪友たちには豪ごう邸ていだってうらやましがられてたけど、住むにはめちゃくちゃ不便なんだよなあ。

　オレはため息をつきながら、シャワーの水とお湯のコックを同時に開き……頭の上から落ちてきた冷たい水に、思わず飛び退すさる。少し待ってから慎しん重ちように手を伸のばしてあたたかくなっているのを確かく認にんし、恐おそる恐るシャワーの下に入る。

　……ちょっと油断するとこれだもんなあ。広くなくても、お洒落でなくてもいいから、せめてお風呂ふろがちゃんとしたところに住みたいぞ。

　オレは右手を濡ぬらさないように気をつけながら、シャワーのお湯で身体をあたためる。適当にあたたまったところでシャワーを止め、左手でスポンジを取る。苦労しながらボディソープをそれに垂らし、汚よごれた身体や頰をゴシゴシ擦る。

　……右手を濡らさないようにするのって結構大変かも。髪かみを洗うのはもっと大変だな。

　オレはため息をつき、シャワーで泡あわを洗い流す。そしてお湯が溜まったバスタブに手を入れて適温かどうかを確かめる。

　……ちょっとぬるめだったけど、これくらいなら許せるだろう。

　オレは水の出ている蛇口だけを捻ひねって止め、お湯だけを足しながらバスタブの脇わきの床ゆかに置いてあったボトルを取り上げる。中には白い粉末とドライにされたハーブがブレンドされて入っている。これは実家の漢方薬店を継ついだ元悪友が送ってくれたもので、『おまえに似合うようにブレンドした。疲つかれた時に効くから試ためしてみろ』っていう手紙が入っていた。

　……通りすがりにほんの三人倒たおしただけなのに、観客が多くてなんか疲れた。

　食事の帰り道、リムジンであの路地を通りかかったオレは、路地の奥で女性三人が絡からまれているのを見つけてリムジンを降りた。追ってこようとした劉と鄭兄弟を路地の入り口で待たせて一人で中に入った。リムジンの後ろについて警護していたほかの車からも構成員がゾロゾロ降りてくるのが見えたし、万が一オレがやられそうになっていたら、強面こわもての男たちが二十人近く路地に駆け込んできただろう。

　……まったく過保護って言うかなんて言うか。

　オレは思いながらボトルのコルクを銜くわえて開け、中の粉末とハーブをお湯の中に振ふり入れる。粉末は茉ジヤ莉ス花ミンの芳かぐわしい香かおりをさせながらお湯に溶とけて乳白色になる。ハーブの葉だけじゃなくてドライにされた花も中に入っていたらしい。乳白色のお湯にピンクやオレンジ色の花びらがたくさん浮うき上がってきて、妙みように可愛かわいらしい。

「なんでこれがオレに似合うんだよ？　ふざけんな！」

　笑ってしまいながら悪友の顔を思い出し、右手を濡らさないようにしながらお湯に入る。

「でも、いい香りかも。……みんな元気かなあ？」

　高校を卒業してから、みんなバラバラになった。家業を継ぐ者、大学に進学する者……その中でもマフィアの首領になるための勉強をさせられているオレは一番の変わり種だ。

　オレはふいに、一年前、劉が来る前のことを思い出す。

　……あの頃は、こんなケガ、なんてことなかった……っていうかしょっちゅう喧嘩して、もっと大きなケガをしていた。

　劉が上海に来るまでのオレは、めちゃくちゃに荒あれていた。金があるのをいいことにそれを湯水のように使ったり、モテるのをいいことに女の子と遊びまくったり（文字通り一緒に遊んだだけでＨなことなんかもちろんしてないけど）、護身用として拳けん法ぽうやボクシングをちょっとだけ習ったことがあるのをいいことに喧嘩をして相手をボコボコにしたり。だけど。一度だけ相手に大人数で待ち伏ぶせされ、拉ら致ちされたことがある。お坊ぼつちゃん高校の学生だったオレは、世間を舐なめていた。だからオレがマフィアの二代目だとは知らなかったらしい街の不良どもに簡単に拉ら致ちされてしまった。もしも助けが来なかったら、オレは無事ではすまなかっただろう。

　その時のことを思い出すと、オレは今でもなぜだか胸が強くざわめくのを感じるんだ。




　　　　◆




「くっそ、解けよ！」

　絨じゆう毯たんに転がされたオレは、必死で叫さけんで暴れる。だけど縄なわが手首に食い込むばかりでまったく緩ゆるまない。オレを取り囲んでいる野や郎ろうどもは楽しそうにニヤニヤ笑うばかりだ。

　オレは悪友達と一いつ緒しよに教室を抜ぬけ出し、うるさい護衛達の目を盗ぬすんで街で遊ぶために学校の裏門を越えた。そこで、待ちかまえていたこいつらに拉致されたんだ。

　……たしかにここんとこ、何度も抜け出してた。こういうヤツらに目を付けられてもおかしくなかったかも。

　オレは今いま更さらながらに自分の危機管理の甘さに唇くちびるを嚙かむ。

　……悪友達が一緒にさらわれたりしなかったのが唯ゆい一いつの救いだ。

　車に引きずり込まれそうになるオレを守ろうとして、悪友達は必死で闘たたかってくれた。最後はいかにも格かく闘とう家か上がりって感じのでかい男が出てきて、子供をあしらうみたいに簡単に横よこ面つらをはたかれ、アスファルトにしりもちをついていたけど。

　……あいつらが、転んだ拍子にケガなんかしてないといいんだけど。

　オレの良心が、ズキズキと痛む。

　……何もかも、授業がつまらないから街で遊ぼうとか言い出したオレが悪いんだ。

　オレが今いるのは、取り壊こわし寸前らしいアパートの一室。

　縄で後ろ手に縛しばられ、ボロボロの絨毯の上に転がされたオレを取り囲んでいるのは、しばらく前に喧けん嘩かをしてボコボコにしたグループのやつらだ。

「可愛い顔して強いんだなあ。驚おどろいちゃったよ。腕うでの骨、複雑骨折だって」

　グループのリーダーらしいのは、髪を脱だつ色しよくして金きん髪ぱつにしてるヤツ。ヤツの右手にはギプスがはめられている。この間の喧嘩で手加減なしの蹴けりを入れてやったところだ。

「それは可哀かわい相そうに。でもおまえらが悪いんだろ？　オレの高校の後こう輩はいたちを喝かつ上あげして、それだけじゃなくよってたかってボコボコにしたんだから」

　オレが睨にらみ付けると、金髪はその脂あぶらぎった顔にニヤニヤと笑みを浮かべる。

「気が強いなあ。そこがまた、たまらないんだけど」

「はあっ？」

「いやあ、俺たち、あれ以来、君のファンなんだよね」

「そうそう。マゾの快感に目覚めちゃったのかも？　あの痛みが忘れられな～い、なんて」

　耳にズラリとピアスをして髪を真っ赤に染めたヤツが可笑おかしそうに言う。金髪が、

「だから俺たちの相手をして欲しいなあ。君、めちゃくちゃ可愛い顔してるし。腰こしとか細くて妙に色っぽいし」

　男共が下げ卑びた笑みを浮かべ、何を言われたのか解わからなかったオレは呆ぼう然ぜんと言う。

「喧嘩の相手ならいくらでもしてやる！　それなら縄を解けよ！」

　オレの言葉に、男どもが可笑しそうに声を上げて笑う。

　……だから、なんなんだこいつらは？

「その相手じゃないよ。まあ、汗あせを流すことには変わりないけど」

「はあっ？　何言ってんだよ？」

　リーダー格の野郎の手が伸のびて、オレの制服のネクタイをいきなり解いた。

「こんなお坊ぼつちゃん学校の生徒をみんなでヤッちゃうなんて、ゾクゾクするな」

　ほかの男が手を伸ばし、オレの制服のワイシャツのボタンをゆっくり外す。

「しかもこんなに美人だしねえ」

　オレが呆然としている間にボタンがすべて外されてしまう。その時になって初めて、こいつらが飢うえた野や獣じゆうのような顔をしてオレを見ていることに気づいたんだ。

「な、何するつもりだっ？」

　信じられないけど……ヤツらの目は、まるで裸はだかの女の子でも見るかのように、ギラギラといやらしく光っていた。

「そんなの決まってるだろ？」

　リーダー格のやつが、オレのワイシャツを摑つかみ、いきなりはだける。

「うわ、お肌はだスベスベじゃん」

「しかも乳ち首くび、ピンクだし。たまんないな」

「まさかおまえら、ホモなのかよ？」

　オレの言葉の語ご尾びが、知らずに微かすかに震ふるえる。リーダー格のやつがおかしそうに笑って、

「ホモじゃなくて両刀。美人で色っぽければなんでもあり」

　言いながら、オレの制服のスラックスに手をかける。

　……まさか……？

　ベルトを外され、前立てのボタンに手をかけられて、オレは思わず青ざめる。

　……オレ、こいつらにマワされちゃうとか……？

　ホモがどういうことをするのか想像もつかないけれど、それはきっと肉体的にも精神的にもとんでもなく恐おそろしいことのはずで……。

「この変態野郎！」

　オレは足を振り上げ、リーダー格のやつの顎あごを思い切り蹴り上げようとして……。

「うっ！」

　床に転がったままで身体からだが自由に動かせないせいで、オレの足首は野郎どもに簡単に摑つかまえられてしまった。オレの両りよう脚あしがそれぞれ別の男に摑まれ、床に固定される。

「本当に、ひどい跳はね返りだなあ」

　リーダー格のやつの手が、オレの前立てのボタンを外す。

「でも全員でお仕置きすれば最後はきっとヒーヒー悦よろこぶようになるんじゃないのか？」

　言いながらファスナーを下ろされて、オレの全身からゆっくりと血の気が引く。

　……オレ、このままこの男どもにヤられちゃうのか？

　怖こわさよりも、屈くつ辱じよくと悲しみが心に溢あふれてくる。

　……まだ、一度の恋こいすらしたことがないのに？

「……嫌いやだ……」

　オレの唇から、かすれた声が漏もれる。

「嫌だ！」

　青ざめたオレのスラックスと下着がまとめて摑まれる。そのままグッと下ろされそうになり、オレは必死で頭を振ふって叫ぶ。

「誰か、助けてくれよーっ！」

　思い切り叫んだオレの頭の中には、こんなところまで助けに来られるような誰かの顔など、一人も浮うかんではいなかった。

　……そんな人なんか、きっとどこにも……。

　いきなりドアが大きく鳴り、オレも、オレを襲おそおうとしていた野郎どもも驚いて固まる。

　外側から蹴け破やぶられたらしい木のドア。そこに立っていたのは、一人の背の高い男だった。

　薄うす暗ぐらい部屋、蹴破られたドアから差し込む夕暮れの陽光。逆光の中で顔は見えなかったけれど、彼がモデル並みのスタイルをしていることだけは解った。男はそのまま狭せまい廊ろう下かを歩き、部屋の中に踏ふみ込んでくる。汚きたない室内には不似合いなダークスーツ。彼の長いストロークは、まるでパリコレのキャットウォークを見ているようで……あまりに非現実的な光景に、オレは何も考えられずに呆然とその男を見つめることしかできない。

「な、なんだテメーは……っ！」

　男がさらに歩を進め、閉められたカーテンの隙すき間まから差し込む陽光が、彼の手を照らす。それを見て、野郎どもはいっせいに息を吞のむ。男はそれがまるで持ち慣れたアタッシェケースででもあるかのように無造作に、マシンガンをその手に提げていた。リーダー格の男が立ち上がろうとした瞬しゆん間かん、それは持ち上げられて火を噴ふき、壁かべに穴を開ける。

「お迎むかえに参りました、龍星様」

　部屋の中に、低い美声が響ひびき渡わたる。もう一歩踏み出した彼の顔が、オレンジ色の陽光の中に照らし出された。彫ちよう刻こくのような美び貌ぼうと、野生の肉にく食しよく獣じゆうのように煌きらめく瞳ひとみ。

　オレは何もかも忘れてしまいながら、かすれた声で聞く。

「おまえ……誰？」

「初めまして。劉暁鷹と申します。よろしくお願いいたします」

　彼は丁寧な口調で言って優華に頭を下げた。まるで騎士みたいに見えたのが、今でも悔しい。
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　その時にオレを助けたのが、香港ホンコン支部から移ってきたばかりだった劉暁鷹だった。

　その後、オレに甘い親おや父じはオレが殺されそうな目に遭あったことにビビりまくり、劉をオレの専属の護衛、兼けん、教育係に任命したんだ。

　劉の人並みはずれた迫はく力りよくを目まの当たりにして以来、オレはどうしても彼に真っ向から逆らうことができない。なんだか本当に悔くやしいけれど。

　コンコンコン！

　ガラスをノックする音が聞こえて、お湯に浸つかったままボーッとしていたオレはハッと我に返る。バスルームと脱だつ衣い所を隔へだてる曇くもりガラスのドアに、劉のダークスーツに包まれた背の高いシルエットが微かに透すけて見えている。

「龍星様、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　心配そうにひそめた声が、ガラスの向こうから聞こえる。

「ああ、大丈夫だけど？」

　オレが答えると、劉はホッとした声で、

「よかった。なかなか出て来られず、シャワーの水音も聞こえないので、中で倒たおれているのではないかと心配しました」

「頭を打ったわけじゃあるまいし、倒れたりしない。どうせずっと見てたんだろ？」

「もちろん見ていました。もし頭を打ったりしていたら、今いま頃ごろは病院で精密検査を受けさせていますよ」

　劉の深刻な声にオレは思わず吹ふき出してしまう。

「大丈夫だよ。でも一つ困ってることがある」

「どうしました？」

「右手が使えないから、髪かみを洗うのが大変そうだ」

　オレが言うと、一いつ瞬しゆんだけ沈ちん黙もくがおりる。それから少しムッとしたような声が答える。

「入ってきて髪を洗え、この私にそうおっしゃっていますか？」

「可愛かわいい女の子でもいれば頼たのみたいけど、今はおまえしかいないし。オレの教育係だろ？」

「あなたは、マフィアの教育係と、幼よう稚ち園えんの先生との区別が付いていないようだ」

　……まったく、ああ言えばこう言う……！

「あ、動かしたら痛くなった！　もしかして骨までやられてるかも！」

　オレが言うと、いきなり曇りガラスのドアが開き、劉がバスルームに駆かけ込んでくる。想像以上に動どう揺ようした顔をして言う。

「大丈夫ですか？　すぐに医者を……」

「噓うそだよ」

　オレがにっこり笑って右手の指を握にぎってみせると、彼は本気で怒おこったように目つきを鋭するどくする。さすがマフィアの幹部、こんな顔をするとものすごく怖い。

「悪かったよ。びっくりさせてごめん。……頼めばいい？　よかったら髪を洗ってください、お願いします」

　オレが言うと、劉は深いため息をつく。

「本当に仕方のない方だ」

　言って上着を脱ぬぎ、それを脱衣所の籠かごに放る。ワイシャツの袖そでを肘ひじまでまくり上げ、シャワーノズルをフックから外す。量をギリギリまで弱くしてお湯を出し、バスタブの脇わきに立って、オレの顔を真上に向けさせる。

「お湯をかけます。目を閉じていてください」

　目を閉じたオレの髪を、あたたかなお湯が濡ぬらしていく。地じ肌はだをそっと擦こする彼の手はとても優やさしく感じて、オレは思わず言ってしまう。

「おまえの指、気持ちいい」

「そうですか？」

　茉莉花の香かおりがして、シャンプーが垂らされたのがわかる。フワフワとした豊かな泡あわがオレの髪を覆おおっていく。彼はそれを馴な染じませるように優しくオレの髪をかき混ぜる。

　彼の長い指に触ふれられていると、なぜか全身がリラックスしてくるような気がする。

「おまえが毎晩、こうやって髪を洗ってくれればいい」

　オレが言うと、彼は小さくクスリと笑う。

「教育係だけでなく、お世話係までしろと？」

　天てん井じように響く彼の声はエコーがかかって、いつにもまして美声だ。オレは音楽でも聴きくようにして彼の声に聞き惚ほれてしまう。

「うん。それだけじゃなくて、おまえはずっとオレのそばにいるんだ」

　チラリと目を開けると、彼の端たん麗れいな顔がオレを真っ直すぐに見下ろしていた。

「いいだろ？」　>>>♥

　オレは言うけれど、彼は微かすかな笑えみを浮うかべただけで答えない。

　いつも完かん璧ぺきなスーツ姿ばかりを見慣れているせいか、ネクタイをゆるめ、髪をわずかに乱した彼が妙みようにセクシーに見える。

　……もうすぐオレは二十歳を迎え、大人おとなとして扱あつかわれるようになる。

　オレは、胸がなぜだかジワリと熱く痛むのを感じながら思う。

　……でも、いつまでも劉だけは、こうしてそばにいてくれたらいい。
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「……おまえが毎晩、こうやって髪を洗ってくれればいい」

　顔を天井に向け、長い睫まつ毛げを閉じた龍星が言う。

　彼の少しだけハスキーな声は、バスルームの湯気の中ではますます色っぽく響く。

　彼はそのしなやかな身体からだを乳白色のお湯に沈しずめている。だがお湯が少なめなせいで、彼が動くたびに波が立ち、平らな胸の上の淡あわいピンク色の乳ち首くびが見え隠かくれする。

　金色に陽ひ灼やけした頰ほおに、煌めく水すい滴てきが伝う。

　憎にくらしいことばかり言う時にはやんちゃに見えるのだが、こうして黙だまっていると、彼がとんでもない美青年であることを思い出す。その完璧に整った容よう貌ぼうは、天才が彫ほり上げた彫ちよう像ぞうのように麗うるわしい。

　気の強そうな真っ直ぐな眉まゆ。上品にスッと通った細い鼻筋。水滴を宿した長い睫毛。その下には少年のように煌めく漆しつ黒こくの瞳が隠されている。彼の真しん摯しで真っ直ぐな視線は、いつでも私の胸を焦こがしそうなほどに熱くする。

「教育係だけでなく、お世話係までしろと？」

　私が言うと、彼は目を閉じたまま、美しい形の唇くちびるに微かな笑みを浮うかべる。まるでキスを誘さそうかのように微かに開いた唇から、真しん珠じゆのように白い歯がチラリと覗のぞく。

「うん。それだけじゃなくて、おまえはずっとオレのそばにいるんだ」

　……人の気も知らないで。

　私は胸苦しい気持ちを感じながら、小さく笑う。

　……あなたは本当に残ざん酷こくだ。

　私の心の声を察したかのように、彼の瞼まぶたが震ふるえる。長い睫毛に縁ふち取どられた瞼が、まるで美しい蝶ちようの羽のようにゆっくりと開く。黒曜石のような瞳ひとみが、私を真っ直ぐに見つめてくる。

「いいだろ？」

　……ああ、本当に、なんて人なんだ。

　私は胸が甘く痛むのを感じながら、心の中で深いため息をつく。

　……無む邪じや気きな色香で、彼はこうやって際限なく私を煽あおってくる。

　私は微かな笑みを浮かべてやっただけで、その問いには答えなかった。

　……この私が、彼のそばにいられるわけがないのに。

　私の名前は劉暁鷹。二十九歳。上海を本ほん拠きよ地ちとして中国全土に勢力を伸のばすチャイニーズマフィア、楊ヤン幇バンの幹部。ファミリーの首領である楊龍宋の息子むすこで次期首領候補でもあるこの楊龍星の教育係、兼、ボディーガードだ。

　私が所属するこの楊幇は、清しんの時代から続く、歴史ある組織。元々は海上貿易をする人々の安全を守るためにできたギルドだった。

　広い中国には似たような歴史を持つ組織がいくつもあり、それらは黒社会と呼ばれるチャイニーズマフィアとなった。代表的な組織では香港の黎家、真和解、和合和、１９Ｋ。福ふつ建けんの蛇頭、斧頭、羅漢。東北の怒羅権、そして北京ペキンの趙合会。

　今では世界中のマフィアが売春や薬物に手を染める時代になってきたが、楊幇はその中でもかなりクリーンな組織と言える。首領の成金趣しゆ味みが冗じよう談だんでバカにされることがあるくらいだ。

　代々、楊幇の首領は楊一族の直系男子から選ばれる。そしてその右腕、左腕として、それぞれ蔣家、江家の直系男子が大幹部となる。現在の大幹部はすでに高こう齢れいで、実戦部隊と言うより相談役となっている。彼らは、安全のために普ふ段だんは市外を離はなれた場所にある城じよう塞さいのように堅けん牢ろうな屋や敷しきの奥で暮らしているが、ごく稀まれに幹部会議に出席する。龍星を本当の孫のように可愛がっている彼らは、龍星が二十歳はたちの誕生日を迎むかえ、幹部職に就つくことを心から楽しみにしているらしい。

「あと数日で、あなたは楊幇の幹部となる。子供のような無む茶ちやはもうお控ひかえください」

　私は言い、彼の髪についたシャンプーの泡をそっと洗い流す。

「楊幇はチャイニーズマフィアだぜ？　マフィアは無茶をするのが当たり前だろ？」

「まったく違ちがいます」

　彼の髪かみについた泡が完全に洗い流されたことを確かめてから、私はシャワーのコックを捻ひねって湯を止める。バスルームを歩いて脱だつ衣い室に向かい、そこからタオルを一枚取る。

「幹部が無茶をすれば下の人間が犠ぎ牲せいになる。責任感を持ってください」

　それを彼の頭に被せ、そっと髪についた水滴を吸い取っていく。

「……そうだよな。幹部に何かあったら、弔とむらい合戦だの全面戦争だのになる」

　龍星は何かを考えるかのように低い声で言う。ゆっくりと目を開け、タオルで縛しばられた右手を持ち上げてマジマジと見る。

「チンピラと喧けん嘩かするのも今夜のが最後かなあ？　それならもっと暴れるんだった」

「やんちゃは、もう十分です」

　私はタオルに包まれた彼の右手をそっと持ち上げる。バスルームのあたたかさですっかり生ぬるくなってしまったタオルを解き、彼の手を露ろ出しゆつさせる。

　滑なめらかな肌はだと細い指を持つ、龍星のとても美しい手。今は赤みを帯びて腫はれ、血を滲にじませている。

「我が慢まんしてください」

　私は言って、水に設定したシャワーをその手にかける。石せつ鹼けんを取って泡を立て、それで傷口を綺き麗れいに洗う。

「……くっ」

　私の指が傷口をかすめた時、彼が小さく息を吞のんだ。強がってはいたが、やはりかなり痛むのだろう。私は泡あわを冷水で綺麗に洗い流し、シャワーノズルをフックに戻もどす。脱衣所に行って用意してあったバスローブを持って戻る。

「そういえば、明日の夜の便で香港に向かう予定だと、首領がおっしゃっていましたが。……どうぞ」

　言いながらバスローブを広げると、龍星が少し恥はずかしそうな顔で私に背中を向け、バスタブから立ち上がる。彼の美しい身体を見ないようにしながら、私は彼の肩かたにバスローブを着せかけてやる。

「またジェニファーの買い物ツアーか。勝手に行けばいいよ」

　龍星は腰こし紐ひもを結びながらため息をつく。

「今回は、あなたも一いつ緒しよのようですよ」

　その言葉に驚おどろいた顔をして、

「そんなの聞いてない！　オレにもオレの都合があるのに！」

「あなたの誕生日の前に、済ませなくてはいけないことがあるそうです。今回は断らないようにと伝言が」

「なんだよ、それ！　横暴なんだから！」

　龍星は言ってバスルームを歩き、脱衣室へのドアを開く。そこを歩き抜ぬけて、ベッドルームに出る。私は彼に続いてベッドルームに出て、彼を追い越すようにしてリビングに向かう。部屋の隅すみにあるミニバーの冷蔵庫から、イタリア産のミネラルウォーターを取り出す。そのついでに冷蔵庫にアルコールが入っていないことを確かく認にんする。幸い、中にはさまざまな産地のミネラルウォーターのボトルと、コーラの缶かんが入っているだけだった。

「ビールなんか入ってないよ。どうせおまえに捨てられちゃうし」

　龍星がリビングに入ってきて、ソファにどかっと腰こし掛かける。私は彼に近寄り、ミネラルウォーターのボトルを渡わたす。彼は受け取ってキャップを外す。

「あなたはまだ未成年だ。身体に悪いのでアルコールは許可できません」

　よほど咽喉のどが渇かわいていたのか、彼はとても美味おいしそうにミネラルウォーターを飲む。唇の端はしから一筋水が伝い、彼のすんなりした首筋をゆっくりと滑すべり落ちる。ラフに大きく開いた胸むな元もとにその水が滑り込むのを見て、身体の奥がジワリと熱くなる。

　……まるで、忍にん耐たい力を試ためされているかのようだ。

　私は、露あらわになっている彼の胸元から無理やり目をそらしながら思う。

　……本当は、こんなに抱だいてしまいたいのに。

　彼はボトルを口から離して息を吐はき、それから私を見上げる。

「そういえば、さっきのコート、どうするんだ？　愛用してただろ？」

　突とつ然ぜんの言葉に、私はその意味が理解できずに呆ぼう然ぜんとする。それから、

「ああ……先ほど女性に貸したコートですか。鄭兄弟が帰りに寄って受け取ると言っていました。私のコートも一緒に。それが何か？」

「いや、別に……愛用してたみたいだから。それに……」

「それに？」

「あの女性がおまえに見とれてたから、なんだか……」

　龍星は言葉を切り、それからぶっきらぼうな声で言う。

「おまえのコートをほかの誰だれかが持ってるのが、ちょっと嫌いやだったんだよ。なぜなのかわからないんだけど」

　龍星の頰ほおが、微かすかに染まっている。

　……ああ、また……。

　私の心が、ズキリと甘く痛む。

　表裏のない彼は、思ったことをすぐに口にしてしまう。まるで嫉しつ妬とでもしているかのような言葉を口にすることも多い。それはいつでも、私の胸を必要以上に熱くする。

「お気き遣づかいありがとうございます」

　私は言って、置いてあった救急箱を取り上げ、彼の横に座る。

「手を」

　私が言うと、彼は従順に手を出す。私は彼の手を支えて傷口を消毒し、化か膿のう止めを塗ぬって包帯を巻き付ける。傷になっておらず、腫れているだけの部分には、打だ撲ぼくによく効くと漢方医に勧すすめられた湿しつ布ぷを貼はり付け、落ちないようにそこも包帯で巻く。

「これでいい。きっとほとんど腫れずに済みますよ」

「手がこんな時に、香港旅行だなんて」

　龍星はため息をつき、それから私を見上げてくる。

「もちろんおまえも行くんだろうな？　どうせ親おや父じはジェニファーとショッピング三ざん昧まいだ。おまえがちゃんとオレの相手をしろよ」

　憎にくらしい言葉の奥にひそむ、どこか甘えるような言葉。普段見せている凜り々りしく潔けつ癖ぺきな彼との対比がとんでもなく魅み力りよく的だ。

「いちおうお供します。あちらで喧嘩などされたら困りますので。監かん視し役として」

「喧嘩はもうしないって言っただろ？……いや、おまえがオレを置いて遊びに行ったりしたら、喧嘩するかもしれないけどな」

　チラリと睨にらみ上げられて、背中にゾクリと甘い戦せん慄りつが走る。

　……ああ、私はこの美しい青年に、こうして際限なくのめりこんでいく。

　私は胸が鋭するどく痛むのを感じながら思う。

　……絶対に結ばれることなどできない人なのに。
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「龍星様、時間です。お迎むかえに上がりました」

　私は言ってドアをノックする。

　ここは香港。ペニンシュラホテルのスウィートルームの前。昨夜の遅おそい便で、楊とジェニファー・張、私と秘書の朱イエ、そして龍星は、この香港に到とう着ちやくした。

　部屋の中で人の気配がして、

「ちょっと待って。寝ね坊ぼうしちゃったんだよ。……あれ？　財さい布ふどこに置いたっけ？」

　それに続いてバタバタと走る足音。微笑ほほえましいその様子に私の唇くちびるに思わず笑みが浮うかんでしまう。

「おはようございます、ミスター劉」

　廊ろう下かを近づいてきた青年が、楽しそうに言う。

　彼は朱イエ佳ジエア琳リン、二十五歳。楊幇の首領である楊龍宋の秘書。オックスフォード出のエリートで、英語、日本語、フランス語、イタリア語など十カ国語を話す。語学が堪かん能のうなために秘書となったが、マフィアの首領の秘書と言われてもとても信じられないような、線の細い端たん麗れいな美形だ。

「おはよう、朱。首領のお供はしていなくていいのか？」

「首領はジェニファー様とブランドショッピングにお出かけになりました。香港なら言葉には不自由ありませんし、護衛は山のようについています。私は龍星様のお供を命じられました」

　朱は楽しそうな顔で私を見上げて言う。私はうなずいて、

「今日は、龍星様の二十歳はたちのお誕生日のための中国服を注文しに行くようにと言われている。君がいてくれれば助かる」

「お役に立てるかわかりませんが。……龍星様、そして劉様とご一緒できて嬉うれしいです。なかなかゆっくりお話しする機会がありませんから」

　朱がにこやかな笑みを浮かべて言った時、ふいに扉とびらが開いた。

「お待たせ……あ、朱だ！」

　龍星の顔に、嬉しそうな笑みが浮かぶ。

　龍星はシンプルな白の綿シャツにジーンズというラフな服装。その上にいつも着ている革かわのジャンパーを羽織っている。

「もしかしてオレたちについてきてくれるの？　そしたら心強いよ。オレ、どんな服を選べばいいのかわからないし、劉はあんまりあてにならなそうだし」

「そんなことを言っては失礼ですよ」

「だってさあ……」

　龍星は朱と並んで楽しそうに話しながら歩きだす。高校を卒業して以来、龍星はあの屋や敷しきで帝てい王おう学を学び、首領になるための修しゆ業ぎようを積んでいる。高校時代までの友人は海外の大学に進んだ者も多いらしく、ほとんど会う機会もないようだ。

　……龍星は、同年代の友人がいなくて少し寂さびしかったのかもしれないな。

　私は思いながら二人の後をついて歩きだす。エレベーターの前で待機していた構成員たちが口々に龍星に挨あい拶さつをしている。

「服を買うなんて面めん倒どうくさいなあ。適当に選んでくれていいよ？」

　ロビーフロアに降りるエレベーターで、龍星があくびをしながら言う。朱が笑って、

「残念ですがそうはいきません。龍星様のサイズを伝えてオーダーで作らせていました。今日はそのでき上がりを確かめる仮かり縫ぬいになりますので」

「オレが行かなきゃダメってことか。じゃあ帰りにどこか美味しい店でお茶にしよう」

　龍星は楽しそうに朱に言う。

「劉も護衛たちも甘い物がダメだから、付き合ってくれる人を探してたんだ。朱は大だい丈じよう夫ぶだよね？」

　エレベーターがロビーフロアに到着し、私たちはロビーに踏ふみ出す。

　数人の大おお柄がらな男たちが、私たちを取り囲むようにして警護しながらロビーを進む。

　観光客たちが、『何ごとだろう？』という顔でこちらを次々に振ふり返る。そして真ん中にいる龍星に陶とう然ぜんとした顔で見とれる。これはいつもの反応だ。

　上海ではマフィアの息子むすこ、そして首領の次期継けい承しよう者として顔が知られているだろうが……この香港で彼の顔を知っている一いつ般ぱん人はまずいない。彼らが見とれるのは、純じゆん粋すいに、龍星がとても美しいからだ。

　……最近、ますます美しくなった。

　私は、朱と笑いながら話している龍星をさりげなく見ながら思う。

　金色に陽ひ灼やけした滑なめらかな頰は、最近、青年らしくわずかに引き締しまった。

　伏ふせた時の長い睫まつ毛げ、微笑む時の唇に、不思議な色気をたたえるようになった。

　彼の煌きらめく漆しつ黒こくの瞳ひとみと凜々しい表情、端麗な顔立ち……青年らしい潔けつ癖ぺきさと、不思議な色気のバランスは絶ぜつ妙みようで、見る人の心を強く甘く痛ませる。

　楊幇の構成員達は、もちろん首領である楊龍栄を敬っている。だが、首領の座を継つぐであろう息子の龍星にそれ以上の強さでひかれている。「龍星様のためなら命を捨ててもいい」と公言し、彼の幹部就任を心待ちにする構成員は驚おどろくほどに多い。

　……これもある意味、カリスマか。……だが、まさか……。

　私は彼を見つめながら、胸の痛みを嚙かみしめ思う。

　……同性であり、こんなに身近にいる私から本気で惚ほれられているなど、龍星は考えたこともないだろう。







　　　　楊龍星







　オレと劉、朱は、親父が用意してくれたリムジンに乗り込み、ブティックに向かった。

「それにしても面おも白しろいお店。こういうブティック、初めて来たなあ」

　オレは運ばれてきたコーヒーを飲みながら、店の中を見み渡わたす。親おや父じの行きつけの店だって聞いたから金ぴかのブティックを想像してきたんだけど、そのイメージとは全然違ちがう。

　ブティックというよりは布地屋さんの倉庫みたい。革のソファが置かれた応接スペースを取り囲むようにして棚たなが並び、そこにはクルクルと巻かれた数え切れないほどの布地が並べられている。

　劉が店主と話している間に、親父の秘書の朱がオレの隣に座って相手をしてくれる。

「本当はほかに行きたい場所があったのでは？　たしか香港は久しぶりでしたよね？」

　朱は、こんなふうにいつもオレに優やさしい。

「久しぶりだけど、観光地しか知らないから。特に行きたい場所とかないんだよね」

　オレの言葉に、朱は少し気の毒そうに笑う。

「時間があればご案内したいのですが……私はお茶の後には会議に出席しなくてはなりません。龍星様はどうなさる予定ですか？　ミスター劉と二人で観光？」

　そう言われてオレはドキリとする。

「そうするかな？　劉とはいつも一いつ緒しよだから、珍めずらしくもなんともないけどね」

　言うけれど、なぜかまた動どう揺ようしている自分に気づく。

　……なんで動揺してるんだろう、オレ？

「上海では、お屋敷にテイラーの店主が来て、スーツの採寸や仮縫いをするんですよね？」

　朱が楽しそうに言う。オレは、

「うん。オレは服には全然興味ないから、けっこう面倒なんだけど。……でも、そういえばどうしていつものテイラーに頼たのまずに、香港まで来たんだろう？」

「この店は、中国全土から最高級のシルクを集めています。シルクの服を仕立てるのならばやはりここに来ないといけない、首領はそうおっしゃっていました」

「オレ、シルクの善し悪あしなんかわからないんだけど……」

　オレは言いかけ、店主が店の奥から出てきたことに気づいて口をつぐむ。

「お待たせいたしました」

　彼の手には、美しい光こう沢たくを持つ翡ひ翠すい色のシルクがあった。よく見ると、銀糸や、銀に近いごく薄うすい金糸で全体に刺し繡しゆうが施ほどこされ、光線の加減によっては繊せん細さいな龍の文様が浮き出て見える。それは、布地と言うよりはまるでデザートみたいに滑らかな表面を持っていて、今にもトロリと蕩とろけて床ゆかに流れ落ちそうだ。

「うわ、綺き麗れい。これが最高級のシルクってやつ？」

　オレが思わず言うと、店主はさらに笑えみを深くして、

「そうですよ。フィッティングルームはこちらになっておりますので」

　言って、応接スペースの脇わきのカーテンを開ける。布を渡わたされたオレはそれを恐おそる恐る広げてみる。それはマオカラーのシンプルな中国服だった。試着しやすいようにとの配はい慮りよなのかボタンがすべて外してあるせいで、全体の形がよく解わからない。

「これが、オレのための服？」

「そうですよ。どうぞ」

　店主にうながされて、オレはフィッティングルームに入る。

「なんだかすごいな」

　オレは緊きん張ちようしてしまいながらそれを置いてあった椅い子すの背にかけ、着ていた綿シャツとジーンズを脱ぬぐ。下着一枚になってその中国服を広げる。襟えりが硬かたい素材のマオカラーになっていて、丈たけは足首まであり、ズボンははかずにそれを一枚で身につけるみたいだ。オレはそれを羽織り、苦労して中国風の布製のボタンをはめていく。真ん中で留めるタイプではなく、襟元から布が斜ななめに下り、胸から下は身体からだの脇でボタンを留めるような形。一人でボタンを留めていくのは結構大変だ。長い袖そでをきちんとまくりあげると、一応様さまになった気がする。

「こう……でいいのかな？」

　鏡がないのでオレは首を傾かしげる。とりあえずボタンの掛かけ違ちがいはないみたいなので、カーテンを開いて外に出る。

「サイズはちょうどいい。これでちゃんと着られてるのかわからないけど」

　オレは言い、そして三人が呆ぼう然ぜんとした顔でオレを見つめていることに気づく。

「何？　やっぱりおかしい？」

「おかしくはありません」

　劉が彼らしくない、心ここにあらず、という声で答える。

「とても綺麗だ」

「は？」

　男に向けるとは思えない賛辞に今度はオレが呆然とし、それからその言葉が服をさしているんだろうと言うことに気づく。

「あ、そうだよね。めちゃくちゃ綺麗な服だ。でもボタンを留めるのが結構大変で……」

　オレの言葉を遮さえぎるかのように、ふいに劉がソファから立ち上がる。オレに歩み寄って手を伸のばし、ふいにオレの肩かたを抱だき寄せる。

「……えっ？」

　なんのことだか解らずに真っ赤になるオレを連れて歩き、鏡の前に立たせる。

「ご自分でご覧になってください。私たちが驚いた理由がわかります」

「なんだよ、それ？　そんなにおかしなことしてる？」

　オレは少し慌あわててしまいながら、鏡に目を移す。

「……あ……っ」

　心臓が、ドクン、と跳はね上がるのを感じる。

　そこにいたのは、まるで古いにしえの中国の皇こう帝ていの子息のような、気品に溢あふれる青年だった。

　薄い金銀の光を帯びた翡翠色のそれが、彼の身体にまとわりついている。絶妙なカッティングが彼の身体のラインの美しさを引き立て、ほっそりと優ゆう雅がに見せている。

「……すご……」

　自分とはとても思えないその青年に、オレは呆然と見とれる。

「……オレじゃないみたいなんだけど……」

　まさに馬ま子ごにも衣装。その美しい中国服を着たオレは、なんだか顔つきまで違ってしまったように見える。

「綺麗だと言った意味がわかりましたか？」

　オレの後ろに立ちながら、劉が言う。逞たくましい身体でダークスーツを着こなした完かん璧ぺきなハンサムである劉と、その中国服の青年は、不思議なバランスを保ってとても似合っていて……。

　鏡の中の彼と、視線が合う。どこか獰どう猛もうなその瞳を見つめていると、鼓こ動どうがどんどん速くなってくる。

「お似合いです」

　真っ直すぐに見つめられ、低い声で囁ささやかれたら、なぜだか頰ほおが熱くなる。

「いや、自分の作品ながら見とれてしまいました。こんなに素す晴ばらしく着こなしていただけて光栄ですよ」

　店主が言ってソファから立ち上がり、オレはハッと我に返る。

「これは長チヤン袍パオという服です。本体と袖が一枚の布でできている、連リアン袖シウというデザインを取り入れてみました。中国の伝統的な男性服です」

　彼は言いながらオレの周りをグルグルと回る。彼は服のいろいろな箇か所しよを摘つまみ、そこをどこからか取り出した待ち針で留めていく。オレはすぐにハリネズミみたいに針だらけになる。

「うん、これで完璧かな？」

　店主はまるで彫ちよう刻こくでも鑑かん賞しようするかのように少し離れた場所からオレを眺ながめ回す。そして満足げにうなずく。

「よし、完璧です。……フィッティングルームへどうぞ。針を刺さすといけないですから脱ぐのはお手伝いしましょう」

　店主は言ってオレをフィッティングルームに先導し、慣れた手つきでボタンを外して長袍をあっという間に脱がせる。大切そうに長袍を抱かかえた彼は、カーテンの隙すき間まから外に出ていく。

　オレはまだちょっと陶とう然ぜんとしてしまいながら、綿シャツとジーンズを身につける。

　あの服がとても素す敵てきだったのもあるけど、後ろに劉に立たれたことでめちゃくちゃドキドキした。だってあんなふうにマジマジと見ると、彼は本当にハンサムで……。

「龍星様。楊様から申しつかったほかの服もできあがっておりますよ。せっかくですからそれもご試着なさってください。問題がありましたらすぐに直しますので」

　店主が言って、カーテンの隙間から服がかかったいくつかのハンガーを差し出す。シンプルなスーツとワイシャツが二組、そして純白のシルクのマオカラーのシャツと黒のスラックスが一着。オレはスーツを次々に着てその着き心ごこ地ちが最高であることを確かめ、最後にマオカラーのシルクのシャツと黒のスラックスに着き替がえる。

「これも、着心地が本当にいいよ。直す必要もないんじゃない？　ぴったりだ」

　オレはトロリとしたその感かん触しよくを楽しみながら言う。

「そのまま着ていかれてはどうですか？」

　劉の言葉に、オレは振ふり返る。

「観光にこんないい服？　汚よごれたら大変じゃないか」

「あなたが気をつければ済むことです」

　あっさりと言われてむくれるオレを見て、朱が楽しそうに笑った。

　そしてオレたちは朱の案内でお洒落な中国風のカフェに行き、お茶を楽しんだ。会議に出るという朱と別れた後、リムジンの中でふいに劉が言う。

「この後、会いたい人がいるので付き合ってくれませんか？　少し堅かた苦くるしい場所で会うので、できれば今のその服装で」

　劉からこんなことを頼むのはものすごく珍めずらしい。オレは少し驚おどろきながらうなずく。

「いいよ。どうせ行きたいところなんかないし、それもいいかも」

　その時は、軽い気持ちでそう言ったんだけど……。




　　　　◆




「ここってもしかして……」

　オレは、彼に連れられて足を踏ふみ入れた場所がどこだかやっと気づいて、愕がく然ぜんとしていた。

「あの有名な『クラブ・シャングリ・ラ』？」

　それは世界的に知られた、ＶＩＰばかりが集まる超ちよう高級な社交クラブ。青二才のオレでも噂うわさは聞いたことはある。会員になるのはすごいステイタスみたいで、オレの親おや父じも金にあかせて会員になろうとしたらしい。あっさりと入会を拒きよ否ひされたらしいけど。どうやらここにはうちよりももっとずっと大きな権力を持つ、香港マフィアの首領なんかが出入りしているらしく、親父は「おまえの手で『クラブ・シャングリ・ラ』の会員になれるくらいにファミリーを大きくしてくれ」なんて言ってたけど……。

　……そんな場所に、どうして劉が入れるんだろう？

　オレは周囲を見み渡わたしながら呆然とする。

　黒大理石の床ゆかを持つ、広大なエントランスホール。木々や動物たちなどの緻ち密みつな彫刻の施ほどこされた木製の壁かべ。高い天てん井じようからはたくさんの赤いランタンが下げられ、リッチな内装のエントランスホールに幽ゆう玄げんさを加えている。

「ようこそ、ミスター・劉」

　暗がりから声が聞こえ、魔ま法ほうのように人が現れる。それは白はく髪はつの小こ柄がらなおじいさんだった。すその長い黒の長袍を着ていて、まるで中国の昔話にでも出てきそう。

「お邪じや魔まいたします」

　劉は言い、丁てい寧ねいに彼に頭を下げる。呆然としているオレを振り返り、

「彼が、この間電話でお話しした男ひと……楊龍星です」

　老人はなんだかすごく嬉うれしそうにオレに向かってにっこりと笑う。

「ミスター・楊。『クラブ・シャングリ・ラ』にようこそ」

　両手を合わせて挨あい拶さつの仕草をしてくれる。オレは彼に倣ならって両手を合わせて礼を返す。

「ご挨拶をありがとうございます。お邪魔します」

　彼はにこやかに笑いながらオレの身体からだを上から下まで眺める。

「なかなか素晴らしいオーラをお持ちだ。きっと大物の器うつわなんでしょうな」

　占うらないを信じないオレは、いつもはこういう言葉は聞き流すんだけど……このミステリアスな老人が言うとなんだかちょっとだけ信じたい気持ちになる。

「あの方はもうすぐいらっしゃいます。どうかおくつろぎを」

　彼が手を上げると、やっぱり魔法のように暗がりからお仕着せを着た青年が現れる。そしてオレたちを先導してエントランスホールを歩き、大階段を上り始める。

　上海では、リッチでオシャレな場所にはすごく入りづらい。もしかして自意識過か剰じようかもしれないけれど『獰猛なチャイニーズマフィアの首領の息子むすこ』ってことで一応顔の知れてるオレは眉まゆをひそめられてしまいそうだし。だからこういう場所にはずっと縁えんがなくて……。

「うわ、ここもすごいな」

　長い廊ろう下かを抜ぬけた先には舞ぶ踏とう室らしい広大な部屋があった。

　艶つやのある大理石の床には宮きゆう殿でんにでもありそうな太い朱しゆ塗ぬりの柱が並んでいる。フロアの奥に一段高くなった場所があって、そこでは胡こ弓きゆうや二に胡こなどの伝統的な楽器が演奏されている。

　いかにもリッチそうな人々が行き交かうフロアの奥には中国風のソファセットが並び、壁かべ際ぎわにビュッフェテーブルらしきものも見える。

　……なんだか、やたらと緊きん張ちようするんだけど……？

　オレは隣となりにいる劉を見上げる。彼はいつもと寸分変わらぬクールな表情で、少しも緊張しているように見えない。それどころか、いつもよりさらにリラックスしているようにも見える。

　……こいつ、香港の貧しい家に生まれて、裏町で育ったって言ってたよな？　なのにどうしてこんなリッチな場所で平然としていられるんだ？

「劉」

　オレは、彼の端たん整せいな横顔を見つめながら話しかける。彼はオレを見下ろして、

「はい」

「おまえ、全然、緊張してないみたいに見えるけど？」

　彼は少しだけ驚いたような顔で、

「緊張？　何に対して緊張するというのですか？」

　そう聞き返してくる。オレは少し苛いら立だちながら、

「何って、こういうリッチな場所にいることに対してだよ！」

「え？　ああ……そういうことですか。もちろん、とても緊張していますよ。こういうリッチな場所には来慣れていませんから」

「本当かよ？　涼すずしい顔しやがって」

　オレが言うと、彼は少しだけ可笑おかしそうな声で言う。

「そんなことを聞くということは、あなたは緊張している？」

「し、してるわけないだろ？」

「そうですか。さすがですね」

　棒読みの口調がなんだかすごくムカつく。オレが何かを言おうと口を開けた時、彼の視線が入り口のほうに流れた。思わず彼の視線を追ってしまったオレは、そこにやたらと目を引く男が立っていることに気づく。

　……うわ、なんだあの美形は？

　その男は辺りを見回し、劉の顔を見つけてこっちに真っ直すぐに歩いてくる。

　彼は、まるでパリコレのキャットウォークでも歩いていそうな美形だった。モデル並みの長身で着こなしているのはチャコールグレイのダブルのイタリアンスーツ。派手めのネクタイが彼のオシャレさを引き立てていて……やたらと垢あか抜ぬけている。

「ミスター華ホア。ご無ぶ沙さ汰たしております。お元気でしたか？」

　劉が頭を軽く下げ、丁寧な口調で言う。華と呼ばれた男は鷹おう揚ようにうなずく。

「私は元気だ。昔からの友人たちも、よろしくと言っていた」

　それを聞いた劉の横顔に、なぜか一いつ瞬しゆんだけ懐なつかしそうな表情が浮うかぶ。そのことに気づいて、オレはドキリとする。

　……この男、劉の昔のことまで知っている？

　過去のことをほとんど話さない劉と、華が言った『昔からの友人たち』という言葉は妙みように不ふ釣つり合いに思える。

　……この男、劉とどういう関係なんだ？　そんなに親しいのか？

　オレはなぜか胸がざわめくのを感じながら、華という男を見上げる。華はオレを見下ろし、形のいい唇くちびるににやりと笑えみを浮かべる。それと同時に彼の目に迫はく力りよくのある光がよぎり、オレは一瞬気け圧おされてしまう。

　……なんだかすごい迫力だ。もしかして、香港マフィアの幹部とか？

　華は底光りのするような目でオレを見つめる。オレは目をそらすのが悔くやしくなってその顔を無理やりに睨にらみ上げる。長すぎるほどの時間、オレたちは睨み合い……そして最後には華が可笑しそうに笑いながら目をそらした。劉のほうに視線を移して、

「ちょっと綺き麗れいなだけのただの不良に見えるが……意外にいい目をしてるじゃないか」

　そのバカにしたような言葉がオレの神経を逆なでする。

「なんなんだよあんた？　オレがどこの誰だか知ってるのかよ？　オレは……」

「龍星様」

　思わず突つっかかろうとするオレを、劉が静かな声で止めた。

「このクラブで自己紹しよう介かいをするのは野や暮ぼだと言われていますので」

「そうそう」

　華が笑いながら劉に意味深な視線を送るのを見て、オレは思わず言ってしまう。

「あんたもしかしてゲイで、劉に惚ほれてるのかよ？」

　オレの言葉に、華が驚おどろいたように眉を上げる。

「でも今の劉はオレの教育係だ。誰だれにも渡わたさない」

　華はオレを見つめ……それから突とつ然ぜん可笑しそうに笑いだす。

「劉、こんな野生の山やま猫ねこをよく懐かせたな。教育係としての才能があるんじゃないのか？」

「何が野生の山猫だ、オレを子供扱いするなんて……」

　オレの言葉を、ふいに真しん剣けんな顔になった華が手を上げて止める。

「もうすぐ二十歳はたちの誕生日だろう？」

　彼の言葉にオレはドキリとする。

「なぜ、そんなこと……」

「身辺に気をつけろよ、坊ぼうや。おまえ一人の身体ではないぞ」

　彼はそう言い残して踵きびすを返し、人ごみを縫ぬって魔法のように消える。オレはその妙に鮮あざやかな退場に呆ぼう然ぜんとしてから、

「なあ、本当にあの男、ゲイじゃないのか？　なんかおまえのこと意味深な目で見てたし！」

　思わず言うと、劉はフッと笑う。

「気になりますか？」

「き……気になるもんか！」

　オレは言うけれど……本当はすごく気になってる。これっていったいどういうことだろう？

「それならいいですが。……さて、そろそろホテルに戻もどりましょうか」

　あっさりと言われた劉の言葉に、オレは思わず反応する。

「こんなお洒しや落れなクラブに来ながら、酒の一いつ杯ぱいも飲まず、食事もせずに帰るのか？　ってことはあの男に会うのが目的だったのかよ？」

　睨み上げると彼は唇に浮かべた笑みを深くして、

「今夜は本当によく突っかかる。よほど気になるようですね」

「そうじゃないって言ってるだろ！」

「では、お腹なかが空いている？　あなたはお腹が空くと気が荒あらくなる」

「なんだよ、それ？　オレは子供じゃなくて……！」

　その反論を遮さえぎるように、オレのお腹がクウウッと鳴った。劉が驚いたようにチラリと眉を上げたのを見てオレは真っ赤になる。

　……クソ、なんでこんな時に鳴るんだよ？

「笑いたきゃ笑え。お腹が空いてるのは本当だ。お茶の時も結局ココアだけにしちゃったし」

　オレが睨み上げると、劉は不ふ審しんそうな顔になって、

「朝からの会議があったせいで、食事の時間には同席できませんでした。もしかして何も食べていないのですか？」

「寝ね坊ぼうしたからルームサービスでブランチを頼たのもうと思ってた。そしたらあの愛人が『一いつ緒しよにレストランに行きましょうよ』とか電話してきた。そしておまえのことを根ね掘ほり葉掘り聞いてきた。うるさい彼女と二人で食事することを考えたら、食欲なんか全然なくなった」

「では、朝から何も？」

「ああ。『まだ眠ねむいから』って言って電話を切って、本当に二度寝しちゃったよ」

「気づきませんでした。申し訳ありません」

　劉は言って、眉み間けんに深い皺しわを寄せる。彼の顔がやけに深刻で……もやもやしていたオレの気持ちがスッと晴れた気がする。オレはそれに気づいて慌あわてて自分に言い訳をする。

　……いや、これは憎にくらしいこいつに謝られたことがちょっと痛快なだけだ！　別に、こいつに心配してもらいたかったわけじゃない！

「ディナーの前に、軽食を摘つまみますか？」

　彼は腕うでを上げて時計を覗のぞき込み、

「先ほど秘書の朱から連れん絡らくがあり、ディナーには楊大人のお気に入りの店を予約したと言っていました。待ち合わせまではあと一時間ありますが」

「親おや父じのお気に入り？　どうせめちゃくちゃこってりしたチャイニーズだろ？」

「ええ。たしかあの店の名物は『蝦シア子ツ大ター烏ウー参シエン』と『脆ツイ皮ピー炸ヂアー鶏ジー』ですね。ナマコの醬しよう油ゆ煮に込こみと丸まる鶏どりの姿すがた揚あげです」

「食べ物に罪はないけど、そんなこってりしたものを、オヤジと愛人のくどい顔を見ながら食えって？　それ、なんて拷ごう問もんだよ？」

　劉にたしなめられることを覚かく悟ごしながら思わず本音を言う。劉は責めるようにチラリと眉まゆを上げるけれどそのまま何も言わず、エスコートするようにオレの背中にそっと手をまわす。

　……う……。

　背中に感じる大きな手の感かん触しよく、フワ、と香かおった彼の香りに気づいて、オレの心臓が跳はね上がる。オレはコロンの類たぐいは苦手なんだけど、こいつの香りにだけはいつもこうしてドキドキしてしまうんだ。

　最初に香るのは爽さわやかな柑かん橘きつ系けい。次にジンに似た男っぽい針葉樹。そしてその奥に潜ひそんでいるのは野性的なムスク。さらに深い場所にオリエンタルなイメージも感じる。

　彼の香りは、彼の端たん麗れいな容よう貌ぼうによく似合って芳かぐわしく、そしてとてもミステリアスだ。

　……こんな香り、ほかでは嗅かいだことがない。

　……いったい、なんてコロンを使ってるんだろう？

「このクラブでは香港でも指折りの名シェフを雇やとっています」

　陶とう然ぜんとしていたオレは劉の言葉にハッと我に返る。

「少し軽めにはなると思うのですが、ここで食事をしていきましょうか？」

「ああ。どこでもいい。オヤジとあの愛人と一緒でないなら」

　鼓こ動どうが速いことに気づかれないように慌てて言うと、オレの声はいつにもましてぶっきらぼうに聞こえる。

　……オレって、どう考えても感じの悪いヤツだよな。こいつ、よく怒おこらずに付き合ってる。

「では、あちらへ」

　彼は言い、オレの背中に手を回したまま歩き始めた。近くでさっきからオレの顔と劉の顔を見比べていた女性たちが、オレの背中に回った彼の手に視線をやってなぜかがっかりした顔をしている。

「……最近の男って、素す敵てきだと思うと、みんなゲイなんだから」

　女性のうちの一人がため息混じりに囁ささやいたのが耳に入り、オレは驚いてしまう。

　……オレたちのこと、ゲイのカップルだと思ってるのか？

　劉がさりげなくオレの身体からだに触ふれるのはいつものこと。教育係だけじゃなくて警護役でもあるんだから当然だと思っていたんだけど……？

　……そんなこと言われると、意識しちゃうじゃないか……！

　そう思ったら周囲にいる人々の視線がやたらと気になる。女性たちが振ふり返ったり、男性たちがやけに興味深げに見つめてくるような気がしてきてしまう。

「私とあなたは、どうやらカップルに見えるようですね」

　劉がどこか可笑おかしそうな声で囁いてくる。

「おまえが背中なんかに手を回すから……」

「いつものことでしょう？　それとも意識してしまいますか？」

　さらに可笑しそうに言われて、オレはムッとする。　>>>♥

「別に」

「でしたら、おどおどしないで堂々としていなさい。あなたはこれから楊一族の首領になる人間なんですよ」

「おどおどなんかしてない！」

　オレが言うと、劉の手がオレの背中を滑すべる。そのまま肩かたをキュッと抱だき寄せられて、心臓がまた跳ね上がる。彼はそのまま平然と人々の間を縫って歩き、ソファ席にオレを座らせる。彼が向かい側に座るのを見計らったかのように、チャイナドレスを着た女性が近寄ってくる。彼女が差し出したワインリストを劉は慣れた様子で断る。

「アルコールは結構。大ダ葉イエ棗ザオ香シヤンはありますか？」

　彼の言葉に女性は嬉うれしそうににっこりと笑う。

「最高級品が入にゆう荷かしております」

「では、それを。それから軽食が食べたいのですが」

「適当に選んでお持ちいたしましょうか？」

　オレを見て言われた女性の言葉に、オレは慌ててかぶりを振る。

「せっかくだから自分で選ぶよ。いい？」

「もちろんです。どうぞ」

　彼女は立ち上がったオレを先導してビュッフェテーブルに向かう。

「軽食って言うからサンドイッチとスープとかかと思ったけど、豪ごう華かなんだな」

　オレはテーブルの上に並んでいる料理を見て少し驚おどろいてしまう。

　氷で冷やされたシルバーの深皿に盛られているのは、粒つぶの揃そろった艶つや々つやのキャビア。

　中国風の大皿には、繊せん細さいに切りそろえられた前菜で鳳ほう凰おうが描えがかれている。

　あたためられた銀色のボウルには、トロトロとした美味おいしそうなスープが満たされ、金色のフカヒレと蟹かにの身が盛り上がっている。

　ちょうどギャルソンが運んできた皿には、大きなロブスターが湯気を上げている。

　ふわりと漂ただよってくるとんでもなくいい香りに、食欲が刺し激げきされる。お腹がまた鳴ってしまいそうだ。

「美味しそう」

　思わず言うと、近づいてきた劉がまじめな声で言う。

「龍星様、涎よだれが垂れています」

「ええっ？」

　オレが慌てて手の甲こうで口元を拭ぬぐうと、劉は可笑しそうな顔になって言う。

「噓うそですよ」

「なんなんだよ、もう！」

　オレが怒って言うのを見て、チャイナドレスの女性が笑う。

「何かありましたらお呼びください、劉様。どうぞごゆっくり」

　言ってオレと劉に会え釈しやくをし、そのまま立ち去る。オレは劉を睨にらみ上げて、

「名前まで覚えられてる。ここ、そんなにしょっちゅう来てたのか？」

「このクラブのスタッフは一度で顔も名前も覚えますよ。私は、さきほどの華氏の紹しよう介かいでほんの数回来ただけです」

　華という名前に、オレの心がまた反応してしまう。

　……なんでいちいち胸がチクチクするんだろう？　これじゃあまるで嫉しつ妬とでもしてるみたいじゃないか！

「どれになさいますか？　もしも重いようでしたら、サンドイッチなどのもっと軽い物も注文できますが？」

「こんな美味しそうな物を見せられたのに、今さらサンドイッチなんか食べられるかよ」

「お奨すすめはこちらの蟹かに味噌みそとフカヒレのスープ、そして北京ダック。どちらも香港一だと私は思います。あとは点デイム心サムですね。こちらへ」

　彼が、ビュッフェテーブルの奥の方に向かう。そこにはいくつものワゴンが置かれていて、たくさんの蒸せい籠ろうが積み上げられ、盛大に湯気を上げていた。彼が合図をすると待機していたギャルソンが蒸籠の蓋ふたを次々に開けてくれる。

「うわ！　すごい！」

　そこに入っていたのは小さな点心たちだった。蝦えび餃ギヨウ子ザや粽ちまき、包パオ子ズなどの定番のほかに、可愛かわいい形の細工物も並んでいる。蟹を象かたどった翡ひ翠すい色の焼シユー売マイ、金魚を模したオレンジ色の蒸し餃子、ココナツをまぶしたウサギ形の包子、パンダ形の蒸し団子。

「可愛い！」

　オレは思わず叫さけんでしまい、それから慌あわてて咳せき払ばらいをする。

「おまえに任せてやる。好きな物を取れば？」

　どれも可愛くて決められなかったんだけど、そんなことを言ったら子供っぽいと笑われそうだ。オレはつい威い張ばってしまいながら言う。

「わかりました。点心をいくつか取りましょう」

　劉はギャルソンに指示を出し、それから飴あめ色いろに焼き上がった北京ダックの方に向かう。テーブルの向こう側にシェフが待機していて、注文するとダックを切ってくれるみたいだ。

「四切れほど取り分けてください」

　劉がまた注文をすると、シェフはうなずいて大きなナイフを取り上げる。そしてまるで宝石でも扱あつかうかのような慎しん重ちような手つきでダックの皮を切り取ってくれる。

「ああ、皮だけ食べるのって初めてかも。オレの親おや父じは俗ぞく物ぶつだから、もったいないって言って肉も全部切らせてたよ。まあ、あれはあれで美味しいんだけど」

「では、少し変わった食べ方で、一番美味しいところを」

　シェフがイタズラっぽく言い、切り取った飴色の皮を小皿に盛る。いつもみたいに薄うすく焼いた小麦粉のクレープに載のせるのかと思いきや、皮の上にサラサラと何かを振りかける。

「なにそれ？　塩？」

「いいえ、グラニュー糖です」

　オレの後ろにいた劉が答える。オレは驚いてしまいながら、

「おまえが冗じよう談だんを言うなんて珍めずらしいな。北京ダックに砂糖をかけるわけないだろ？」

「いいえ、冗談ではありませんよ。……どうぞ」

　シェフが言って小皿をオレに差し出してくる。オレはまだ冗談じゃないかと疑いながら、それを受け取る。そしてどうしても我が慢まんできなくなって、指で摘つまんで口に放り込む。

「ん？　んん？　んんん！」

　口に入れてみるとそれは本当にグラニュー糖だった。どうしていいのか解わからずに目を丸くしているオレに、劉が言う。

「騙だまされたと思って嚙かんでください」

　オレは恐おそる恐る口の中の物を嚙んでみる。皮とは思えないほどパリッとしたそれはまるで繊細に焼かれたパイみたいで、グラニュー糖の甘さと溶とけ合うと……。

「……噓だろ？　めちゃくちゃ美味しい」

　オレは呆ぼう然ぜんとしてしまいながら言う。

「昔の宮きゆう廷てい貴族の間で流行した食べ方のようです。とても香こうばしいので菓か子しにも似ていると」

「たしかにデザートみたいだ。不思議！」

　オレの反応に、シェフが満足げな顔で笑う。

「それではあとはお食事用に」

　言いながら切り取った皮に甜テン麵メン醬ジヤンをつけ、キュウリとネギの細切りと一いつ緒しよに綺き麗れいに巻いてくれる。それを四個ほど作って中国風の皿に綺麗に盛ってくれる。

「ありがとう。食べるのが楽しみ」

　フワリと漂う美味しそうな香かおりに、口の中に唾つばが溜たまってくるのを感じながら言う。近寄ってきたチャイナドレスの女性がその皿を受け取り、

「あとは何をご用意しましょうか？」

「蟹味噌とフカヒレのスープを二つお願いします」

　劉が言って、名残なごり惜おしげにデザートテーブルを見てしまうオレを見下ろしてくる。

「ほかに欲しい物はありますか？　デザートは、あとでメニューを運ばせましょう」

「そ、それならいい」

　オレはちょっと赤くなりながら答え、先にさっきのソファ席に戻もどる。

　……デザートも欲張ろうとしていることに、気づかれた。

「失礼いたします」

　ギャルソンたちが、ローテーブルの上にテーブルクロスを広げ、カトラリーを並べ始める。さっき注文した料理が盛られたたくさんの皿や蒸籠が運ばれ、オレはなんだか幸せな気分になってくる。

「いい香り。オレ、本当にお腹なかが空いてたみたい」

　オレが言うと、向かい側に座った劉がクスリと笑う。

「食べましょう。冷めてしまったらもったいない」

「うん。いただきます」

　オレはセットされた象ぞう牙げの箸はしを持ち上げ、贅ぜい沢たくな料理を口に運ぶ。それらは今までに食べたどんな中国料理よりも美味しくて、オレは驚おどろいてしまう。

「すごい。どれもものすごく美味しい」

「ここが気に入りましたか？」

　優ゆう雅がな仕草でお茶を飲みながら、劉が言う。オレはうなずいて、

「うん。……実はオレの親父、ここの会員になるのを断られてるんだ。マフィアだから断られたわけじゃなくて、多分、親父が俗物っぽいのと、うちのファミリーである楊幇が歴史はあるけれど規模としてはまだまだ小さいからだと思う」

　劉が、オレの顔を見つめている。

「でもオレ、なんとか頑がん張ばって楊幇を大きくしたい。みんなに頼たよられる立派な幹部になって、たくさんの人を助けて、ファミリーを大きくして……そしていつかは、こんなリッチなクラブの会員にもなってみたいな、なんて」

　オレは象牙の箸で摘んだ蝦蒸し餃子を示しながら、

「こんな美味おいしい物も食べられるしね」

　言って、ものすごく美味しいそれを味わう。あきれられてるかな、と思って目を上げると、劉はとても真面目まじめな顔でオレを見つめていた。オレは彼の顔を真っ直すぐに覗のぞき込んで、

「おまえももちろん手伝ってくれるよな？」

　劉は少しだけ考え、それから低い声で答える。

「はい。もしもあなたが私という人間を必要としてくださるのならば……ですが」

「なんだよその回りくどい言い方は。もちろんオレは……」

　オレが言いかけた時、劉の携けい帯たい電話が微かすかな音を立てて振しん動どうした。彼はポケットから出した電話の液えき晶しよう画面を覗き込む。

「失礼。首領からです」

　言って携帯電話を持って立ち上がる。歩きながらフリップを開き、話を始める。

「どうせ、早く帰ってこいとかそういう用事だろ？」

　オレはものすごく美味しい北京ダックに箸を伸のばしながら呟つぶやく。綺麗に包まれたそれを持ち上げ、口に入れる。パリパリと香ばしい家鴨あひるの皮と、キュウリやネギの香り、味噌みその深い味わい。目を閉じて咀そ嚼しやくし、その夢みたいな美味しさを味わって……。

「龍星様」

　すぐそばで聞こえた劉の声に、オレは目を開ける。

「邪じや魔まするなよ。こんな美味しい北京ダック、次はいつ食べられるか……」

「上海の屋や敷しきに脅きよう迫はく状が届きました」

「えっ？」

　劉の言葉にオレは驚いて身を起こす。

「『龍星の命が惜おしければ、彼を楊幇の幹部にはするな』という内容だそうです。首領は用心のためにすぐに香港を発たつつもりだそうです。あなたとジェニファー様と一緒に、ロスアンゼルスの親類の家に身を寄せるつもりだとおっしゃっています」

「そんな！　どうせイタズラだろ？　上海の屋敷にはたまにそういうのが来るし……」

「イタズラ目的の人間が、楊幇の内情まで知っていると？」

　劉の言葉に、オレは唇くちびるを嚙む。

「たしかに楽観視はできないかもしれないけど……」

「朱が荷物をまとめてくれているようです。ホテルに寄らずに、すぐに空港に来るようにとのことです。……行きましょう」

　劉に手を差し伸べられ、オレはそれを握にぎって立ち上がる。

　……ああ、せっかくとても楽しかったのに……。
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「劉もついてくるんでしょう？　あっちに着いたら、護衛としてショッピングに付き合ってくれないかしら？　必要なものもいろいろ出るだろうし……」

　香港、チェプラックコク空港の出発ロビー。香港支部から急きょ招集された大人数の構成員たちの護衛の中、ジェニファーが、はしゃいだ声で劉に言っている。普ふ段だんはオレの相手ばかりしている劉と、これをきっかけに親しくなろうとしているのかもしれない。

　……あんな女と一緒に行動できるか！

「オレ、ロスアンゼルスには行かない。上海でやることもいろいろあるし」

　その言葉に、親父は度ど肝ぎもを抜ぬかれたような顔をする。

「何を言うんだ、龍星！　おまえの命が危ないんだぞ！」

「屋敷が危険ならしばらく避ひ難なんする。そうだ、劉が住んでいる部屋に行く。いいだろ、劉？」

　反対されることを覚かく悟ごで言うけれど、劉はすぐにうなずいてくれた。

「質素ですが、いちおうセキュリティーだけはしっかりしたマンションに住んでいますので」

「そうか……ううん……」

　親おや父じは難しい顔をして考え、それから、

「上海もロスも屋敷が古いから、いろいろ警備に穴がありそうだ。劉が二十四時間ついていてくれるなら、そこが一番安全かもしれないな。その間に屋敷の修しゆう繕ぜんと警備の強化をするか」

「決まりだ。オレたちは二時間後の上海行きに乗るから」

「気をつけるんだぞ、龍星。……劉、龍星を頼たのんだぞ」

　親父が言って手を振ふり、ジェニファーの手を取って出国手続きの方に歩きだす。あちら側の護衛につく構成員たちが、ジェニファーの衣装が入っている山のようなトランクの積まれたカートを押して後に続く。

「ちょっと待って。挨あい拶さつしてくるわ」

　ジェニファーが言って踵きびすを返し、オレの方に駆かけ寄って来る。

　……もしかして母親ぶった言葉とか言うのかな？　だったらちょっと薄うす気き味み悪わるいけど……。

「……劉とばっかりベタベタして、まるでホモみたいよ！」

　彼女は劉と別行動になったのが悔くやしいらしく、オレの耳元で嫌いやみたらしく囁ささやき、踵を返す。そしてミニスカートが破けそうなほどの大おお股またで歩いて、親父と腕うでを組む。

　……彼女らしいや。

　オレは思わず笑ってしまいながら、心配そうに振り返る親父に手を振って見せる。チラリと振り返って歯をむき出したジェニファーに向かって、思い切り舌を出してやる。

「父親を独どく占せんされるのが悔しいのですか？　まるで小学生のようだ」

　可笑おかしそうに言われた劉の言葉に、オレは隣となりにいる劉を見上げる。

「彼女が何を言ったのか聞こえなかったのか？　悔しがってるのはあの女のほうだし！……おまえ、ファミリーの中では切れ者とか言われてるけど、実はめちゃくちゃ鈍にぶいよ」

「何のことですか？」

　平然と聞き返してくる彼の様子に、オレはため息をつきながら頭を振ってみせる。

　……あの女は親父なんかよりおまえに夢中で、嫉しつ妬とされてるのは、おまえと一いつ緒しよにいられるオレのほうなんだよ！
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　そしてオレと劉は大人数の護衛に取り囲まれながら上シヤン海ハイ浦プー東ドン国際空港に降り立った。

　劉は、オレを護まもるように背中に手を回す。

「私のマンションへは、一応リムジンで向かいます。ですが、途中で護衛と別れながら、目立たないように何度か車を乗り換かえましょう。私の住居は楊大人と幹部以外の誰にも知られていませんので、安心できるはずです。信頼のできる幹部を呼び寄せておきますので」

「わかった」

　オレは言いながらもかなり驚いていた。彼が自分の住んでいる場所を絶対に教えてくれないのを、オレはただのイジワルだと思っていた。だけど、そうじゃなかったのか。それに……。

「もしかして、引っ越したばかりとか？」

「いいえ。上海に来てからずっと同じ部屋に住んでいますが？」

「でも今、『誰にも知られていませんので』って言い切ったよな」

　オレは、リムジンの向かい側に座った彼の顔を見つめながら言う。

「ってことは、家に帰る時には必ず、尾び行こうがないことを確かく認にんしていたってことか」

　オレの言葉に、彼は驚おどろいたようにチラリと眉を上げてみせる。それから、

「子供だと思って油断していると、あなたは時々とても鋭するどい」

　チラリと笑って言う。

「もちろん確認していました。尾行されたことは一度もない」

「毎日そんなに用心するなんて。まるで、どっかの組織のスパイか何かみたいだよな」

　オレが言うと、彼は表情を変えないまま小さく肩かたをすくめる。

「私はいちおう楊幇の幹部。対たい抗こうするマフィアに寝ね込こみを襲おそわれるのはごめんですから。……私はとても気が小さいんです」

　平然と言われた言葉に、オレは、噓うそつけ、と心の中で反論する。オレを助けた時の劉は圧あつ倒とう的に強かった。さらにあの時の彼はまるで鬼き神しんのような迫はく力りよくがあった。

　……気の小さいマフィアというよりは、どっかの組織のスパイと言われたほうがずっとしっくりくるってば。

　オレは思いながら窓の外に目をやる。

　リムジンは、莫モオ千ガン山シヤン路ルーをゆっくりと走っていた。この周辺はもともと大きな工場があった場所だけど、それが廃はい業ぎようした数年前から中国人芸術家のアトリエやそれを扱あつかうギャラリーが集まり始めた。観光客にはあまり知られていないけれど、上海市内でも有数のお洒しや落れなエリアだ。

　リムジンは古びたレンガ造りの建物の前でゆっくりと停車する。オレは劉にエスコートされながらリムジンを降りる。護衛は後ろの車に待機したままだ。

「お待ちしておりました」

　マオカラーのシャツを着た端たん整せいな顔の男性が、建物の前でオレと劉を出で迎むかえてくれた。

「蘇スウ河ホー画ホアー廊ランのオーナー、葉イエと申します。お見知りおきを」

　彼が言って、大きな金属製のドアを開く。そこにはいきなり美術館みたいに広い空間が広がっていて、オレは驚いてしまう。

「……すごい、お洒落……」

　思わず言うと、葉というらしいその端整な顔の男性が、嬉しそうににっこりと笑って説明をしてくれる。

「ありがとうございます。この近辺にアトリエを持つ新進アーティストたちの作品ですよ」

　計算された角度でスポットライトが当てられた白い壁かべには、いかにも現代アートって言葉が似合いそうな作品が並んでいる。シンプルだけど美術音おん痴ちのオレから見ても都会的ですごくお洒落だ。

「へえ……上海にもこういう文化があるんだなあ。なかなか触ふれる機会がないから……」

　オレは思わず感心してしまい……それから劉の視線に気づいて我に返る。

「どうしてオレをここに連れてきたんだよ？　まさかこんな深夜に美術鑑かん賞しようの授業？」

「あなたにはそういう授業も必要でしたね。今度また取り入れましょう」

　劉は言って、うながすようにオレの背中に手を回す。

「今はほかの目的がありますが」

「今度また、ぜひいらしてくださいね。……こちらへ」

　葉が言って、ひと気のない広々とした画廊の中を歩きだす。奥にある小さなドアを開けて事務室らしい部屋を通り抜け、さらに向こう側に続くドアを開く。いくつかのドアを通りながらこの建物の大きさにしては長すぎる通路を歩き、突つき当たりの古びた木のドアを開く。

　ドアの外は小さな路地で、そこには黒のポルシェ・ボクスターが停とまっていた。

「もしかしてこれ、おまえの車？　本物のポルシェ？」

　この上海ではなかなか手に入らない車種に、オレは驚いてしまう。彼はポケットから鍵かぎを取り出してロックを解除し、助手席側のドアを開く。

「いちおう本物だと思いますよ。香港に住む知り合いから安く譲ゆずり受けた物です。派手なので、この上海ではあまり乗る機会はありませんが」

　どうぞ、と言われてオレはドキドキしながら助手席に滑すべり込む。レーシング仕様らしいシートが身体からだをしっかりホールドして気持ちがいい。

「こんな車を安く譲ってくれるなんていい人だな」

　オレは、総そう革かわ張ばりの豪ごう華かなインテリアを持つ車内を見み渡わたしながら、運転席に滑り込んできた劉に言う。

「地味な車の方が動きやすいのですが……ただスピードは出るのでそこは評価しています」

　劉は言って、慣れた仕草でキーを回してエンジンをかける。低いエンジン音にオレの鼓こ動どうがますます速くなる。車は滑なめらかに走りだし、路地から大通りに出る。

「すごい。ポルシェなんて乗るのは初めてだ」

「いつもリムジンに乗っているじゃないですか」

「だけどオレ、リムジン以外は地下鉄にだってバスにだって乗ったことないんだぜ？」

　オレが言うと、彼は運転しながら微かすかにつらそうな顔をする。

「可哀かわい相そうだとは思いますが……警護の問題がありますから」

「わかってるよ。だからたまには、これでドライブに連れていってくれよ」

　オレが言うと、彼は苦く笑しようして、

「わかりました。少し同情した私が馬ば鹿かだった」

　彼は話しながらも巧たくみに車を運転している。運転が荒あらく、事故も多いこの上海でこんなふうにスマートに運転ができるというのは、とんでもないテクニックの持ち主ということだろう。

「どこに行くんだよ？」

「悪い者がついてこないように、念のために」

　彼は言いながらアクセルを踏ふみ、だんだん車のスピードを上げていく。まるでレーシングカーのドライバーみたいに冷静で巧みにハンドルを操あやつり、車の間をジグザグに縫ぬって走る。

　……怖こわいけど、面おも白しろい……！　>>>♥

「とりあえず追っ手はいないようですね」

　劉が言って車のスピードを落とす。そこから別の道に入ってＵターンをし、今度は上海市内に向かって走りだす。

「なんか慣れてるっぽいけど、こういうのしょっちゅうやってるのか？」

　オレが聞くと、劉は小さく笑って言う。

「ええ。実はスパイ映画が大好きなんですよ」

　……信じられない。なんだかますます怪あやしいぞ。
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　……劉の部屋ってどんなところだろう？　狭せまいって言ってたから部屋が一つしかないとか？

　最近は郊こう外がいにマンションが建ち始めたとはいえ、目が飛び出るような価格がつけられていて庶しよ民みんにはとても手が届かない。普ふ通つうの上海市民の住宅事情は、香港並みにひどい。ワンルームに大家族が詰つまって暮らしていたりなんて日常茶さ飯はん事じだ。

　オレは、古びた内装と、小さなベッドがあるだけの狭い部屋を想像する。テーブルには飲みかけのコーヒーカップ、シーツは朝起きた時のまま乱れていたりして。

　……っていうか、なんでこんなにドキドキしてるんだろう、オレ？

　……でも、こんな完かん璧ぺきなハンサムが、狭くて古い部屋に住んでいたとしたら、そのギャップがちょっとたまらないっていうか。

「着きました」

　彼の言葉にオレは目を上げる。そして……目の前にある建物を見て一いつ瞬しゆん言葉を失う。

「ちょっと待て。古くて狭い、ワンルームのマンションに住んでるんじゃないのかよ？」

　目の前にそびえ立っているのは、ガラス張りのお洒落な外観で、上海の夜景に華を添そえている場所だけど……。

「ここって人が住めるの？　それとも冗じよう談だんなのか？」

「一いつ般ぱんには秘密にされていますが、上階には高度なセキュリティーを誇ほこる分ぶん譲じようマンションが入っています。大だい富ふ豪ごうの別べつ荘そうや政治家のお忍しのびの住居として使われているようです」

　劉は言いながら、ビルの手前にあるセキュリティーゲートに車を通す。警備員が出てきて彼に挨あい拶さつをし、彼は挨拶を返して慣れた様子で車を地下駐ちゆう車しや場に入れる。上海では外国車がとても高く、郊外のマンションと同じで、庶民にはまさに高たか嶺ねの花。町中でもほとんど見かけることがない。なのにここの駐車場には恐おそろしいほどの高級車ばかりが並んでいる。

　オレたちは車を降り、エレベーターに向かって歩く。何人もの警備員が歩き回り、たくさんの防犯カメラが設置されていて……いかにもセキュリティーがしっかりしていそうだ。

「このエレベーターは居住者専用のもので、フロントの人間に案内をさせるか、カードキーがないと使えません。後ほどフロントに言ってあなたの分を届けさせます」

　彼は上行きのボタンを押しながら言う。すぐにエレベーターが到とう着ちやくし、彼は読み取り機にカードをかざしてから階数ボタンを押す。

　……最上階だ……。

　オレは彼が押したボタンを見ながら、呆ぼう然ぜんとする。

　……本当に、いったい何者なんだ、この男は……？

　エレベーターが最上階に到着し、ドアが開く。そこは黒い大理石の床ゆかを持つ広々としたエレベーターホールだった。そこから廊ろう下かを歩き、奥の方に向かう。途と中ちゆうでいくつかドアがあったけれど、ドアとドアの間かん隔かくはとても広く……一部屋がどれほど広大なのかを物語っていた。

「お帰りなさい！　ご無事で何よりです！」

　一番奥の部屋の前には曇くもりガラスのドアがあった。劉がカードキーを使ってそこを開けると、中は小さなロビースペースになっていた。一人用のソファがいくつも並んでいて、そこには見覚えのある幹部たちが勢せい揃ぞろいしていた。

「私たちが交こう替たいで二十四時間態勢で警護します。どうかご安心なさってください」

　鄭兄弟までが警護に加わってくれていることに、オレはホッとする。

「ありがとう、安心だよ」

「すまないな。頼たのむ」

　劉が言って、サイドテーブルの上の電話を指さす。

「フロントに繫つながっていて、ルームサービスも頼める。このロビーは私の部屋専用なので好きに使ってくれてかまわない」

「ありがとうございます、こんなに豪華な警護でいいんでしょうか？」

　鄭兄弟の弟が言い、ほかのメンバーが笑っている。劉はカードキーを使って両開きのドアの鍵をあけ、ドアを開く。

「どうぞ」

　言ってドアを押さえ、オレのために道をあけてくれる。

「お邪じや魔まします」

　オレは想像との差に呆然としながら、恐る恐る広い玄げん関かんホールに足を踏み入れる。背後でドアが閉まる音がして、思わずギクリと震ふるえてしまう。

「こちらへ」

　彼はオレの脇わきを通り抜ぬけ、先に立って廊下を歩き始める。

「廊下の途中にあるのは、使っていない使用人用の居室とウオーキングクローゼット。予備のバスルーム。広いバスルームは寝しん室しつから繫がっています」

「じゃあオレ、使用人用の部屋に泊とめてもらうから……」

「却きやつ下かです。次期首領をそんなところに泊めるわけにはいきませんし、第一、予備のベッドは置いていません」

　その言葉にオレはドキリと心臓が跳はね上がるのを感じる。

「予備のベッドがない？　ってことは……？」

「ベッドはキングサイズですから狭くはないでしょう」

　彼の言葉に、頰ほおが熱くなるのを感じる。

「ちょっと待て。おまえと一つのベッドに寝ねるのかよ？」

「何か不都合でも？　男同士ですよ？」

　クールな顔で見下ろされて、オレは動どう揺ようした自分がちょっと恥はずかしくなる。

「いや、全然。おまえの寝相が悪くなければ問題ないよ」

「寝相は悪くないと思います。問題はないですね」

　彼は言いながら、正面にある大きな扉とびらを開く。

「ここがリビングです」

　そこに足を踏み入れたオレは、呆然と声を上げる。

「……ものすごい」

　リビングは二階層吹き抜けの広々とした空間だった。黒い石が貼はられた床に並んでいるのは中国アンティークらしい飴あめ色いろの家具。現代風の内装とあいまってシノワズリな感じがすごくお洒しや落れだ。

　そして。部屋の向こう側の壁かべは一面がガラス張りだった。窓の向こうに広がっているのは、まさに上海、という感じの夜景だった。

　上海外灘を隔へだてて正面、ひときわ高くそびえているのは、特とく徴ちよう的な丸い展望室を持つちょっとＳＦっぽい東ドン方フアン明ミン珠ジユー塔ター。

　近代的な外観を誇る地上八十八階の高層ビル、金ジン茂マオ大ダー廈シヤー。

　そしててっぺんに蓮はすの花が咲さいたように見える特徴的なデザインのバンドセンター。

　外灘を縁ふち取どるようにして煌きらめく浜ビン江ジアン大ダー道ダオの明かり。

　香港をはじめとする大都市のネオンとは少し違ちがう、オレンジ色を帯びたレトロな夜景は、この上海が魔ま都とと言われた頃ころの空気を少しだけ残している気がする。

「こんな超ちよう一等地に住んでるなんて。うちのファミリーの幹部ってそんなに給料たくさんもらってるのか？」

　オレの不ぶ躾しつけな質問に、彼は小さく笑う。

「ここは、香港時代にお世話になっていた人の持ち物です」

「もしかしてポルシェと一いつ緒しよの？」

「ええ、まあ」

　……考えれば考えるほど、謎なぞだ。実は香港の大富豪の未亡人に囲われてる、なんてことないよな？

　オレは想像してみるけれど、クールな劉がそんなことをできるとはとても思えない。

「ほかの部屋にもご案内します」

　劉が言ってリビングを横切り、大きなドアを開いて中に入る。オレが続いて中に入ると、彼が壁かべ際ぎわに置いてあったフロアランプのスイッチを入れる。

　照らし出された光景に、オレは思わず息を吞のむ。

　リビングと同じ上海外灘の夜景が見み渡わたせる大きな窓。黒い大理石の張られた広い部屋。窓際には一人掛けのソファが向かい合い、部屋の真ん中には、アンティークらしい重じゆう厚こうな天てん蓋がいつきのベッドが置かれている。

「オレの部屋にも天蓋つきのベッドがあるけど、こっちの方がずっと広い。うわ、いい感じ！　寝ね心ごこ地ちよさそう！」

　オレはベッドに座って上半身を倒たおし……そして自分が子供のような真似まねをしていることに気づいて慌あわてて起きあがる。

「コホン、ほかには？」

「あのドアの奥がバスルーム。ジャクジーもありますので自由に使ってください」

「なんだか憧あこがれていた生活そのものって感じだ。ここに住むの、楽しみ」

　オレは趣しゆ味みのいい部屋に見とれながら呟つぶやく。彼は唇くちびるに笑えみを浮うかべて言う。

「歓かん迎げいします。私の部屋にようこそ」

　……ああ、鼓こ動どうが速くなるのはなぜなんだろう？




　　　　◆




「うん、用事は鄭達が済ませてくれるし、不便はないってば。ここの暮らしにもすっかり慣れたしね」

　彼のベッドルーム。パジャマ姿で一人掛け用のソファに座ったオレは、携けい帯たい電話の送話口に向かって話す。電話の相手は、ジェニファーを連れてロスアンゼルスから戻もどってきた親おや父じだ。屋や敷しきのセキュリティーの強化工事も済んだし、そろそろ仕事がたまっているから、ということで今日の夕方から屋敷に戻っている。

「今日もまた、劉に株について叩たたき込まれてたんだ。オレ、株の才能あるのかも」

　あの脅きよう迫はく事件から一週間が過ぎた。オレはあのまま劉の部屋から一歩も出ずに過ごしたけれど……不思議なことに少しも退たい屈くつはしなかった。

　オレは劉の書しよ斎さいで株の取引の仕方や世界の政治経済、そして歴史や音楽についての知識を叩き込まれていた。劉が厳しいのは前からで慣れっこだし、今までみたいに昼間だけじゃないから勉強もかなり進んで、なんだかやりがいを感じている。

『私とジェニファーも帰っていることだし、おまえもそろそろ屋敷に戻ったらどうかな？　ロスアンゼルスでいろいろとお土産みやげも買ってきたことだし……』

　その言葉に、オレはなぜかドキリとする。

「え？　ええと……」

　オレも最初は、セキュリティーの工事が終わり次し第だい、屋敷に戻ろうと思っていた。きっと劉の部屋にいるのは気き詰づまりになるだろうって。

　……でも……。

　オレは受話器を構えたまま、劉の部屋を見回してみる。

　綺き麗れいな夜景、使い心地のいい風呂ふろ、完かん璧ぺきに片付けられた居心地のいい部屋、そして……部屋の中に微かすかに漂ただよう劉のコロンの香かおり。

　……まだ、帰りたくない……。

　オレは不思議なほど強い気持ちで思ってしまい、それから自分で驚おどろく。

　……たしかにこの部屋はすごく素す敵てきだ。だけどあんな堅かた物ぶつの劉がいるのにこんなに強くここにいたいと思うなんて……。

『龍星？　どうする？　明日にでも戻ってくるかな？』

　受話口から聞こえていた親父の声に、オレはハッと我に返る。

「あ、ええと……勉強が途と中ちゆうだし、もうちょっとここにいてもいいかなあって……」

『本当か？　せめて顔を見るくらい……』

　親父があからさまにがっかりした声を出し、オレは小さく笑ってしまう。

「わかった。お土産をもらいたいし、二人の顔も見たいし、明日、夕方くらいに顔を出すよ」

『シェフの李リにおまえの好きなディナーを作らせよう。何時くらいになりそうかな？』

「とりあえず、昼くらいに一度電話する。……そろそろ寝るから切るよ。お休みなさい」

　オレは言って電話を切る。そして窓の外に広がる夜景を見ながらうっとりとため息をつく。

　……やっぱり、まだあともうちょっとここにいたいんだけど……。

　劉との同居は、本当に心地よかった。彼はとても器用で、ものすごく美味おいしいイタリアンを作ってくれたり、いいオーディオでオペラを聴きいたり、ワインや古い本をコレクションしていたりする。いちおう彼は楊幇の幹部でもあるし、こういうのもおかしくはないんだけど……劉は無骨なイメージの男だったからオレはあまりの意外さに驚かされていた。

　部屋の趣味のよさ、さりげないリッチさだけでなく、オレはその空間に完璧に溶とけ込んで自然にしている劉の様子に圧あつ倒とうされていた。

　……本当に不思議な男だよな。

　オレは、最初に出会った時からずっと劉のことをどこか不思議な男だと思っていた。オレの父親は「劉は香港の貧しい家の出身だ」と前に言っていたけれど、オレはなぜかそれが信じられなかったんだ。

　劉は完璧なマナーを身につけているし、どんな豪ごう華かな場所にいても少しも物もの怖おじしない。何よりも優ゆう雅がだ。もしかしたら後から身につけたものなのかもしれないけれど……。

「終わりましたか？」

　ベッドの中で本を読んでいた劉が、本を閉じながら言う。

「うん。……ええと、そういえばおまえの許可ももらわないで滞たい在ざいを延ばしちゃった」

　オレが恐おそる恐る言うと、劉は肩かたをすくめて、

「あなたのワガママには慣れています。好きなだけいてくださっていいですよ」

　彼の言葉に、オレはなぜか不思議なほどホッとする。

　……だから、なんでこんな気持ちになってるんだ、オレ？

　劉はいつもはコンタクトをしているみたいで、お風呂の後、寝ねる前にだけ眼鏡めがねをかける。眼鏡をした彼はめちゃくちゃセクシーで、意味もなくオレの鼓動が速くなってしまう。

「明日は株の取引の実じつ践せんです。覚かく悟ごしてください」

　彼は眼鏡を外してそれをサイドテーブルに置き、羽はね布ぶ団とんの端はしをめくる。ここにおいで、というような仕草に、オレの鼓動がさらに激しくなる。

「わかった。そういうの、幹部になったら必要なことだもんね。頑がん張ばるよ」

　オレは言ってベッドに入る。彼がベッドサイドのライトを消し、部屋が暗くら闇やみに包まれる。

　オレは彼に背を向け……なぜか、鼓動がどんどん速くなるのを感じる。

　……あれ？　どうしたんだ、オレ……？

　部屋にいる時の彼は、不思議なほど優やさしくて面めん倒どう見みがよかった。そして一つしかないベッドの中では、オレを護まもるかのように……。

「おやすみなさい」

「……っ」

　低い美声で囁ささやかれて、オレは声を出さないように唇を嚙かむ。

　……だって、今夜に限って彼の声は気が遠くなりそうにセクシーで……。

「……お、おやすみ」

　オレは、おまえのことなんかなんとも思ってない、というように平然と答えようとする……けれど、やっぱり語ご尾びがかすれてしまう。

　そして。今夜の彼は、なぜかオレを抱き締めて眠ねむった。彼があまりにも深く眠っているので、オレはその腕の中から逃げられずにいる。本当は、「どうしてこんなことをするんだ」とか「重いから離はなせ」とか言って逃げ出したいのに。

　……もしかして、オレが怯おびえていると思ってるんだろうか？　だから無意識に慰なぐさめようとしてこんなふうに強く抱き締めてくるんだろうか？

　もしかしてそれは究極の子供扱あつかいかもしれない。だからオレは怒おこったり嫌いやがったりしていいんだろうけど……でも、オレはなぜか彼の腕うでが嫌じゃなくて……。

　……っていうか、逆にこのあったかさが妙みように心地いいっていうか……。

　オレは今まで、チャイニーズマフィアの一員になるということを軽く考えていた気がする。脅迫事件が起きて、やっと少しだけ自覚したのかもしれない。心の奥からジワリと黒い影かげのような恐きよう怖ふが湧わき上がる瞬しゆん間かんがある。本当にこれでいいんだろうか？　という迷いが。

　……でも、彼の腕の中にいるとそれを少しだけ忘れられる。

　彼の寝ね息いきが耳元で聞こえる。シルクのパジャマ越ごしの体温が、とても高い。

　……それにしても……。

　オレはふとあることに気づいてドキリとする。

　……なんで今夜はこんなにドキドキするんだ？

　彼の腕の中で、オレは自分の身体からだがどうしようもなく熱くなるのに気づいていた。

　……男同士なんだから密着したってなんでもないはず……なのに、身体が……？

　ジェニファーが言った「まるでホモみたいよ！」という言葉が、ふいに頭をよぎる。

　……ちょっと待て、オレがホモのわけがないだろっ！

　自分で自分に言い聞かせるけれど……オレの足の間の部分が、熱を持ったように熱い。それだけじゃなくて何かを求めるようにジワリと勃ぼつ起きしてくるのが解わかる。

　……別に劉に抱き締められているからこうなるんじゃないぞ！

　……オレはホモじゃなくて、ただの健全な男子だ！　一人エッチをしばらくしなかったから、ちょっと溜たまってるだけだ！

　心の中で叫さけぶけれど、オレの屹きつ立りつは、困ったことにどんどん硬かたくなってくる。

　本当なら劉の腕を振ふり解ほどいてバスルームに走りたいところだったけど、そんなことをしたら彼を起こしてしまう。彼が起きている時に一人エッチなんて、やっぱりやりづらいし。

　……ああ、今日に限ってどうしてこんなふうに……？

　身体の中に、欲望の熱が荒あれ狂くるうみたいだ。オレは、なんとかして静めようとしていろいろなことを考え……でも、どうしてもダメだ、と覚悟を決める。

　……チクショ、出さないともう我が慢まんできない……！

　彼に後ろから抱き締められたまま、手を自分の身体に滑すべらせる。パジャマの上から恐る恐る触ふれてみると、オレの欲望はもうカチカチに硬くなって、布をきつく押し上げ、存在を主張していた。オレは窮きゆう屈くつなパジャマと下着をそっとずらして、屹立に触れてみる。

「……ふ……っ」

　指先がほんのちょっと側面に触れただけで、全身にビクビクッと震ふるえが走る。オレは声を上げてしまわないように慌あわてて唇くちびるを嚙む。

　……ああ……オレ、どっかおかしくなっちゃったんだろうか？

　オレは両手で屹立を握にぎりながら、なんだか泣きそうな気分になる。

「……う……っ」

　自分の指が直じかに触れる感かん触しよくに、また身体が震えてしまう。

　……こんなイジワル男の腕の中で、なんでこんなにめちゃくちゃに感じてるんだよ？

　身体に回っているのは逞たくましい腕。背中に押し当てられているのは筋肉質の身体。そして鼻び腔こうをくすぐるのは彼の芳かぐわしい香かおり。

「……ん、く……っ」

　オレは我を忘れて自分を扱しごき上げる。自じ慰いなんて、溜まったら扱いて出すだけの行こう為いだと思っていた。たいして気持ちがいいとも思ったこともない。なのに……。

　……気持ちいい……どうしよう、なんで今夜に限ってこんなにすごいんだろう……？

　激しい快感に震えてしまったオレは……後ろからいきなり手を摑つかまれてとても驚く。

「私のベッドで何をしているんですか？」

　冷静な声で聞かれ、オレは驚おどろきに硬こう直ちよくし、死にたいほど恥はずかしくなる。

「……あ……っ」

　彼の指がオレの指先に触れている。そこが先走りでヌルヌルになっていることにも気づかれてしまっているだろう。

　……ああ、自慰をしていたことがこいつにバレちゃうなんて……！

「こんなところでして、悪かったよ！」

　オレは泣きそうになりながら叫ぶ。

「でもオレだってやらなきゃ溜まる！　本当はトイレかどこかでしたかったけど、おまえが後ろからぎゅうぎゅう抱き締めてるから、ベッドを降りられなくて……」

「ああ……失礼しました」

　彼が言い、オレの手を離してくれる。オレは真っ赤になりながらベッドから逃にげようとして……なぜかさらに強く抱き締められてしまう。

「え？」

　彼の右手が身体の上を滑すべり、オレの屹立をいきなりその手のひらに握り込む。

「……くうッ！」

　驚くほどの快感が身体を走り、オレは思わず息を吞のむ。驚いて萎なえかけていた屹立は、彼の手の感触だけで反り返ってしまう。

「誰だれかに触れさせたことは？」

　後ろから耳元で囁かれて、オレは気が遠くなりそうだ。彼の息は甘く、あたたかく、その声は低くて、ものすごい美声で……。

「そんなこと言えるわけ……アッ！」

　彼の指がオレの屹立をキュッと握り締め、オレは声を上げてしまう。

「私が来る前、夜の街で毎晩遊んでいたのだと言っていましたね。誰かを抱いたこと、もしくは抱かれたことは？」

　彼の手のひらの皮ひ膚ふはとても滑なめらかで、屹立が蕩とろけてしまいそうなほど熱い。彼の指の一本一本の感触までをリアルに感じて、オレの鼓こ動どうがますます速くなる。

「……あ、離せよ……」

「質問に答えなさい」

　囁きながら側面をキュッと扱き上げられる。彼の手のひらがヌルッと滑り、オレは自分が溢あふれるほどに先走りの蜜みつを漏もらしてしまっていたことを知る。

「……んんー……っ」

　オレは呻うめき、彼の手を両手で摑む。その手を引き剝はがし、ベッドを降りなきゃ、と思うのに……指に力が入らず、どうしてもそれができない。

「答えなさい。こうして他人に触れられるのは初めてですか？」

　耳元で囁ささやく、甘い甘い美声。オレの理性までもがトロトロに蕩けてしまいそうだ。

「……初めてに……決まってるだろ……っ」

　強がりたいのに、オレの唇から本当のことが漏れてしまう。

「そうですか。それならよかった」

　彼が小さくため息をつきながら囁く。

　……もしかしてこいつ、オレが本当に遊びまくりだったんじゃないかって、心配してくれてたんだろうか？

　思ったらなんだかちょっとだけ胸が熱くなる……けど、それどころじゃない。

「わかったら離せ。オレ、自分で……」

「何も考えず、目を閉じて、私の手だけを感じてください」

　彼がオレの言葉を遮さえぎって言う。彼の左手が、オレの目の上にそっと被かぶさってくる。

「……え？　あ……っ」

　視界が遮られると、それだけで身体の感覚が鋭えい敏びんになってくるみたいだ。彼の体温や、芳しいコロンの香りや、そして屹立を握っているその手の熱さまでをますますリアルに感じてしまって……。

「……やめ……っ」

「おとなしくしてください。このままではつらいはずだ」

　耳元で囁かれたその声が信じられないほど甘く聞こえて、オレの身体からだが甘く痺しびれ……。　>>>♥

「……あっ！」

　彼の右手が、クチュン、と音を立ててゆっくりと上下する。側面を優やさしく扱かれる感触は、腰こしからトロトロに蕩けてしまいそうなほどに気持ちがいい。

「……く、ううっ」

　オレの背中がキュッと反り返り、全身に震えが走る。

「……ああっ」

　動いた拍ひよう子し、彼の手のひらに屹立を押し付けるような形になってしまったことに気づき、オレは一人で真っ赤になる。

「なんて恥ずかしい人だ。おねだりですか？」

　耳元で囁かれて、オレは恥ずかしくて泣きそうになる。

「違ちがう、そんなことをするわけが……っ」

　目を覆おおっていた彼の手が滑り、オレの唇に触れてくる。愛あい撫ぶするように唇の表面を撫なでながら、同時に屹立をキュッと扱かれて、オレはあまりの快感にまた喘あえいでしまう。

「……く、はあ……っ」

　開いてしまったオレの口に、彼の指先がゆっくりと進入してくる。

「……う、うう……っ！」

　人差し指の先で舌を撫でられ、そこからくすぐったいような快感が走る。

「……ん、く……っ」

　力の抜ぬけたオレの口に、さらに中指が滑すべり込んでくる。何するんだ、と抗こう議ぎしたいけれど、その指をさらに奥に入れられると、オレの身体がなぜか震えてしまう。

「……う、くう……っ」

　彼の指が、まるで愛撫するかのように口こう腔こうを探さぐる。同時に屹きつ立りつを扱き上げられて……。

「……ンンッ！」

　オレはほんの数回擦こすられただけで、白はく濁だくを噴ふき上げてしまう。

「アア、ンッ」

　オレは気が遠くなりそうな快感に陶とう然ぜんとし……自分がとてもいやらしい声を上げてしまったことに気づいて真っ赤になる。

「……は、離はなせよっ」

「本当にもう満足しましたか？」

　彼がオレの屹立を握り締しめたままで囁いてくる。

「まだこんなに硬かたいですが」

　キュッと扱き上げられて……。

「ンンーッ！」

　オレは思わずまたいやらしい声を上げてしまう。

「やはり、まだ足りないみたいですね」

　彼は今までとは別人みたいなセクシーな声で囁き、オレをさらに愛撫する。蜜でヌルヌルの屹立を愛撫されるのは目が眩くらみそうなほど気持ちよくて……。

「……ああ、ダメだ、劉……！」

「どうしてダメなんですか？」

　彼がオレの屹立を焦じらすように撫でながら囁いてくる。

「こんなにたくさん、蜜を垂らしているくせに」

　親指で先せん端たんをヌルリと撫でられて、オレの腰がビクンと跳はね上がる。

「……くうっ！　また……」

「また、なんですか？」

　彼が後ろから囁いてくる。オレの耳たぶに、あたたかくて柔やわらかい感かん触しよくが微かすかに触ふれる。

　……これ、劉の唇くちびる……？

「また、イク……アアッ！」

　思った途と端たん、オレの全身に蕩けそうな快感が走った。我が慢まんする余よ裕ゆうもなく、オレはビュクッと白濁を噴ふき上げてしまう。

「……くう、ああ……っ」

　ベッドの端はしギリギリの場所に横向きになっているせいで、オレが放った欲望の蜜は弧こを描えがき、ベッドの下の石の床ゆかに落ちる。パタパタ、という水音がものすごく恥はずかしい。

「さっきあんなに放ったくせに」

　彼の左手が、快楽の余よ韻いんに震ふるえるオレの身体を引き寄せる。

「またイッてしまうなんて」

　彼の指が、薄うすいパジャマ越ごしにオレの胸を包み込んでいる。

「……く、ふ……！」

　さらに強く抱だき寄せられ、いつのまにか尖とがってしまっていた乳ち首くびを彼の指がかすめた。

「……あ、あ……っ！」

　そこからまた痺れるような快感が走り、オレは驚おどろいてしまう。

　……なんでだ？　女の子じゃあるまいし、どうしてこんなところが……？

「ダメだ、そこ……」

　オレは力の抜けてしまった手を動かし、胸の上にある彼の手を必死で摑つかむ。

「どうしてですか？　とても感じてしまうとか？」

　彼の指先が、今度は意図的にオレの乳首の先端を滑る。

「……く、ああ……っ」

「ああ、こんなに硬く尖らせている。乳首がとても感じるようですね」

　彼が言って乳首の上を指先でくすぐってくる。滑なめらかなシルクのパジャマ越しにそんなことをされるのは、まるでローションでも塗ぬり込まれているみたいに淫みだらな感触だ。

「……あ、あ、あ……っ」

「声が甘いですよ。楊幇の次期首領が、そんな淫らな声を出すなんて」

「ちが……ああっ！」

　その言葉にオレは思わず反論しようとするけれど……乳首の先端をキュッと摘つまみ上げられて、背中を反り返らせながら喘いでしまう。

「……んく……やめ……っ！」　>>>♥

　全身に痺れるような電流が走り、彼の手の中で、オレの屹立が反り返る。キュッと扱しごき上げられただけで、オレの先端に熱い快感が膨ふくれ上がり、スリットから熱い蜜みつが溢あふれる。

「もう反り返っている。しかもこんなにヌルヌルだ」

　彼の手が滑りを確かめるかのように、オレの屹立を強く扱く。

「……あっ、あっ、んんー……っ！」

　オレは何もかも忘れて、ドク、ドク、と蜜の残りを溢れさせてしまう。

「……くう、う……っ」

　蜜を塗りこめるようにして先端を愛撫されただけで、目の前が真っ白にスパークし……そしてオレは、そのまま深い眠ねむりに落ちたんだ。







　　　　劉暁鷹







「……あっ、あっ、んんー……っ！」

　彼は私の腕うでの中で激しく喘ぎ、苦しげに震えながら搾しぼり出すようにして蜜を溢れさせた。

　最初はトロリと濃こく、手のひらで受け止めきれずに滴したたるほどたっぷりとしていた彼の欲望の蜜。だが今はもう彼の限界が近いことを示すようにサラサラとして量もわずかだ。

「……くう、う……っ」

　濡ぬれた指で先端をなぞると、彼はビクリと身体を跳ねさせ……そしてふいに私の腕の中でカクリと力を失った。

「龍星様」

　耳元で名前を呼ぶが、彼は小さく呻うめいただけでもう答えない。さっきまでの速い呼吸が噓うそのように、規則正しい寝ね息いきが聞こえてくる。私は力無い彼の身体を引き寄せ、ベッドの中央に仰あお向むけに横たわらせる。

　パジャマのズボンとボクサーショーツは、彼の手で腿ももの半ばまで引き下ろされていた。滑らかな肌はだ、華きや奢しやな腰こし骨ぼねが、月明かりの中に露あらわになっている。トロトロに濡れた屹立は、彼の若さを示すかのようにまだ硬さを残して微かに震えている。

　……ああ……このまますべてを剝はぎ取ってしまいたい……。

　私の身体からだの中に、恐おそろしいほどに熱い欲望が湧わき上がってくる。

　……彼を貫つらぬき、その身体を最後まで奪うばってしまえたら……。

「……ン……」

　その欲望を感じ取ったかのように龍星が微かに呻き、その声に私はハッと我に返る。

　……そんなことが許されるわけがない。

　私はかぶりを振ふって、耳に残る彼の甘い喘あえぎを頭の中から追い出そうとする。

　そして手を伸のばし、彼のボクサーショーツとパジャマのズボンをそっと引き上げてやる。放たれた彼の蜜は、パジャマの上着もたっぷりと濡らしていた。ピンク色の小さな乳首が濡れた布を通して透すけていることに気づいて、その淫らさに私はまた震えるため息をつく。

　欲望を必死で抑おさえながらベッドサイドの椅い子すからバスローブを取り、彼の身体の上にかけてやる。

「……んん……」

　唇が微かに開き、そこから甘い吐と息いきが漏もれる。反り返った長い睫まつ毛げが、夢を見ているかのように微かに震えている。

　……乱暴な男に無理やり愛あい撫ぶされる夢でも見ているのだろうか？

　何かが突つき刺ささったかのように、心がズキリと痛んだ。

　……私は、なんてことをしてしまったのだろう？

　欲望と闘たたかうために連日眠れない夜を過ごしていた私は、今夜は知らずに深い眠りに引き込まれてしまっていた。彼を後ろから抱き締しめたのは意図的なものではなかった。眠りで理性が曇くもった途端、内なる願望がそうさせたのだろう。だが、まさか……。

　私は、気づいた時の衝しよう撃げきを思い出して震えるため息をつく。

　……まさか、彼が私の腕の中で自じ慰いを始めてしまうなんて。

　私は立ち上がり、ベッドルームを横切ってバスルームに入る。適温の湯でハンドタオルを何枚か濡らし、部屋に戻もどる。そしてベッドの脇わきに立って彼を見下ろす。

　月明かりの下、彼は不思議なほど安らかな顔をして眠っている。

　最初に会った一年前のあの日から、彼は少しずつ大人おとなになってきた。少年のようだった頰ほおは大人びて引き締まり、声に凜り々りしさが増し、そして内面は驚くほどに煌きらめきを増した。

　……だが、こんな顔をすると、まるであの日に戻ったかのようだ。

　私は彼の乱れた前まえ髪がみをそっと指先で直してやりながら、初めて出会ったあの日を思い出す。

　拉ら致ちされた時、彼はまだ高校生だった。制服を乱され、襲おそわれそうになりながらも彼は気き丈じように私を見上げてきた。

　整った小さな顔は屈くつ辱じよくに青ざめていたが、彼の目は怯おびえてはいなかった。激しい怒いかりを含ふくんで、見とれるほど強く煌めいていた。

　まるで野生の肉にく食しよく獣じゆうの子供のようだ、私はその時、強く思った。

　彼は美しいだけでなく、王者に相応ふさわしい強きよう靭じんな牙きばと爪つめを持っている。そしていつか、強大な権力を持つカリスマとなる、その予感に、私は胸が震える思いだった。

　私はそこにいた人間たちを倒たおし、そして彼を救った。彼は感謝の眼まな差ざしで私を見上げてきたが、それは私の胸を激しく痛ませただけだった。

　今から思えば、私は彼を見た瞬しゆん間かんに激しい恋こいに堕おちていた。彼を救ったのは任務のためではなく……きっといつか自分のものにするためだったのだ。

　……そんなことが許されるわけがないのに。

　私は深いため息をつき、彼の身体を被おおうバスローブをそっと持ち上げる。

　彼の身体に触ふれないように気をつけながら、重く湿しめって透けるパジャマのボタンを外す。パジャマを左右に開くと、金色に陽ひ灼やけした滑らかな上半身が現れる。その肌は、彼の放った蜜でしっとりと濡れている。彼の薄い珊さん瑚ご色の小さな乳ち首くびが誘さそうように尖り、蜜に濡れて艶なまめいていることに気づいて私は思わず目を閉じる。

　私の心が激しく痛むのは、首領の息子むすこである彼を抱き締め、気絶するまで愛撫してしまったことに対する罪悪感。だが、理由はそれだけではない。

　私は彼に、大きな噓をついている。

　彼の身体をそっと拭ふきながら、私はさらに激しくなる良心の激しい痛みに耐たえる。

　……もしも彼が私をまだ嫌けん悪おせずにいてくれるとする。そしてもちろんゼロに近い確率だと思うのだが、万が一、彼が私に好意を持ってくれたとする。だが……。

　私は自分の素す性じよう、そしてここにいる理由を思い出してため息をつく。

　……私たちは、絶対に結ばれることはできない運命なんだ。

　私が名乗っている『劉リユウ暁シヤ鷹オイン』という名前、香港の貧しい家で育ち、マフィアになったというプロフィール……それはすべて噓。パスポートも偽ぎ造ぞうされたものだ。

　私の本名は久く遠どお暁あき鷹たか。楊幇に潜せん入にゆうしているＩＣＰＯの捜そう査さ官だ。

　中国籍せきを名乗っているが、本当は日系アメリカ人。アメリカ人の軍人の父と日本人の母を持ち、アメリカでも有数の裕ゆう福ふくな家庭に育った。ハーヴァード大学を卒業してから空軍とペンタゴンを経へてＩＣＰＯに入り、香港支部に配属された。そこで上司となった華捜査官の手配で中国人としての新しい身分を手に入れ、楊幇の香港支部に潜入した。

　香港では、香港系組織の黎リー家が新しい首領を迎むかえてさらに権力を広げていた。新しい首領はＩＣＰＯとも繫つながっているらしく、中国本土までが彼の支配下に置かれれば微び妙みようなバランスを保ちながら平和が維い持じされるだろうと思われた。しかし最近中国本土で勢力を伸ばしているのが楊幇だった。楊はかなり非情な手を使い、しかも黎家が禁止している麻ま薬やくに手を出している。さらに。楊の一人息子である龍星は不思議なほどのカリスマ性を持ち、楊幇の構成員たちは命をささげてもいいと公言するほど龍星を慕したっている。そんな龍星がもうすぐ二十歳はたちを迎えて幹部になる。そうすれば楊幇は勢力をさらに伸ばすはずだった。楊の弱点を知り、情報を得るために私は楊幇に潜入したのだ。

　捜査官時代に養った用心深さのおかげか、私を疑った人間はおらず、私は凶きよう暴ぼうなチャイニーズマフィアの組織にしっかりと溶とけ込めたと思う。だが龍星は生来の頭の良さで私の不自然な部分をさりげなく見み抜ぬいた。『貧しい家に育ったとは思えない』『おまえはどこかの組織のスパイみたいだ』。龍星は私を指してそう言ったことがあるが……それは、私の真実を鋭するどく言い当てていたのだ。

　私はＩＣＰＯから流されるダミーの情報を楊に流し、それで楊の信しん頼らいを得た。そして本ほん拠きよ地ちである上海に来てファミリーの首領である楊の膝ひざ元もとで働くことになったのだが……しかしひょんなことからこの御おん曹ぞう司し・龍星の教育係にされてしまった。任務には絶好のポジションだが、龍星が私に向けてくる絶対的な信頼の眼差しはいつでも私の心を痛ませた。

　……しかも……。

　私は、拭き清めた彼の身体を毛布でくるんでやりながらため息をつく。

　……まさか、こんなことをしてしまうなんて。

　彼は不良を気取ってはいるが本当は正義感が強く、胸が痛くなるほどに純じゆん粋すいだ。私は自分がゲイかもしれないと思ったことなど一度もなかったのだが……彼に会った瞬間から、私の人生は大きく変わってしまったのだ。

　初めて触れた彼の身体は蕩とろけそうに滑なめらかで熱く、そしてその喘ぎは私の理性を吹ふき飛ばしそうに色っぽかった。さらに今。無心に眠ねむる彼の顔は本当に安らかで……私は胸が甘く疼うずくのを感じている。

　……私は、彼を愛してしまった。

　私は自分の出生を偽いつわり、捜査官であることを隠かくし、楊家をスパイしている人間だ。この裏切りを知ったら、龍星は私を絶対に許さないだろう。

　そして調査すべき対象である龍星にこんな感情を持つことは、私を信頼してこの任務を与あたえてくれた華捜査官のことも裏切っていることになる。これはプロの捜査官として許されざることだ。

　……この感情を持つ限り、私はもう破は滅めつするしかない。

　……だが私は、この感情をどうしても止めることができない。

「……ン……劉……」

　龍星が寝ねぼけた甘い声で言い、ゆっくりと瞬まばたきをする。ぼんやりとした顔で私を見つめ、それからふいに頰をバラ色に染める。

「……あ……」

　その顔がとても可愛かわいらしくて、私は思わず手を伸ばし、彼の髪かみをそっと撫なでる。漆しつ黒こくの髪は柔やわらかく艶つややかで、まるで高貴で美しい黒くろ猫ねこでも撫でているかのようだ。

「どうしました？」

「いや、ちょっと夢を見てて……そこにおまえが出てきたから……」

「どんな夢ですか？」

　私が聞くと彼はさらに頰を赤くする。いつも凜々しい彼のこんな様子はとても可愛らしく見える。私の胸に、甘苦しい愛いとおしさと、焼け付くようなつらい痛みが走る。

　……これ以上のめり込んではいけない。もう二度と、彼に手を触れてはいけない。

　私は自分に厳しく言い聞かせるが、潤うるんだように煌めく漆黒の瞳ひとみで見上げられただけで眩暈めまいを感じる。

「……おまえと……」

　彼は、私を見つめたままでかすれた声で言う。それから照れたように目をそらす。

「いや、やっぱりいい」

　私は我が慢まんができなくなり、彼の小さな顔を両手で包み込む。そっとこちらを向かせて、

「言ってください」

「……あ……」

　彼はさらに目を潤ませて私を見上げる。それから、

「夢の中でも、今みたいに両手でオレの顔を包んでた。それから……」

「それから？」

　彼はとても恥はずかしげに長い睫まつ毛げを瞬またたかせ、それから消え入りそうな声で囁ささやく。

「……キス……してくれた」

　彼のその言葉が、私の最後の理性を吹き飛ばす。私は彼の両りよう頰ほおを両手で包み込んだまま身を屈かがめ、その唇くちびるにそっと唇を重ねる。

「……あ……っ」

　彼は驚おどろいたように一いつ瞬しゆんだけ身をこわばらせるが、すぐに力を抜ぬく。そして私の腕うでにそっと自分の手を置く。

「……ん……」

　初めて触れる彼の唇は熱く、そして今にも蕩けてしまいそうなほどに柔らかい。

「……んん……」

　彼の甘い呻うめきが、私の内なる欲望を際限なくかき立てる。私は舌で彼の唇をそっと辿たどる。彼の身体からだが微かすかに震ふるえ、私の腕を握にぎる彼の指にキュッと力が入る。

　……いけない、これ以上は……。

　チュッと音を立てて二人の唇が離はなれる。

「……あ……どうしよう……オレ……」

　龍星の唇から、消え入りそうにかすれた囁きが漏もれた。

「どうしました？」

　私が聞くと、龍星は長い睫毛を震わせ、ゆっくりと目を開く。彼の漆黒の瞳は甘く潤んで、私の顔を間近に映し出す。龍星を見つめる自分は、本当に愛おしげで、しかし今にも死んでしまいそうなほど苦しげな表情を浮うかべている。

　……ああ、つらく、叶かなうことのない恋こいに堕おちた男の顔だ。

　私は思い、龍星に目を閉じてもらうためにそっと顔を近づける。

「……ん……」

　龍星は目を閉じて私のキスを受け、唇が離れた瞬間に甘い声で囁く。

「……オレ、どっかおかしくなっちゃったのかも」

「どういうことですか？」

「だって、オレの身体……また熱くなってきた……」

　……ああ……。

　私は目を閉じ、震えるため息をつく。

　……あなたの無む邪じや気きな誘ゆう惑わくは、私にとってはこれ以上ないほどの暴力だ。

「本当にいけない人だ」

　私は彼の身体をくるんでいた毛布を、そっと引き下ろす。彼の滑らかな肩かたと華きや奢しやな鎖さ骨こつが露あらわになり、私はそれだけで眩暈を覚える。

　……ああ、本気で奪うばってしまいそうだ……。

　彼は頰を染めて私を見上げ……それからハッとして自分の身体を見下ろす。

「うわ、スースーすると思ったら何も着てない！　オレのパジャマは？」

　言ってカアッと頰を赤くする。

「上も下も、あなたがヌルヌルにしてしまったではないですか。身体は拭ふかせていただきましたが、新しいパジャマを着せたら起こしてしまいそうだったので」

「……あ……」

　彼はさらに頰を赤くして、それから毛布を引き上げようとする。

「誘さそったのはあなたですよ。怖こわくなったのですか？」

「だって、おまえに裸はだかを見られるのは……オレ……」

　長い睫毛が恥ずかしげに瞬き、彼は私から目をそらす。染まった耳たぶの色っぽさが、私の理性をいきなり吹き飛ばす。

「うわっ！」

　私は彼の身体を覆おおう毛布を一気に剝はぎ取り、その身体の上にのしかかった。

「……やめ、劉……んんっ！」

　そして顔を下ろし、彼の柔らかな唇を深く奪う。

「……んん、んん……っ！」

　戸と惑まどって暴れる彼を押さえつけ、深いキスで抵てい抗こうの言葉を吸い取る。

「……んん、くふ……っ」

　舌を口こう腔こうに滑すべり込ませ、小さな濡ぬれた舌を舌で愛あい撫ぶする。それだけで震えてしまう感じやすい無む垢くな身体に、手のひらを滑らせる。

「……んんっ！」

　キスを奪いながら彼の剝むき出しの身体を手のひらで愛撫し、そしてその屹きつ立りつを握り込む。

「……く、ふ……っ！」

　魚のように、ビクン、と跳はね上がる身体を押さえつけ、唇を奪いながらその屹立を容よう赦しやなく扱しごき上げる。若い彼の身体はすぐに愛撫に反応し、先せん端たんからトロリとした先走りを漏らした。

「……ん、んんーっ！」

　彼はビクビクと震えながら、私の手の中に熱い精を迸ほとばしらせた。

「……あ……劉……すごい……」

　彼は甘えるように私の胸に額を擦こすりつけ、甘い甘いため息を漏らす。

　……ああ、無垢な彼の身体に、男から受ける愛撫を教えてしまった。

　私の心が、ズキリと激しく痛む。

　……許されるわけが、なかったのに……。







　　　　楊龍星







　劉の手で何度も何度もイカされた後。オレはそのまま深い眠ねむりに引きずり込まれた。

　目が覚めた時にはベッドルームは明るい陽光に照らされていた。オレは枕まくら元もとの時計を見て、もう昼近いことをたしかめる。

　……うわ、もう昼？　寝ね過すごした。親おや父じに電話しないと……。

　オレは呟つぶやいて欠伸あくびをし、それから劉がこちらに背を向け、窓のほうを向いて立っていることに気づく。

「……ああ、ああ……」

　声をかけようとしたオレは、彼が誰だれかと電話をしていることに気づく。

「……で、首領たちは無事なのか？」

　その言葉にオレは思わずガバッと身を起こす。その気配に気づいたのか、劉がオレの方を振ふり返る。劉は何か言おうとしたオレを手で制し、しばらく相づちを打ってから、

「わかった。龍星様は私が保護しておく。……え？」

　劉はきつく眉まゆをひそめながら、相手の言葉を聞く。それから厳しい声で、

「滅めつ多たなことを口にするんじゃない。上海に抗こう争そうを起こしたいのか？……ああ、何かあったら連れん絡らくしてくれ」

　言って電話を切る。そしてオレの顔を見つめて深刻な声で言う。

「楊家の屋や敷しきに、爆ばく発はつ物が届けられました。それが爆発したのだと」

「……えっ？」

　その言葉に、オレは愕がく然ぜんとする。

「ケガ人、とかは？」

「朱は外にいて無事だったようですが、動どう揺ようしています。現場は消防隊でごった返していて詳くわしい被ひ害がいはまだわからないようです。ともかくテレビを見てくれと」

　劉がテレビのリモコンを手に取り、電源をオンにする。

『楊家の前より中ちゆう継けいをしております。先ほど、救急車が門の中に入りました』

　テレビ画面に映るのは見慣れた景け色しき。門の外から撮とっているから屋敷の詳しい被害までは見えない。でも、たくさんの消防車が車寄せに並ぶ光景はとても非現実的だ。玄げん関かんのあたりから白い煙けむりが上がっていて、オレの心が不ふ吉きつな予感に締しめ上げられる。

「みんなを助けにいかなくちゃ！」

　思わず立ち上がろうとしたオレの腕を、劉がしっかりと握り締めて止める。

「すでに消防隊も救急車も到とう着ちやくしています。今から向かっても危険なだけです。まずは情報を集めなくては」

　親父や愛人のジェニファー、そしてほかの構成員たちの顔が、オレの脳のう裏りを次々によぎる。

「みんな……大だい丈じよう夫ぶなんだろうか？」

『続いて、ヘリからの映像です。あ、ケガ人が運び出される模様です！』

　テレビの画面に、上空からの景色が映される。車寄せに何人もの男たちが座って、救急隊の応急処置を受けている。小こ柄がらな人物がストレッチャーで運び出されてきたのを見て、オレは思わず声を上げる。

「これ、ジェニファーだ！　この派手なワンピース、見覚えがある！」

　ストレッチャーの上の人物はぐったりとしているように見える。続いて、建物の内部から救急隊員の手を借りて大おお柄がらな男が出てくる。

「親父だ！　こっちはなんとか歩いてるけど……」

　親父がジェニファーが乗せられた救急車に、一いつ緒しよに乗り込んでいくのが見える。

『今、楊幇の首領、楊龍宋の姿が見えました！　彼はどうやら軽傷のようですが、女性が一人、意識を失っている様子です！』

「クソ！」

　オレは叫さけんで、今度こそ立ち上がる。

「ジェニファーは、趣しゆ味みが悪くてイジワルで劉に色目を使ってばっかりで憎にくらしいけど……でも結構優やさしいところもあるんだ！」

　オレはきつく拳こぶしを握にぎり締める。

「オレ、犯人を絶対に許さない。こんなことをするのは、いったい誰なんだ？」

　オレは呟いて少し考え……それからハッとして劉を振り返る。

「さっき朱が何か言っただろう？　おまえにも、犯人に心当たりがあるんじゃないのか？」

　図星を指されたらしく、劉は苦しげな顔でオレを見つめる。しばらくの沈ちん黙もくの後、

「朱は、趙ホアン家の人間が犯人ではないか、と言っていました。私も実は同感です」

「趙家？　北京を支配してるマフィアの？」

「首領は趙誕ダン真ツエン。ここ十年で急成長した武ぶ闘とう派はのファミリーで、二年前の抗争で北京を手に入れました。彼が狙ねらうのは上海だと言われてきましたし……」

　劉は言葉を切って深いため息をつく。

「あの男ならこれくらいのことは平然とするでしょう」

「……くそお……趙、許せない……！」

「龍星様、私は『あの男が犯人だ』と言ったわけではありません」

「でも……！」

「朱にも言いましたが、今、この上海と北京はとても微び妙みような関係にある。むやみなことを口にしてはいけません」

　オレは複雑な思いで黙だまり……それから言う。

「オレが絶対に犯人を捜さがしてやる。でもその前に親父たちがいる病院に向かいたい」

　劉がつらそうな顔でオレを見下ろして言う。

「外に出るのは危険です」

「わかってる！　でも万が一のことがあったらどうするんだよ？」

　オレが言うと、劉は眉を寄せて少し考える。それから電話を取り出して言う。

「わかりました。警護できる人間がどのくらいいるのかを調べますので」

　……犯人は、オレが絶対に捕つかまえてやる……！







　　　　劉暁鷹







「よかった。無事だったんだ」

　ベッドの脇わきの椅い子すにへたり込んだ龍星が、ジェニファー・張を見つめながら呟く。

「救急車に乗せられるところが中継されてたから、心配した。まさか爆音に驚おどろいて気絶してただけだったなんて……」

「うるさいわね、無事じゃないわよ！　私のブランド品のバッグが焦こげちゃったわ！」

　ガウン姿でベッドに起きあがったジェニファー・張は、怒おこった顔で言う。そしてベッドの脇でおろおろしている楊に視線を移す。

「それに、あの爆発のせいで龍宋が足をくじいてしまったわ。犯人め、絶対に許さない！」

「足を？　骨は大丈夫なの？」

　龍星が言うと、楊はうなずいて、

「レントゲンではなんでもなかった。驚いて転んだ拍ひよう子しにひねっただけだ。ただ、念のためにジェニファーの精密検査をするから今夜はここに泊とまるよ」

「そうだよね、あんなことがあった屋敷には、さすがに今夜は帰りづらいだろうし。……結局被害はどのくらいだったの？」

　龍星が振ふり返って聞くと、入り口の脇に控ひかえていた朱がメモに目を落とす。

「先ほど警護責任者の辛に問い合わせました。屋敷の消火はすでに終しゆう了りようしています。ガラスが割れ、絨じゆう毯たんが焦げたくらいなので明日にでも屋敷に戻もどれるかと。人的被害は楊大人が足をくじいたこと、ジェニファー様が気絶なさったことのほかに、警護をしていた構成員三名と荷物を届けた配送業者が火傷やけど、専属シェフと庭師二名がガラスで負傷しましたがいずれも軽傷です。病院で手当を受け、すでに自宅に戻っているとのことです」

　朱の言葉に、龍星がホッとしたように息を吐はく。

「重傷者がいなかったのが、不幸中の幸いってやつだね」

　私はその言葉にうなずきながらも、何かひっかかるものを感じていた。

「首領。その荷物というのはどのようなものでしたか？　どんなふうに爆発しましたか？」

「ああ……汚よごれた油紙に包まれた小さな小包だった。私とジェニファーが、シェフと一緒に買い物に出ようとした時、ちょうど構成員が受け取っていた。香港で買い物をしたブランド品が届いたばかりだったんだが、構成員はカートに積まれたブランド品の箱の上にその小包を載のせた。ジェニファーはうるさいから、ブランド品の箱の上にそんな汚きたない物を載せたら怒るだろうと思った。そして注意をしようと近寄ったところに……」

「いきなり爆発したのよ！　光と音がものすごくて気が遠くなったわ！」

　ジェニファー・張が言い、まだ悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ。

「せっかく受け取った限定品のバッグもあったのに！　犯人を許さないわ！」

「まあまあ、ブランドに問い合わせたらまだ在庫があると言っていた。保険も下りそうだし、取り寄せる手続きはしたから」

「本当に？　それなら少しは気が治まるけど……」

　楊が彼女に言い、彼女は少しだけ機き嫌げんを直したように見える。

「龍星様、お二人はお疲つかれです。そろそろ失礼しましょう」

　私は龍星をせかして立ち上がり、病室を出る。エントランスまでお見送りします、と言って出てきた朱を振り返り、私はあることに気づく。

「小包が爆ばく発はつした直後に、連れん絡らくをくれたね。君はどこにいたんだ？」

「私は外で、リムジンの運転手と話していました。爆発音に驚いて振り返り、屋や敷しきが燃えているのを見て本気で驚きました。すぐに首領とジェニファー様を助けに行こうとしたのですが、運転手と構成員たちに止められました。あの時は取り乱してすみません」

「朱までケガをしたりしなくて本当によかったよ」

　龍星がホッとしたような声で言い、朱が力なく微笑ほほえむ。私は二人の会話を聞くともなしに聞きながら廊ろう下かを歩き、何かがひっかかるのを感じていた。

　……何が気になるのだろう……？

　ＩＣＰＯにいる時、私は何度もそういう事件を見てきた。爆発物を使うのは、愉ゆ快かい犯はん、恨うらみによる犯行、もしくは無差別のテロ……いずれにせよ、爆発をさせた後で犯行声明が出されたり、脅きよう迫はく文が送られることがほとんどだ。

　……そう、犯行後、犯人からのアクションが何もないのが不自然なんだ。

　あの屋敷は広く、エントランスの中を塀へいの外から見ることはできない。だとすると爆ばく弾だんは時限爆弾だったのだろうが……配送業者が屋敷に荷物を届け、しかも屋敷の主が偶ぐう然ぜんに通りかかった瞬しゆん間かんに爆発するというのはあまりにもタイミングがよすぎるんだ。




　　　　◆




『まだ調査中だ。なかなか決め手になる情報が集まらない』

　電話から聞こえてくる華捜そう査さ官かんの声。ふざけているかのように軽い口調だが、その声の奥には深刻な響ひびきがある。

『というか、容疑者が多すぎる。楊ファミリーの権力と縄なわ張ばりを狙う者、もしくはあの坊ぼつちゃんが跡あと目めを継つぐことを妨ぼう害がいしたい者、だろう？　そんなマフィアは世界中にいくらでもいるだろう。とても絞しぼり込めない』

　私は、ジェニファー・張が入院している病院の、喫きつ煙えんスペースにいた。面会スペースの一角をガラスで仕切った場所で、防音になっているうえに誰だれかが面会スペースに入ってくればすぐに解わかる。

　ここは、楊ファミリーの莫ばく大だいな寄付によって中国一とも言われる最新医い療りよう機器を揃そろえている救急病院。そのためにファミリーの人間はとても優ゆう遇ぐうされるし、警備も完かん璧ぺきだ。さらに慎しん重ちようを期すため、私はＩＣＰＯに交こう渉しようし、この病院に数人のＩＣＰＯの調査員を清せい掃そう員としてもぐりこませた。彼らは事前に病院中をチェックし、爆発物や盗とう聴ちよう装置が一いつ切さいないことを調べてある。

　龍星が見み舞まいをしているジェニファー・張の病室はここから近いし、このエリアに入る前の廊下に警備員が立っている。外では一いつ瞬しゆんも気が抜ぬけなくなっている今、この病院と私の部屋だけが龍星にとって安全な領域だ。

「難しいことは予想していました。私もこちらで調査を進めますので、申し訳ありませんがそちらでも調査を続行していただけますか？」

『本来ならば、我々が責任を持つべきなのは香港におけるマフィアだけ。上海にあるファミリーのことまでは知ったことではないのだが？』

「私をわざわざ上海に行かせた方の言葉とは思えません。それだけ楊ファミリーを重要視しているということですよね？」

　私が言うと、電話の向こうで彼は低く笑う。

『私への頼たのみごとは高くつくぞ。それでもいいんだな？』

「わかっています。引き続き、よろしくお願いします」

『おまえがこれほど上海マフィアに入れ込むとは意外だ。あの坊ちゃんに惚ほれたか？』

　その言葉にドキリとするが、私は必死で平静を装って答える。

「まさか」

『それならいいが。……そろそろ切るぞ』

　その言葉を残して通話が切れる。私は通話をオフにし、通話記録をすぐさま消去する。

　……犯人は、龍星が幹部になることを妨害しようとしている。

　私は思いながら深いため息をつく。

　……次に狙ねらわれるのは、龍星の命かもしれない。いや、もしかしたら今回の狙いも龍星だったのかもしれない。

　あの美しく凜り々りしい龍星が、血を流しながら倒たおれている……ほんの一瞬想像しただけで足元から世界が崩くずれていきそうだ。

　私は華捜査官やＩＣＰＯ捜そう査さ官かんたちの協力も得てほかのマフィアたちの動向を探さぐっていた。しかし証しよう拠こは現れず……龍星はどんどん憔しよう悴すいしている。

　……突つっ張って見せてはいるが、彼は本当に優しい人だ。父親や、父親の愛人や、そしてファミリーの構成員たちのことが心配なのだろう。

　私は携けい帯たい電話をポケットにしまい、喫煙スペースを出る。面会エリアを横切って歩き、咽喉のどが渇かわいたといっていた龍星のために飲み物を買おうと自動販はん売ばい機きに近づき……開かれたままになっているドアのところに人ひと影かげが立ったことに気づいて足を止める。

「朱。君も来ていたのか」

　楊家の屋敷が修理中である今、楊ファミリーの主要な構成員たちは市外にある別べつ邸ていに詰つめていた。そして交こう替たいで病院の警護と、犯人捜さがしに明け暮れている。

　朱はそのうえに首領と私たちとの連絡係を務めてくれている。毎日病院と部屋を往復してはさまざまな情報や資料を届けてくれていた。

「はい。先ほど。あなたにお渡わたしするようにと、ほかのファミリーの動向に関する調査資料をまとめてきました」

「どうもありがとう。助かるよ。……お疲れ様」

　私は差し出された封ふう筒とうを受け取って中から書類を出そうとして……朱がその場に立ったまま私を見つめていることに気づく。

「……どうした？　ほかにも何か報告が？」

「すみません。あと一つだけ話があるのですが、いいですか？　こんな時しか二人にはなれませんし」

　朱が、やけに思い詰めたような顔で言う。

「どうかしたのか？」

　私は妙な胸むな騒さわぎを覚えながら聞く。

　……まさか、龍星の身に危険が迫せまっているという情報でも……。

「あなたのことが好きなんです」

　思いも寄らなかったその言葉に、私は驚おどろきを覚える。

「……え？」

　思わず聞き返すと、朱は苦しげに眉まゆを寄せながら言う。

「だから、あなたが龍星様と一いつ緒しよにいるのを見るのがつらいんです」

　そして、涙なみだに潤うるんだ瞳ひとみで、私を見上げる。

「龍星様のことが心配なのもわかります。あなたがとても責任感の強い人であることも。でもあなたの部屋でなくても、セキュリティーのしっかりした場所はいくらでもあります。ですから……」

「朱」

　私は手を上げて、彼の言葉を遮さえぎる。

「私は彼の安全を、ほかの人間の手にゆだねたくない」

　正直な気持ちを口にすると、朱は愕がく然ぜんと目を見開く。

「それは……まさか……」

　彼の唇くちびるから、震ふるえる声が漏もれた。

「龍星様に、特別な感情をお持ちだとか……？」

「私は……」

　私は少し迷い、それから自分の気持ちをきちんと口にするのが、自分を慕したってくれる相手に対する礼れい儀ぎだと思う。

「私は、龍星様を愛している」

　彼は息を吞のみ、かすれた声で言う。

「あなたが……龍星様を？」

「もちろん身の程ほどはわかっている。この恋こいが叶かなうわけがないことも。だが」

　私は彼を見つめて真しん剣けんな気持ちで答える。

「愛する彼を、私の手で守りたい」

　朱は呆ぼう然ぜんとした顔で私を見つめる。

「今の言葉……私には、首領に秘密にしておくことはできません」

　朱が呆然とした口調で言う。私はため息をつき、

「覚かく悟ごの上だ。言ってくれていい」

　朱は私を見つめて涙を零こぼし、そして部屋から走り去った。

　きっと朱は龍星のことを本気で心配しているのだろう。彼の口から首領に伝わればきっと私は解かい雇こされる。いや、それどころか殺されるかもしれない。

　……任務半ばにしてこんなことになるのはプロとしてとても許されないことだが……きっとこれも運命で……。

「……劉……」

　微かすかな声が聞こえる。振ふり返った私は、開いたドアのところに龍星が立っていたことに気づいて愕然とする。

「龍星様」

「聞くつもりはなかったんだ。でも……」

　彼は私を見上げて言う。

「聞こえた。『龍星様を愛している』って」

　彼の漆しつ黒こくの瞳が強く煌きらめき、私は魅みせられたように目が離はなせなくなる。

「オレ、おまえのことずっと好きだった。でも、おまえはオレのことになんか興味ないんだと思ってた」

　彼の瞳に美しい涙が盛り上がり、私は鼓こ動どうが速くなるのを感じる。

「嬉うれしい」

　囁ささやいた彼の目から、涙の粒つぶが煌めきながら転げ落ちる。それを見た私は彼に歩み寄り、彼の腕うでを摑つかむ。そのまま引き寄せ、我を忘れて彼を抱だき締しめてしまう。

「……あ……っ」

　その時、廊ろう下かのほうから看護師の女性たちが話しながら近づいてくる声が聞こえた。龍星がギクリと身を震わせ、私は面会室のドアを閉める。そしてそっと内側から鍵かぎをかける。

「……劉……」

　龍星は少し怯おびえたような顔をして私を見上げてくる。その目がとても色っぽく見えて……私は我を忘れて身をかがめ、その唇を奪うばう。

「……ん……っ」

　不慣れな彼は、必死の仕草で私の二の腕に爪つめを立て、歯を食いしばってしまう。

「……んん……っ」

　私は燃え上がりそうな欲望を必死で抑おさえ込み、これ以上ないほど優しく、彼の唇に唇を重ねる。チュッと音を立ててキスをし、舌で唇の形を辿たどると……彼の身体からだからだんだんと力が抜ぬけてくるのが解る。

「……ん、んん……あ……っ」

　陶とう然ぜんと開かれた上下の歯列の間に、舌をゆっくりと滑すべり込ませる。

「……んく……っ」

　舌で舌をすくい上げ、愛あい撫ぶするように絡からませる。彼の指が、まるでねだるように私の上着の布をキュッと強く握にぎり締める。　>>>♥

　二人の舌が絡み合う、ピチャ、ピチャ、という淫みだらな音が面会室に響ひびき渡る。

「……ン、ン、ンン……！」

　彼の身体に細さざ波なみのような震えが走り、合間に零れる呻うめきは蕩とろけそうに甘い。

「オレをイカせてくれた、あの夜の続きを……」

　数え切れないほどのキスの合間に、彼が消え入りそうな声で囁いてくる。

「……オレに教えてよ」

　その言葉は、私からすべての理性を奪った。

「わかりました。すぐに私の部屋に戻もどりましょう。そしてあなたを抱いて、すべてを教えてあげます。……いいですね？」

　私が囁くと、彼は泣きそうな顔をして私を見上げ、そしてうなずいた。

「ああ。もうすぐ大人になるオレに、すべてを教えて欲しいんだ」

　……ああ、本当に、なんて人なんだ……。







　　　　楊龍星







　彼は、キスだけで座り込みそうになっているオレを面会室に待たせ、親おや父じとジェニファーに挨あい拶さつに行った。そしてオレを連れて病院を出てポルシェに乗り込み、そのまま彼の部屋に連れて来てくれた。

　部屋の外の廊下や専用のロビーには、警護の鄭たちがいた。そして劉に肩かたを抱かれたオレを見て「顔が赤いです。熱でもあるのですか？」と心配してくれた。劉は「そうらしい。こちらから呼ぶまで邪じや魔まをしないでくれ」と言ってオレを部屋に入れた。

　そしてドアの鍵を内側から閉めた途と端たん、オレの身体を抱き上げてベッドルームに運んだ。

　彼の部屋の窓からは、昼間の上海を見下ろすことができた。明るい日差しの中のビル群、行きかう車……人々が活動しているこんな時間から抱かれるのかと思ったら、あまりにも恥はずかしくて泣きたくなる。

「お願い、ブラインドを下ろしてくれよ」

　ベッドに下ろされたオレは、必死で懇こん願がんする。

「明るい場所で抱かれるなんて、恥ずかしすぎる」

「嫌いやです。あなたのすべてが見たい」

　燃え上がりそうな目で見つめられ、オレは必死でかぶりを振る。

「お願いだ。オレ、初めてだから……」

「わかっています。可愛かわいいので少し苛いじめただけですよ」

　彼が囁いてオレの額にそっとキスをしてくれる。そしてベッドサイドのリモコンを操作して、電動の巨きよ大だいなブラインドを下ろしてくれる。

　部屋の中は、ゆっくりと闇やみに包まれる。眩まばゆい光に慣れた目では一いつ瞬しゆん何も見えなくなり……その瞬間にベッドに押し倒たおされてオレは驚おどろきに喘あえぐ。

「立ち聞きするなんて、なんて悪い人なんだろう？」

　逞たくましい彼の身体にのしかかられ、その芳かぐわしいコロンの香かおりに包まれるだけで、オレは気が遠くなりそうだ。

「でも、そのせいであなたの気持ちが聞けた」

　彼の囁き。そしてオレの唇くちびるに重なってくる、愛いとおしげなキス。オレは目を閉じてそれを受けてから呟つぶやく。

「……朱には、なんだか悪いことをしてしまった」

　オレの良心が、ズキリと疼うずく。

「オレ、おまえを捜さがしに面会室に行って……朱の告白が聞こえてドアの外で立ちすくんだ。朱が飛び出してきた時、立っていたオレと目が合った。彼は泣いていて……仕方のないことだと思うけど、オレを強い目で見返してきた」

　オレは彼の目を思い出して、深いため息をつく。

「あんな怖こわい目をした朱を初めて見た。きっとおまえのことが本当に好きだったんだな。……おまえみたいな男には、もしかしたら朱みたいな相手のほうが似合うのかも……」

「朱には申し訳ないことをしました。しかし私が愛しているのはこの世であなた一人です」

　彼の手が、綿シャツに包まれたオレの両りよう肩かたをそっとベッドに押さえつける。

「こうして、抱きたいと思っているのも」

　その声の奥に滲にじんだ欲望の響きに、オレの鼓動が速くなる。

「……あ……」

「愛しています」

　暗がりに彼の囁きが響き、唇がまた重なってくる。

「……ンン……」

　その優やさしいキスに陶然とするオレのシャツの裾すそが、ジーンズの中から引き出される。どこかもどかしげにめくり上げられて、オレは思わず息を吞のむ。

「……ンン！」

　キスを奪いながら、彼の両手が、オレの肌はだの上をそっと滑る。サラサラと乾かわいた感かん触しよくにオレは震ふるえ、そして……。

「……ん、く……っ！」

　両方の手がオレの乳ち首くびを摘つまみ上げ、オレは思わず身体を震わせる。

「……あ、うう…っ！」

　驚きに思わず開いてしまったオレの口こう腔こうに、彼の熱い舌が滑り込んでくる。

「……んっ、んっ……！」

　まるで愛の行こう為いみたいに舌を深く挿そう入にゆうされ、同時に両方の乳首をゆっくりと揉もみ込まれる。身体の奥から湧わき上がるあまりの快感に、オレの腰こしがヒクヒクと震える。

「……んく……んく……っ」

　彼の舌は責めるようにオレの口腔を蹂じゆう躙りんし、オレの舌を舌で愛撫する。中指と親指で強く乳首を摘まれ、ひとさし指の先で乳首の先をくすぐるようにされて……背中が反り返ってしまう。

「……んんーっ！」

　ジーンズに包まれたオレの欲望に、熱い快感が流れ込んでいくのが解わかる。舌と指先での容よう赦しやない愛撫に、屹きつ立りつは痛いほどに硬かたくなり、下着とジーンズをきつく押し上げる。

「……んく、お願い、きつくて痛い……から……」

　オレが息も絶え絶えに囁ささやくと、彼はオレの耳に唇を近づけて囁いてくる。

「どこが痛いんですか？　どうして欲しい？」

「……あ……あ……っ！」

　囁きながら乳首を揉まれ、あたたかな舌で耳たぶを愛あい撫ぶされる。オレはこんなところがこんなに感じるなんて、と驚きながらも、湧き上がる快感を止めることができない。

「……お願い……もう、きつい……」

「きちんと言わないとわかりませんよ。どこを、どうして欲しいんですか？」

　耳に吹ふき込まれるのは、セクシーにかすれた甘い美声。オレは泣きそうになりながら、

「……ジーンズ、脱ぬがせて。きつくて、痛いんだ……」

「ジーンズ？」

　彼が意地の悪い声で言って、手をオレの身体からだに滑すべらせる。ジーンズの上からオレの屹立をゆっくりと握にぎる。

「すごいな。もうカチカチです。こんなに押し上げてしまって」

　たしかめるようにキュッと扱しごき上げられて、目の前がいきなり白くなる。

「……ダメ、出……ああっ！」

　オレの先せん端たんから、ビュクッ！　と激しく欲望の蜜みつが迸ほとばしる。下着がたっぷりと濡ぬれ、彼の手の中で屹立がビクビクと震えてしまう。

　……ああ、キスと、ほんのちょっとの愛撫だけでイッちゃうなんて……！

「……ダメって言ったのに……放せよ……っ」

　恥ずかしくて逃にげようとするオレの身体を、彼の左手がしっかりと抱だき締しめる。

「おとなしくしてください」

　彼は囁き、オレのジーンズの前立てのボタンを外し、ファスナーをゆっくりと下ろす。

「……あっ」

「こんなに出したんですか。下着の中がヌルヌルじゃないですか」

　彼が下着の中に手を滑り込ませ、囁きながら、オレの屹立を愛撫する。

「……く、くうう……っ！」

　ヌルヌルになった屹立を彼の滑なめらかな手が往復するのは、あまりにも淫みだらな感触で……。

「しかもまた硬くなっていますよ。本当にいやらしい人だ」

「……あっ！」

　陶とう然ぜんとしたオレのジーンズと下着が、彼の手でいきなり引き下ろされる。オレの濡れた屹立が、プルン、と震えながら空気の中に露あらわになる。

「……や、あ……っ」

　ジーンズと下着が足から勢いよく引き抜ぬかれ、脱げた靴くつと一いつ緒しよに床ゆかの上に落ちる。彼の両手が、わずかに残っていた靴くつ下したも剝はぎ取り……オレはめくり上げられた綿シャツ一枚という、ものすごく恥ずかしい格好にされる。

「……待って、もっとゆっくり……あっ！」

　オレの反論を封ふうじるかのように、彼がオレの胸の上に顔を埋うずめる。

「……ダメ、ああ……っ！」

　ピチャ、ピチャ、という淫らな音を立てながら乳首を舌で舐なめ上げられ、さらにチュッと吸い上げられて……オレの屹立がさらに硬く反り返る。

「……んん、アッ！」

　オレの蜜でヌルヌルになった彼の指が、オレの脚あしの間のスリットに滑り込んでくる。谷間を往復してオレを喘がせ、さらに隠かくされた後孔に触ふれてくる。

「あっ……なんてとこ触さわるんだよっ……やめろよ……っ！」

　ものすごく恥はずかしいところを探さぐられて、オレは混乱して叫ぶ。

「男同士がどうやって身体をつなぐのか、知らないのですか？」

　彼の囁きに、オレは必死でかぶりを振る。

「知らないよ……知ってるわけないだろ……？」

「男同士はここを開いて……」

　彼の指がオレのそこにヌルッと滑り込んでくる。

「……やめ、ああ……！」

「ここで一つになります。あなたのこの蕾つぼみが解れて、私を受け入れる性器になるんですよ」

　低く囁かれ、クチュクチュと音を立てて解ほぐされて、オレはどうしていいのか解らずに、彼のスーツに包まれた背中に必死で爪つめを立てる。

　怖くて、恥ずかしくて、拒こばみたいのに……彼のセクシーな声を聞いているだけで身体に力が入らない。しかもたっぷりと放った蜜でヌルヌルになった彼の指は、オレの蕾を巧たくみに解し、それどころか内側の壁かべまで愛撫して……。

「……ひ……あっ！」

　ある部分を探られた瞬しゆん間かん、オレの身体がビクン、と勝手に跳はね上がった。オレの屹立がグッと反り返るのが解る。

「ここがあなたの身体の中で、一番感じる場所です」

　彼が囁きながら指先でそこを愛撫する。オレはあまりの快感に声も出せずに震え、屹立の先端から蜜を振り零こぼしてしまう。

「私の欲望を入れ、一つになります」

「……そんなこと……無理……」

「無理ではありません。あなたの身体はとても素す直なおだ。もうトロトロですよ」

　彼が囁きながら、オレの蕾をこれ以上ないほど優しく押し広げる。

「あなたの一番いい場所を、私の欲望で擦こすって欲しいですか？」

　耳に淫らな囁きを吹き込まれ、オレの咽喉のどが鳴る。

「……あ……っ」

「嫌いやならやめます。どうしたいですか？」

「……おまえも、そこを勃たててるのか？　オレに入れたくて？」

　オレの唇くちびるから漏もれた言葉に、彼は小さく苦く笑しようする。

「もちろんです。……あなたを愛している。入れたくないわけがない」

　その声に滲にじんだ苦しげなほどの欲望に、オレの理性が四散する。

「わかった」

　オレは言い、彼を見上げる。暗がりに慣れた目に見えた彼の端たん麗れいな顔は、今まで見たどんなときよりもセクシーだった。

「オレのここに、おまえのそれを入れていい」

　オレは勇気を振り絞しぼって言い、彼を受け入れるために必死で足を広げてみせる。

「そしてオレのすべてをおまえのものに……アアッ！」

　オレの言葉が終わる前に、蕾に熱いものが押し当てられた。それは指とはまったく違ちがう激しい圧あつ迫ぱく感かんでオレを押し広げ、ググッとオレに押し入ってきて……。

「……あ、あ、あ……っ！」

　深い場所まで一気に犯おかされ、あまりのショックと圧迫感に頭の中が真っ白になる。

「あなたが欲しくて、我が慢まんができない。乱暴にしてしまうかもしれない」

　だけど身体をしっかりと抱き締められ、耳元で囁かれたら、なんだか愛いとおしくて泣きそうになる。オレは彼の背中に手を回し、その胸に頰ほおを埋めながら囁く。

「乱暴でいいよ。オレ、大だい丈じよう夫ぶだから……あっ！」

「申し訳ありません。もう……」

　彼がうめくような声で言い、オレの足を高く抱かかえ上げる。信じられないほど深い場所まで強く突つき入れられて、オレは声も出せずに喘あえぐ。

「愛しています、龍星様。ずっと欲しかった」

　そのまま、彼の動きがどんどん速くなる。

「……あ、あ、ああっ！」

　圧迫感は快感に変わり、オレは自分の身体がいつの間にか蕩とろけそうになっていることに気づく。突き上げられるたびに激しい快感が湧わきあがり、屹きつ立りつから先走りの蜜があふれ出す。

「……あ、どうしよう……イイ……！」

　オレはシーツを握り締めながら、必死で喘ぐ。

「……気持ちいいよ、劉……！」

　二人のベッドが嵐あらしの中の小船のように激しく揺ゆれる。

　二人の呼吸が速くなる。

　そして……。

「……くうう、ううん！」

　オレの屹立が大きく震ふるえ、先端から、ビュクン！　と激しく蜜が飛ぶ。

　キュウッと締しめ上げてしまうと、彼はとてもセクシーに小さく息を吞のみ……そしてオレのとても深い場所に、ドクドク！　と激しく蜜みつを撃うち込んでくれたんだ。

　オレはその熱さにまた感じながら放ってしまう。

「だめだ、まだまだ足りません」

　彼は囁ささやき、オレの足首に獰どう猛もうなキスをする。

「オレも足りないよ」

　オレは快楽の涙なみだを流しながら囁く。

「もっと、もっとしてくれよ」

　彼は身を屈かがめてオレにキスをし、そして再びオレを奪うばって高みに駆かけ上り……。




　　　　◆




「大丈夫ですか？　のぼせましたか？」

　風呂ふろ上がりの髪かみを、彼の優やさしい手が拭ふいてくれている。ベッドに座ったオレは、その言葉に小さくうなずく。

「大丈夫、だよ」

　でも本当は、快楽の余よ韻いんで身体中が痺しびれて、今にも倒たおれそうだ。

　発情した獣けもののように激しくオレを抱だいた後、彼はオレを抱き上げてバスルームに向かった。

　床ゆかに下ろされた途と端たん、脚の間の蕾から何かが溢あふれ、ツツ、と肌はだを伝い落ちた。それが彼に注がれた蜜だったことを思い出し、オレは羞しゆう恥ちで気絶しそうになった。

　オレは本気で劉を愛してしまっていた。そして彼に抱かれて本当に幸せだった。でも彼が朱に言った「身の程ほどはわかっている」という言葉がとても苦しい。

　もちろんオレの父親はオレが劉と結ばれてしまったと知ったら激げき怒どするはずだ。マフィアの首領である父親が、自分に逆らった人間に対してどんなに残ざん忍にんかをオレはよく知っている。そして父親が裏でどんなに汚きたないことをしているかも。

「明日、オレは二十歳はたちの誕生日を迎むかえる。そして正式に楊幇の幹部になる」

　オレは囁き、本当の気持ちをため息と共に口にする。

「オレ、マフィアの首領なんかの子供じゃなくて、普ふ通つうの家に生まれたかった」

　オレは裸はだかの彼の胸から顔を上げ、彼を見上げながら囁く。

「そしておまえと普通に出会いたかった。でも、そうだったらオレのことを好きになんかならなかった？」

「そんなわけがないでしょう」

　彼が囁き、オレにキスをしてくれる。

「たとえどこで会っても、あなたがどんな人でも……私はあなたに恋こいをしたと思います」

「劉」

　オレはなんだか泣きそうになりながら彼を見上げる。

「オレ、嬉うれしいかも」

　劉が顔を近づけ、今度はオレの頰にキスをしてくれる。彼の唇が滑すべり、軽いキスを繰くり返す。鼻の頭や睫まつ毛げにキスをされて、オレは肩かたをすくめて笑う。

「くすぐったいってば、やめ……」

　身をよじると、むき出しのままの二人の肌が、サラリと擦すれ合った。

「……あ……っ」

　彼の体温と、触ふれ合っている部分をリアルに感じてしまい、オレは思わず息を吞む。

「龍星様」

　劉が、オレをさらに強く引き寄せながら囁く。

「そんな色っぽい声を出されたら、また我慢ができなくなる。このままではあなたを壊こわしてしまう」

　その声がすごく切なげに聞こえて、オレは鼓こ動どうがますます速くなるのを感じる。

「我慢しなくていい。オレ、壊れたりしないよ」

　彼の裸の肩に頰を埋うずめ、いつもよりもさらにセクシーなコロンの香かおりを胸に吸い込む。

「オレも、また欲しくなって来た」

「龍星様」

　彼がオレの顔を覗のぞき込む。顎あごを持ち上げられ、ゆっくりと顔を近づけられてオレはそっと目を閉じる。

　……ああ……。

　オレは彼の甘い息を唇に感じながら思う。

　……オレだって、我慢できない……。

　その時、枕まくら元もとの電話が鳴った。劉は苦しげな顔で眉まゆを寄せ、電話の方を振ふり返る。

「出なくていい。きっと親おや父じだ」

　オレは手を伸のばし、劉の頰に指を触れさせながら囁く。劉はさらに苦しげな顔になって、

「それはできません」

　言って受話器を取り上げる。

「劉です。……ああ、朱か」

　その名前に、オレは思わずギクリと震えてしまう。

「首領が？　ああ、ああ、わかった。すぐに向かう。……護衛に？」

　彼は言って少しだけ考えるように黙だまる。それから、

「ああ、わかった。龍星様を頼たのむ」

　劉は言い、電話を切る。そしてオレを振り返り、

「朱でした。私たちのことを首領に話したそうです。そしてすぐに屋や敷しきに来るようにと、首領から私への伝言が」

「それならオレも行く。告白したのはオレも同じだし、最初に誘さそったのもオレだ」

　オレは覚かく悟ごを決めて言うけれど、彼はかぶりを振る。

「外は危険です。愛するあなたを危険にさらすことなどできない」

「何を言ってるんだよ？　そんなこと……んん……っ」

　彼の端たん麗れいな顔が近づいて、オレの唇くちびるをそっとふさぐ。忍しのび込んで来たあたたかな舌が、オレの舌を搦からめ捕とって愛あい撫ぶする。彼のキスというだけで、こんな時なのに息が弾はずんでしまう。

「……あ……」

　何も言えなくなってしまったオレの唇に、彼がチュッと音を立てて愛おしげなキスをする。

「きちんと話をして、すぐに戻もどってきます。朱たちを護衛につけますので、ここでおとなしく待っていてください。いいですね？」

「朱を……？」

　その名前にドキリとする。劉に告白していた時の朱の悲しげな様子を思い出したからだ。

「朱はオレの顔を見て悲しくなったりしないかな？」

　オレが言うと、彼は少しだけ心配そうな顔になる。

「朱は仕事に私情を挟はさむような人間ではないと思います。もしもあなたが会いたくないのなら連れん絡らくをしますが……護衛は一人でも多いほうがいい」

「だけど……」

　劉の指先がオレの唇にそっと当てられる。

「言うことを聞けない人にはお仕置きです。いいんですか？」

　指先が愛いとおしげにオレの唇を滑り、オレは小さく息を吞む。それからなんだか泣きたいような気持ちになりながら、

「お仕置き、してもいいよ。そのかわり、早く帰って来い」

「お仕置きしていいだなんて、イケナイ人だ。でも……とても可愛かわいい」

　彼はオレの身体からだを引き寄せ、オレの額に唇をそっとつける。

「一秒でも早く帰ってきます。おとなしくして、お仕置きを待っているんですよ」

「わかった。……あっ」

　オレはあることを思いつき、彼の顔を見上げる。

「おとなしくしていてやる。だけど一つお願いがある」

「あなたのことだ。何かとんでもないお願いじゃないんですか？」

「そんなんじゃなくて……ケーキを買ってこい」

　オレの言葉に彼は驚おどろいたように目を丸くする。

「ケーキ？　デザートが欲しいということですか？」

「そうじゃない、バースデイケーキだ！」

　オレは思わず叫さけび、頰ほおが熱くなってしまうのを感じながら続ける。

「明日はファミリーの式典で忙いそがしくて、誕生日とかしてる暇ひまはなさそうだから。今夜、これから、誕生日のお祝いをしてくれよ」

　劉は目を丸くしてから本当に愛おしげな顔で微笑ほほえみ、オレの顎をそっと持ち上げる。

「子供のようですね。誕生日のお祝いを自分からおねだりするなんて」

「悪かったな！　嫌いやなら別に……」

「嫌なわけがありません。式典が終わって落ち着いたらお祝いをさせていただく予定でした。ずっと前からプレゼントも買ってありましたし。でも想像もしていなかった」

　彼の唇がそっと唇に触れてくる。

「……あなたの誕生日を、こんなふうに迎えられるなんて」

　唇を触れさせたまま彼が囁ささやく。唇の動きに合わせて唇同士が軽く擦れ合い、まるで愛撫でもされているかのように、オレの鼓動が速くなる。

「……劉……」

　オレはたまらなくなって唇を離はなし、彼の身体にそっと手を回してその胸に顔を埋める。

「オレの親父はマヌケな感じだけど、あれでも凶きよう暴ぼうなチャイニーズマフィアなんだよ。おまえが何かされたら、オレ……」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　彼の大きな手が、オレの後頭部をあたたかく包み込む。

「私は今までずっと、ファミリーと、首領と、そしてあなたに全力で尽つくしてきました。忠義を重んじるあの首領が、それを無視して罰ばつを与あたえるような方だとは思いません」

　彼の指がそっとオレの髪かみを撫なで、オレは不思議なほど安あん堵どするのを感じる。

「きちんと話してきます。あなたをどんなに愛してしまったかを。それから……」

　彼の左手がオレの身体を強く引き寄せる。

「結ばれはしましたが、私は人目のある場所であなたの恋こい人びとのように振る舞まうつもりはありません。一生このまま、あなたに仕つかえるつもりです」

「それってどういうことだよ？」

　その言葉の意味が解わからず、オレは不安になって彼の顔を見上げて言う。

「エッチはしたけど、恋人にはならないってことか？」

「そんな不安そうな顔をしないでください。置いていけなくなる」

　彼は、両手でオレの頰を包み込み、真っ直すぐにオレを見つめながら言う。

「昼間はファミリーの幹部として、あなたに仕えます。そして二人きりの時には、私はあなただけの恋人です」

　彼の瞳ひとみに、陶とう然ぜんと見上げるオレの顔が映っている。

「昼間、サボったりワガママを言ったりしたら、二人きりの時にひどいお仕置きをしますよ。覚えておいてください」

「……うん。楽しみにしてる」

「また煽あおるようなことを言って。本当にイケナイ人だ」

　彼がゆっくりと顔を近づけ、そっと目を閉じたオレの唇にキスをする。

「愛しています、龍星様」

「愛してる、劉」

　オレは囁いて、今度はオレからそっとキスを返す。

「どうか無事に戻ってくれ。バースデイケーキを忘れるなよ」

「承知しました。外灘沿いのカフェがまだ開いている。パティシエに頼んで、あなたが好きなフルーツがたくさん載のったケーキを作らせます」

　彼は微笑んで言い、オレの身体を離して立ち上がる。オレは彼を見上げて、

「大きいやつな。あと蠟ろう燭そくを二十本」

「了りよう解かいです」

　彼は身を屈かがめて、オレの髪にキスをする。そして椅い子すにかけてあったバスローブを羽織ってバスルームへのドアに消える。

　一いつ瞬しゆんだけ見えた彼の彫ちよう刻こくみたいな裸はだかを思い出し、オレの鼓こ動どうが速くなる。

　陽ひに灼やけた滑なめらかな肌はだ、頑がん丈じような骨格、逞たくましい肩かた。少しの緩ゆるみもなく引き締しまったウエスト、小さくてものすごく格好いいお尻しり、そして見とれるほど長い脚あし。

　……あんなに美しい男に、オレ、さっきまで抱だかれてたんだ……。

　なんだか泣きそうな気持ちになってシーツを引き寄せる。そしてシーツごと、自分で自分の身体を抱き締める。

　彼の唇や指先の感かん触しよくを、オレの肌がしっかりと覚えている。

　彼は最初は愛おしむように丁てい寧ねいに、だんだん奪うばうように獰どう猛もうになってオレを愛撫した。

　そしてオレを喘あえがせ、仰のけ反らせ……そしてオレを貫つらぬいてすべてを奪った。

　あの時の官能を思い出しただけで、身体の奥が、ズキン、と甘く痛む。

　たくさん注がれた彼の蜜みつが、身体の中を満たしているのを感じる。いつもクールな彼が我を忘れたように息を乱し、オレの中に熱い欲望を注いでくれるのが本当に嬉うれしかった。

　シャワーから出てきた彼はダークスーツに身を包んだ。優やさしく微笑んでオレにキスをして、そのまま部屋を出て行った。

　オレはリビングに移動して、窓まど際ぎわに立って眼下を見下ろし、彼の車が地下駐ちゆう車しや場から出て、警備員のいる門から出て行くのを見送った。心を、不安と愛おしさに痛ませながら。







　　　　劉暁鷹







　部屋を警備してくれている鄭たちにくれぐれも龍星を頼たのむと言い残し、私は自分の車で屋や敷しきに向かった。

　龍星には大丈夫だと言ったが、私は彼の父である楊のチャイニーズマフィアの首領としての仕事をつぶさに見てきている。彼が本気で怒おこったとしたら、止めることなどできない。

　……それでも、龍星のそばにいることだけは、どうしてもあきらめられない。たとえ今夜このまま殺されたとしても、私は後こう悔かいしないだろう。

　私は覚かく悟ごを決めて車を走らせ、警備の構成員たちに声をかけて門の中に入る。木々の間に見えた屋敷の電気がほとんどすべて消えていて……私は意外に思う。

　……どうなっているんだ……？

　屋敷の裏にある構成員用の駐車場に車を入れ、私は屋敷の通用口のチャイムを鳴らす。

「劉だ」

　インターフォンに向かって言うと、中から鍵かぎが開けられる音がする。夜勤の構成員たちに声をかけながら私は中に入る。眠ねむそうな顔の執しつ事じが自室から出てくる。

「こんばんは、劉様。どうなさいました？」

「首領からの呼び出しがあったので来た」

　私が言うと、彼は不思議そうな顔をして、

「呼び出し？　楊様は十分ほど前までブランデーを召めし上がっていて、ちょうどおやすみになったばかりですが？」

　その言葉に、私は愕がく然ぜんとする。

　……まさか？

「急用だ。失礼する」

　私は言って執事の案内を待たずに廊ろう下かを走り、エントランスホールを駆かけ抜ぬけて階段を全速力で上がる。廊下を走り、西側の奥にある首領の部屋のドアを拳こぶしで叩たたく。

「夜分に失礼いたします、劉です」

　中で人の気配がし、ドアが内側から開く。

「なんなんだ、こんな時間に？」

　寝ねぼけた顔で出てきた楊は、私の顔を見て驚おどろいた顔をする。

「どうかしたのか？　まさか……龍星になにかあったとか？」

　その言葉を聞いた私の心に、やはり、という気持ちが湧わき上がる。全身から血の気が引くような感覚。

　……なんてことだ……。

　私は怒ど鳴なりだしたいような気分を抑おさえ込み、必死で冷静さを保とうとする。

「裏切り者は朱です。朱の行方ゆくえを捜さがしてください。何かありましたらすぐに私の携帯電でん話わにご連れん絡らくを」

　言って礼をし、踵きびすを返す。後ろが騒さわがしくなり、楊が怒鳴るようにしてさまざまな命令を下しているのがわかる。

　私はだんだん早足になり、最後は走りだす。階段を駆け降りながら携帯電話を取り出し、龍星の短縮ナンバーを押す。

　……龍星、電話に出てくれ……！

　私は祈いのるような気持ちで、呼び出し音を数える。

　……どうか、無事でいてくれ……！







　　　　楊龍星







　……劉……。

　ソファに座ったオレは、携帯電話を握にぎりしめてため息をつく。

　……本当に大だい丈じよう夫ぶだろうか？

　オレはあれから親おや父じに何度も電話をしようとした。『オレは劉を本気で愛してる、だから彼に危害を加えないでくれ』って懇こん願がんするために。

　……でも、劉は『大丈夫だ』と言った。その言葉を信じないのは、恋こい人びととして失格かも知れない。

　オレは我が慢まんできなくなって立ち上がり、また窓辺に歩み寄る。

　そして上海ではほとんど見かけない、スポーツタイプの車が入れ違ちがいに門を入ってきたことに気づく。それは見覚えのある朱の車で、オレは彼が警護に来てくれたんだな、と思う。

　……朱が来てくれて、話でもできれば、気が紛まぎれそうだ。親父の様子も聞きたいし。

　オレは思いながらソファに座り、ため息をつく。

　……思し慮りよ深ぶかい朱のことだから、もしも親父が手が付けられないほどに怒っていたとしたらきっと劉を一人で行かせたりはしないだろう。彼がこっちに来たってことは、とりあえず親父は落ち着いているってことかな。

　オレはホッとため息をついてソファに戻り……そしてふとあることに気づく。

　そういえば、朱の車の後ろに、黒のベンツが三台も連なっていた。警備員と話したのは朱だけだから、朱がそれらの車を入れてくれと頼んだんだろう。

　……けど……？

　イマイチ庶しよ民みん的なうちのファミリーで、黒ベンツに乗っているメンバーなんか一人もいない。いったい誰だれを警護に連れてきたって言うんだろう？

　……まさか……？

　廊下から聞こえてきた怒ど声せいと、争うような物音に、オレはハッと我に返る。そしてソファから立ち上がってドアに駆け寄る。

「どうした？」

「来てはいけません、龍星様！」

　廊下から聞こえてきた声に、ノブを握ったままで立ちすくむ。

「鍵とチェーンをかけ、部屋にいてください！　裏切り者がここへ……ぐうっ！」

　消音器をつけているらしい軽い銃じゆう声せいが聞こえ、続いて誰かがドウッと倒たおれる音がする。

「大丈夫か？」

　オレは叫さけぶけれど、返答はない。そのまま廊下に飛び出してけが人を救出したかったけれど、さっきの護衛の言葉を思い出して動きを止める。

　……オレが今捕つかまったら、昔と同じことになる！

　親父や劉の顔が脳のう裏りをよぎり、オレは唇くちびるを強く嚙かむ。

　……人ひと質じちにならないように、自分で自分の身を守らなくちゃいけない！

　オレは思い、ドアに防犯用の二つの鍵とチェーンがかかっていることを確かめる。

　……ドアを壊こわされるとしても、突とつ破ぱされるまでには時間がかかるはず！　ともかく救急車を呼ばなくちゃ！

　思いながらポケットから携帯電話を取り出す。救急車の番号を押した瞬しゆん間かん……。

　カチャ！

　ドアの鍵穴に鍵が差し込まれる音。そしてツマミが動き、二つの鍵が次々に開けられたのが解わかる。

　……敵が、鍵を持ってる？　なんでだ？

　ガチャン！

　ノブが軽く回ってドアがいきなり開く。だけど閉めてあったドアチェーンに引っかかって、途と中ちゆうで止まる。ドアの隙すき間まから外にいる人物の顔が見える。

「……噓うそ、だろ……？」

　オレのかすれた呟つぶやきに気づいたのか、ドアの向こうにいる人物が目を上げる。その端たん整せいな顔に、ニヤリと不気味な笑えみを浮うかべる。オレの背筋に、ゾッと寒気が走る。

「まさか……おまえが裏切り者だったなんて」

　ドアの隙間から見えたのは、朱だった。

「クソ！」

　オレは叫び、ドアに両手を突ついて力ちから一いつ杯ぱい押して閉めようとする。だけど朱がドアの隙間に両手をかけ、驚くほど強い力で押さえているせいで閉めることができない。

「どうしました？　体当たりして閉めたらどうです？　私の指は無事ではすみませんが」

　朱が言って、ドアの隙間からオレを見つめる。

「あなたにはできないでしょう。あなたはチャイニーズマフィアの次期首領になるには甘すぎる。……どうせできないのなら、おとなしくこのチェーンを外してください」

　オレは必死でかぶりを振ふり、それからさっき簡単に鍵かぎを開けられたことに気づく。

「どうしておまえが、ここの鍵を持ってるんだ？」

「ずっと前から持っています。『いつでも忍しのんで来い』と言って劉からもらいました」

　囁くような朱の言葉に、オレの全身から血の気が引く。彼はオレを可笑おかしそうに見つめ……それからあっさりと言う。

「噓ですよ。『龍星様に何かあった時のために』と渡わたされていました」

　オレがホッとため息をつくのを見て、彼はふいに苦しげな顔になる。

「でも……本当ならきっとそうなるはずだったんだ。劉の部屋にいるのはあなたではなく、この私だったはずだ」

　朱が小声で囁き、上目遣づかいにオレを見つめる。彼の目の中に青白い炎ほのおが燃えているように見えて、オレは背中に嫌いやな汗あせが滲にじむのを感じる。

「あなたさえいなければ、すべてがうまくいくはずだった。あの劉に相応ふさわしいのは私だ」

「何を言ってるんだよ？」

「あなたのような子供が首領に相応しいわけがない。そしてあんなにカリスマ性のある彼が、あなたのワガママのおかげで教育係に甘んじている……そう思うだけで、いつでも腸はらわたが煮にえくり返りそうでしたよ」

　朱の囁きには何かに憑とり付かれたかのような不気味さがあり、オレは思わず後ずさる。

「さあ、このチェーンを外しなさい」

「嫌だ。おまえが言うことは間違ってる。劉はオレを愛してるって言ってくれた」

「……本当に憎にくらしい人だ」

　朱は怒おこったように言ってドアから手を離はなし、一歩後ずさる。オレはその瞬間にスタートを切り、ドアに体当たりをする。

　……これで鍵が閉められる……！

　思ったけど、ガッという大きな音がして、ドアはあと五センチほどのところで何かに引っかかってしまう。

　慌あわてて顔を上げてみるとドアの隙間には、大きな剪せん定てい鋏ばさみのような物が挟はさまっていた。

　……やばい、チェーンカッターか……？

　オレは必死でドアを閉じようとするけれど、その鋏はさみは強ごう引いんに侵しん入にゆうし、ドアチェーンを挟む。ジャキッという音と共にドアチェーンが切られる。必死でドアを押そうとするけれど、朱が連れてきたらしい屈くつ強きような男達に、あっさりとドアを開かれてしまう。

「……くそおっ！」

　オレは叫び、伸のばされた手の下をくぐって走る。リビングを全速力で横切ってベッドルームに飛び込む。ドアを閉め、ツマミを捻ひねって内側から鍵をかける。リビングを走ってくる足音に気づいて、暗い中、壁かべ際ぎわまで後ずさる。そこでやっと、握り締めていた携けい帯たい電話に気づき、震ふるえる指で劉の携帯の短縮ナンバーを押そうとする。

　……ドアを突破されるまでには時間がかかる。その間に彼に助けを求められれば……。

　いきなり、耳をつんざくようなマシンガンの銃じゆう声せいが何発も響ひびく。オレは驚おどろいて思わず携帯電話を落とし、頭を抱かかえ込む。そして勇気を出して恐おそる恐る顔を上げ……寝しん室しつのドアに大きな穴が開いていることに気づいて愕がく然ぜんとする。

「本当に手間のかかる」

　朱の声がして、ドアに開いた穴から手が滑すべり込んでくる。カチリ、と鍵のツマミが回され、ドアがゆっくりと開く。朱の手には、軍用らしき大口径のマシンガンが握にぎられていた。

「驚いた顔をしていますね。秘密にしていましたが、私は昔から武器マニアなんです。マフィアの首領の秘書という仕事はとても退たい屈くつでした」

　彼は言い、フリップが開いたままで床ゆかに転がっているオレの携帯電話に目を落とす。ゆっくりと屈かがんでそれを拾い上げ、液えき晶しよう画面を見る。

「劉に助けを求める気だったんですね。……あなたはいつでもあの人を独どく占せんしてきた」

　彼の目の中に鬼おに火びのような暗い光が燃え上がる。彼は銃口をオレに真っ直すぐに向ける。

「ここで射殺してもいいんだけど、それじゃあちょっとつまらない。ついてきてもらいます」

　朱の顔に浮かんでいたのは、今まで見た中で一番楽しそうな笑み。オレの心の中に、ゆっくりと暗い絶望が広がる。

　……オレ、今までにいろいろな目に遭あってきた。でも、今度こそダメかもしれない。







　　　　劉暁鷹







　私は楊家の屋や敷しきの階段を駆かけ降りながら携帯電話を取り出し、龍星の短縮ナンバーを押す。

　……龍星、電話に出てくれ……！

　私は祈いのるような気持ちで、呼び出し音を数える。

　……どうか、無事でいてくれ……！

　心の中の叫さけびが通じたかのように、相手が電話に出る。

「龍星様！　ご無事でしたか！」

　彼の命が危険にさらされているのではないかと心配していた私は、龍星が電話に出たことにとても安あん堵どし、そして早口で叫ぶ。

「裏切り者は朱です！　すぐに護衛たちと一いつ緒しよにそのマンションから……」

『裏切り者だなんて、ひどいな』

　そして受話口から聞こえてきた声に、愕然とする。

「……朱……」

『そうですよ、ミスター劉……いえ、久遠暁鷹さんとお呼びした方がいいかな？』

　受話口から聞こえてきた言葉に、私は愕然とする。　>>>♥

『僕はあなたの正体を知っています。そのうえで好きになったのに。あなたはこんな小こ僧ぞうではなくて僕を好きになるべきだったんだ』

　朱の声は妙みように静かで、私は背筋が寒くなるのを感じる。

「龍星様は無事か？」

『今は無事だよ。話してみたい？』

「彼に替かわってくれ」

　私が必死で懇こん願がんすると、朱は微かすかに笑う。それから電話を受け渡す微かな音が聞こえる。

『……劉……ごめん、オレ……』

　聞こえてきた声は、間違いなく龍星のものだった。彼の声が疲つかれ果てたようにかすれていることに気づき、私の心が激しく痛む。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　危害を加えられたりはしていませんか？」

『大丈夫。ただ、朱がおかしいと気づいた時には襲しゆう撃げきされてた』

　声の後ろに、微かなエンジン音が聞こえる。車でどこかに連れ去られるところだろう。

「車なんですね。どこに向かっているのか教えてください。私の質問に、イエスかノーで答えてくれれば……」

『目め隠かくしされてる。でも黒くろ塗ぬりのベンツが三台……』

　龍星が言いかけた時、いきなり携帯電話が取り上げられる音がする。

『まったく、油断も隙すきもない！』

　朱の声に続いて、パン、という高い音と、龍星が呻うめく声が聞こえる。自分が叩たたかれたように心が痛み、激しい怒りが燃え上がるのを感じる。

「龍星様に手を出すな！」

　私は思わず叫ぶが、朱は可笑おかしそうに笑い、

『あなたが次に龍星に会えるのは、上海外灘かな？　その時にはきっと彼はコンクリートでできた靴くつを履はいている。上海マフィアらしくね。……僕を振ふったことをうんと後こう悔かいするといい』

　低い声で言って、通話が切れる。

　私は携帯を握りしめたまま、階段の途と中ちゆうで呆ぼう然ぜんと立ちすくむ。

「劉！　龍星はどうなったんだ？」

　後ろから楊の声が聞こえる。私は振り返って言う。

「龍星様は朱に拉致されました。車でどこかに向かっている途中でした」

「朱の目的はなんだった？　身の代金ならいくらでも……」

　震える声で言われる楊の言葉に、私は胸の痛みをこらえながらかぶりを振る。

「身の代金要求はありませんでした。朱は龍星様を殺して上海外灘に沈しずめる気のようです」

　その言葉に、楊とその後ろにいたジェニファー・張が、愕然とした顔で息を吞のむ。

「その時にはコンクリートを使うと言っていましたので、普ふ通つうの住宅に監かん禁きんする気はないのでしょう。……朱の管理している倉庫などがあったら教えてください」

　私が言うと楊は絶望的な顔でかぶりを振る。

「朱はただの秘書だ。そういう仕事は任せていない。まさかそんなことをするなんて……」

「首領、しっかりしてください。私たちが助けなければ、きっと龍星様はもうここには戻もどりませんよ」

　私が強い口調で言うと、楊はハッとした顔になる。

「そんなことをさせてたまるか」

　彼の顔に、チャイニーズマフィアらしい獰どう猛もうな表情が戻ってくる。

「朱め、絶対に許さない」

　私は彼が我に返ったことにホッとしながら、

「至急、朱についての調査資料を集めてください。それから上海近辺になわばりを持ち、幹部が揃そろって黒ベンツに乗っているファミリーを調べてください。そのファミリーの管理している倉庫の住所も」

「わかった。すぐに調べさせよう」

「龍星様が拉致されたということは警護していた構成員たちは、全員傷を負っていると思っていいと思います。私のマンションにすぐに救急車を。……後ほどまた連れん絡らくします」

　私は言い置いて階段を駆け降りる。私の背中を、楊の声が追ってくる。

「リムジンの一台を使っていい！　何かわかったら連絡をする！」

　私は礼を言ってエントランスホールを走り抜ぬける。そして慌あわててやってきた運転手をせかして駐ちゆう車しや場からリムジンを出させ、それに乗り込む。

　……私の部屋は、何人ものＩＣＰＯ捜そう査さ官やファミリーの構成員たちに警護されていた。それをすべて倒たおすとは、朱一人の仕し業わざとはとても思えない。

　リムジンの中で、龍星のいる部屋の外で警護していたはずの鄭兄弟の兄の携けい帯たいに電話を入れる。長い呼び出し音の後で、やっと相手が電話に出る。私は鄭が死んでいなかったことに安堵しながら言う。

「劉だ、大丈夫か？」

『警護の人間はみなやられました。死んではいませんが、ひどいケガで……ゴホゴホ！』

　鄭が苦しげに咳せき込む。それから、

『そんなことより……龍星様がさらわれました。私たちは死んでお詫わびをするしか……』

「くだらないことを言うな。すぐに救急車が到とう着ちやくする。その前に聞かせて欲しい。龍星様をさらったのは、朱と、ほかに誰がいた？」

『マフィアの構成員らしい男達と、もう一人首しゆ謀ぼう格の男がいました。写真でしか見たことがありませんが、北京を治める趙家の首領にとてもよく似ていました。狂ったようにマシンガンを撃うちまくって……ああ、あの銃じゆう声せいで、今いま頃ごろ警察もこちらに向かっているでしょうね』

　鄭は言い、それから懇願するような真しん剣けんな声で言う。

『龍星様を救ってください。龍星様がいなくなってしまったら、私たちはもう……』

「もちろんお助けする。心配する必要はない。……おまえたちの敵かたきは私が討うつ。おとなしく救急車の到着を待て」

　私は言って通話を切る。それから携帯電話に登録することを固く禁じられている、ある番号をプッシュする。短い呼び出し音の後、相手が電話に出る。

『……何時だと思っている？』

　不ふ機き嫌げんな声が聞こえるが、私はそれに構っている余よ裕ゆうがない。

「龍星がさらわれました」

　私が言うと、電話の向こうの華捜査官が、小さく息を吞むのが解わかる。

「犯人は楊の秘書だった朱。襲おそってきたのは武装した複数人でした」

『私に連絡をしてきたということは、助けを必要としている？　私の情報の代だい償しようは高いぞ？』

「わかっています、ですがどうしても教えていただきたいことがあります」

　私は彼に調べてもらいたいことを口にする。

　……龍星、無事でいてくれ……！







　　　　楊龍星







　オレが目隠しを外されたのは、広くて薄うす暗ぐらい倉庫の中だった。天てん井じようから下がるいくつかの裸はだか電でん球きゆうだけが、倉庫の中を寒々と照らしている。冬だというのに、空気の中には生なま臭ぐさい魚の臭においが充じゆう満まんしている。壁かべ際ぎわに積まれている木箱からは妙な色の液体が流れ出ていて、かなり不気味だ。ここは廃はい棄きされた、魚か何かの加工工場の跡あとかもしれない。

　オレは粗そ末まつな椅い子すに座らされ、両手と足首を後ろ手に鎖くさりで縛しばられている。両方とも鎖で縛った最後に南なん京きん錠じようをかけるという念の入りようだ。

　オレの前には朱が立ちはだかっている。そして彼の後ろには十人ほどの凶きよう暴ぼうな顔の男たちが並ぶ。朱の隣となりに立っているのは、ダークスーツを着た育ちの良さそうな男。だけどスマートな服装に反して、その男の表情は男達の中でもひときわ凶暴そうだ。

　その男の顔には見覚えがある。彼は最近勢力を伸のばしてきた北京系組織の首領、趙誕真だ。

「あなたの存在は、楊幇のアキレス腱けんです」

　朱はほんの数時間前までの優やさしい仮面を脱ぬぎ去り、迫はく力りよくのある顔で笑う。

　朱はオレの首筋に凶暴なサバイバルナイフを当て、硬かたい切っ先をゆっくりと滑すべらせている。その刃はは、血までが凍こおりつきそうなほどに冷たい。

「あなたが死ねば、楊幇の首領は失意で腑ふ抜ぬけになる。さらに、強力なカリスマ性のあるあなたがいなくなれば、ファミリー全体の結束もガタガタになる」

　朱の隣に立った男の顔に、下げ卑びた笑みが浮うかぶ。

「そうなれば、この上海は我が趙一族のものだ。しかし、溺でき愛あいしている一人息子むすこであるおまえのためなら、楊はいくらでも身の代金を払はらっただろうに。もったいない気もするな」

　男が身をかがめ、オレの顔を覗のぞき込む。嫌けん悪お感と下品なコロンの香かおりに、胃がひっくり返りそうだ。

「……まあ、楊幇のテリトリーが手に入れば収益は鰻うなぎ登のぼりだろう。しかも楊が箱入りにしていたこんなに綺き麗れいな息子の身体からだを楽しめれば、私は満足だがね」

「この下げ司すがっ！」

　オレはもうこらえきれなくなり、男の顔を見上げながら叫さけぶ。身体が揺ゆれた拍ひよう子し、朱が当てているナイフの鋭するどい切っ先がオレの肌はだを薄うすく切り裂さく。あたたかな血が一筋、オレの肌の上を滑り落ちるのを感じる。だけど、怒いかりのあまりそんなことに構っていられない。

「おまえなんかに、誇ほこり高いチャイニーズマフィアの首領を名乗る資格はない！」

「あなたは美しいだけでなく、きっと純じゆん粋すいで高潔なんでしょうね」

　オレの喉のど笛ぶえに、ナイフの切っ先が強く押しつけられる。鋭い先せん端たんがチクリと肌に食い込むのを感じて、オレは声を上げないように唇くちびるを嚙かむ。

　……もしかしたらオレ、このまま殺されちゃうんだろうか？

　オレの全身からゆっくりと血の気が引く。

　……今頃、劉や親おや父じはオレを血ち眼まなこで捜さがしてくれているはず。だけどこんな小さな倉庫の場所を、すぐに見つけられるとは思えない。

　……オレはオレの力でここから逃にげ出さなくちゃいけない。なのに……。

　オレの顔に怯おびえが表れてしまったのか、朱の顔に浮かんだ笑えみが深くなる。

「どうしました？　怖こわいですか？」

　ナイフがさらに滑すべり、オレの喉笛の上を通り過ぎる。そのまま胸むな元もとに下り、ボタンを二つ開いてあったシャツの、残りのボタンを次々に弾はじき飛ばす。

「そんな顔をすると、やけに色っぽいですね」

　ナイフがさらに動いてシャツを引っかけ、オレの右みぎ肩かたから滑り落とす。

「ほお」

　趙の視線が、開いてしまったオレの右胸のあたりに落ちる。

「キスマーク付きか。本当に色っぽいな」

「えっ？」

　朱が驚おどろいたように声を上げ、オレの身体を見下ろす。オレの肌に点々とキスマークが散っているのを見て、まるで鬼おにのように顔を歪ゆがませる。

「これをつけたのは、劉ですか？　あなた方は、もう……？」

　低い声で囁ささやかれ、オレの背中に氷のように冷たい物が走る。オレは怯えに負けないように朱を見上げて言う。

「そうだ、オレと劉は将来を誓ちかい合った。身体をつなげたのはその証あかしだ」

　朱は呆ぼう然ぜんとした顔でオレを見つめ……ふいにヒステリックに笑いだす。汚きたならしい倉庫に高い笑い声が響ひびくところは本当に不気味で、オレは身体が震ふるえてくるのに気づく。

「もしかして、劉のことが本当に好きだったのか？」

　オレの問いに、朱はふいに笑いを止める。そして得体の知れない目でオレを見つめて、

「さあね。……どちらにしろ僕は最初から趙ファミリーの人間だったんだよ」

「えっ？」

　驚いたオレの前で、朱の腰こしを趙がこれみよがしに引き寄せた。朱は艶えん然ぜんと微笑ほほえんでから、

「僕は趙の命令で、楊家の内部を探さぐるために潜せん入にゆうしていた。スパイついでに劉を引き入れようとして誘さそってみたけれど……まったく乗ってこなかった。本当に憎にくらしい」

　彼の顔に苦しげな表情がよぎり、オレは朱が劉のことを本気で好きだったのだと気づく。

「あなたが死ねば、あの男も破は滅めつするでしょう。一石二鳥だ」

　彼は手を上げて、控ひかえていた男たちに合図をする。大きくて深い木箱が運ばれてきて、オレの足元に置かれる。

「おいおい、もうやってしまうのか？　せっかく楽しませてもらおうと思ったのに」

　趙がいやらしい顔でオレの身体を見下ろしながら言う。朱が彼の腰に意味深な手つきで手を回しながら、

「こんな小こ僧ぞうより、僕の方がずっといいはずだよ？……やれ」

　朱の言葉を合図にして、男たちが木箱の中にどろどろとした灰色のものを流し込む。

「あなたはこれでも上海一の勢力を誇るマフィアの跡あと取とりだ。敬意を表して、とてもトラディショナルな方法で殺してあげますね」

　朱は言いながらオレの脚あしを持ち上げ、そのどろどろの液体に沈しずめていく。

「足にコンクリートをつけて上海外灘に沈む。マフィアらしい最期で……」

「そんなことをされてたまるか、この裏切り者がっ！」

　オレは渾こん身しんの力で彼の手を振ふり切り、その横よこ面つらに本気の蹴けりを繰くり出した。しかし朱は素す早ばやく身をかわしてそれを避さけ……オレの足先が、彼の頰ほおを掠かすめる。朱はポケットからハンカチを出してコンクリートで汚よごれた頰を拭ふく。ハンカチを床ゆかに捨て、その手を握にぎってオレの頰を容よう赦しやない力で殴なぐった。

「ぐうっ！」

　目から火花が散り、オレは一いつ瞬しゆん気が遠くなる。

「いいことを教えてあげましょうか。楊幇に潜入していた裏切り者は僕だけじゃないですよ」

　朱は楽しそうに言う。

「彼から聞いた時には少し驚きました。楊幇は、あれだけの力を持ちながら、それだけ隙すきだらけだということです」

　朱が合図をすると、入り口付近の暗がりにいた男がゆっくりと歩み寄ってくる。オレもよく知っている構成員の一人。屋や敷しきの警護をしていた……辛だ。

「彼は僕と寝ねて、それをネタに脅きよう迫はくされてこちらに寝ね返がえった。ＩＣＰＯの捜そう査さ官です」

「ＩＣＰＯ？　噓うそだろ、辛？」

　オレが呆然と言うと、彼はとても悔くやしそうにオレから目をそらす。それを見た朱はおかしそうに笑って言う。

「ああ……もう一人の裏切り者というのはこの男のことではありません。裏切り者はあなたのすぐそばにもいました。知った時には本当に驚きましたよ」

「すぐそば？」

　その言葉に、オレは愕がく然ぜんとする。

「そう。ほんの数時間前まであなたと同じベッドにいたんじゃないかな？」

　朱はその綺麗な顔を醜みにくくゆがませて言う。

「本当に憎らしい。この僕の誘いを無視してこんな子供に……！」

　朱の拳こぶしがもう一度オレの頰に炸さく裂れつする。だけど頰の痛みもオレはもう感じなかった。

　……まさか……？

「裏切り者の名前は劉。本名はアキタカ・クドウ。ＩＣＰＯの捜査官だ。大した男ですよ。楊幇をつぶすために潜入しただけでなく、御おん曹ぞう司しの身体まで奪うばったんだから」

「噓だ！」

　オレが叫ぶと、辛が苦しげな顔で言う。

「本当です。香港で、華という人に会いませんでしたか？」

　彼の言葉に、オレは驚く。

「どうしてそれを？」

「華捜査官は私たちの上司です。あなたに会ってみたいと言っていましたから」

　……噓、だろう？

　朱が悔しそうな声で、

「劉みたいな男がＩＣＰＯに入ったのが間ま違ちがいだったんだよ。彼ならマフィアでも大物になれたはずなのに」

　その言葉に、趙がムッとした顔になる。

「朱、まさかその男に本気になったのか？」

「さあね。でもセクシーで本当に美味おいしそうな男だった。だから手に入らなかったのが悔しいよ。しかもこんな小僧に負けるなんて」

　彼は言いながらオレの膝ひざを上から押し、足をもう一度コンクリートに深く沈める。

「楊幇の男どももみんな君に夢中だった。ずっと前から憎らしかったんだよ」

　彼の言葉はもうオレの耳には入らなかった。

　……劉が裏切り者？　オレを騙だましていたのか……？

　オレの脳のう裏りに、劉との時間が次々によぎる。

　最初に見た時の、圧あつ倒とう的に強い劉。とても厳しかったけれど、いつもオレのことを考えてアドバイスをしていてくれた劉。そしてオレを熱く甘く奪った、恋こい人びととしての劉。

　……あの時の腕うでの熱さも、唇くちびるの甘さも、優やさしい言葉も……全部噓だったのか……？

　思ったら足下から世界が壊こわれていくような気がする。

　……任務を遂すい行こうするために騙したのか？　『愛しています』という言葉も噓？

　目の奥がギュッと痛んで、視界がフワリと曇くもる。

　……劉……ひどすぎる……。

　オレの心臓が今にも壊れてしまいそうに痛む。

　……オレ、おまえのこと、こんなに深く愛してしまったのに……。

　その時、倉庫の外で叫さけび声が聞こえ、何か騒さわがしい気配がする。倉庫のドアが外側から開かれる。

　倉庫を照らすサーチライト。回るパトランプと、たくさんの人間のシルエット。これはきっと警察と、そしてＩＣＰＯの人々なんだろう。その真ん中に、眩まばゆい光を背にして、銃じゆうを構えた背の高い男が立っていた。

　そのシルエットを、オレが見間違うわけがない。

「……劉……」

　オレは、呆然と彼の名前を呼ぶ。

「龍星様」

　彼の声に、泣きそうになる。

「……劉、おまえがＩＣＰＯのスパイだって言うのは本当？」

　劉はその言葉を聞いて表情を凍こおり付かせ、それから深いため息をつく。

「本当ですよ」

　きっぱりと言って、劉はその漆しつ黒こくの目でオレを真っ直すぐに見つめる。さっきまでと寸分変わらない愛いとおしげな光を帯びたその瞳ひとみに、オレの心が激しく痛む。

「そこから動くな」

　朱が劉に向かって銃を構えながら叫ぶ。

「どうしてここがわかった？」

　劉が地の底から響ひびくような低い声で応こたえる。

「龍星様が言ってくれた黒いベンツを多数所有しているのが、趙家であることがわかった。そして趙ファミリーが上海近きん郊こうで所有している倉庫の場所を調べた」

　それから辛の方を向いて苦しげな顔で、

「君が二重スパイを働いていることをＩＣＰＯはすでに把は握あくしていた。君の位置もＩＣＰＯは把握していた。すぐにここと特定できたのは君がここにいたおかげだな」

　厳しい声に、辛ががっくりと床に座り込むのがわかる。劉が朱の方に視線を移して言う。

「この倉庫の周囲をＩＣＰＯの捜査官達が取り囲んでいる。……君たちはもう逃にげられない。あきらめて投降しろ」

　劉は言いながら、銃を向けられているにもかかわらず、真っ直ぐに朱に向かって歩く。

「うるさい！」

「私は君と同じ裏切り者だ。龍星様を愛する権利がないことはわかっている」

「止まれ！」

　朱は必死の形相で叫ぶ。

「撃うたれてもいいのか？」

「撃つなら撃て。ここで死ぬなら、それはきっと罰ばちが当たったということだろう」

「なんだと？」

「私は裏切り者だ。そしてそれだけでなく衝しよう動どうに負けて彼を抱だいた。だが……」

　劉の視線がオレに向けられる。そしてオレが殴なぐられて口の端はしから血を流していることに気づいたように眉まゆをつらそうにひそめる。

「……後こう悔かいはしていない。私は彼を心から愛している」

「クソ！　どうしてなんだあ！」

　朱が叫び、それに続いて、パアン！　という音が倉庫に響き渡わたり、朱の銃が床に落ちる。駆かけ込んでこようとした捜査官たちを、劉が手を上げて止める。

「愛する人を傷つけ、殺そうとしたおまえを私は許さない」

　劉の手がゆっくりと上がり、腕を撃たれて愕然と固まる朱の眉み間けんに銃を押し付ける。

「おまえを殺してやる」

「久遠捜そう査さ官、いけません！」

　ドアのところにいたＩＣＰＯの捜査官らしき若い男が、必死の声で叫んだ。でも、無表情になった劉の指が迷わずに引き金を引こうとしていることに気づき、オレは思い切り叫ぶ。

「撃ったらダメだ！　おまえはマフィアじゃないんだろ？」

　オレの叫びに、無表情だった劉がヒクリと頰ほおを引きつらせる。

「裏切られてたとしても、やっぱりおまえのこと愛してる！　だから人なんか殺すな！」

　眉間に銃口を突つきつけられて震ふるえる朱の指から、銃が滑すべり落ちた。

　それを合図にしたように捜査官たちがなだれ込んでくる。朱も、趙も、そして構成員たちも次々に拘こう束そくされていく。なだれ込んできた中に、見覚えのあるあの華と呼ばれた男性がいることに気づいて、オレは驚おどろいた。

「やあ、坊ぼうや。元気だったか？」

　彼は真っ直ぐに近寄ってきて、銃を構えたまま呆ぼう然ぜんとしている劉の指を開かせて銃を取り上げる。

「華捜査官、なぜ上海に……？」

　夢から覚めたように瞬まばたきをする劉に、彼は肩かたをすくめてみせる。

「趙が扱あつかおうとしている違い法ほう薬物に関して、ＩＣＰＯ香港支社が動いていた。趙の動きを追い、そろそろ尻尾しつぽを出す頃ころだと思って上海に来ていたらぴったりのタイミングだ。やはり私は天才捜査官だな。この間も……」

「華捜査官、そこをどいてください。あなたの自じ慢まん話が終わる頃には、コンクリートが固まってしまいます」

　さっき叫んだ年若い捜査官がオレに歩み寄ってきて、コンクリートに浸つかっていた足を引き上げてくれる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　心配そうに顔を覗のぞき込まれ、オレは呆然としたままうなずく。

「早くジーンズを脱ぬいでください。そのまま固まったら大変だ」

　彼の言葉にオレは慌あわててジーンズを脱ぐ。オレが寒そうにしたことに気づいたのか、彼がコートを脱いでオレの腰こしの辺りに巻き付けてくれる。

　ほかの捜査官が、どこかから水を入れたバケツを持って来る。オレは震えながら顔を上げ、まだ呆然としている劉に向かって言う。

「足が汚よごれた。洗ってくれるよな」

　劉はハッとしてオレの前にひざまずき、そして素す早ばやくオレの足についたコンクリートを洗い流してくれる。

「冷たかったでしょう。可哀かわい相そうに」

　彼はポケットから出したハンカチでオレの濡ぬれた足を丁てい寧ねいに拭ふく。苦しげに言う彼に、オレはかぶりを振ふってみせる。

「大丈夫。あとであっためてくれるだろ？」

「許していただけるのですか、龍星様？」

　ひざまずいた劉が、呆然とした顔でオレの顔を見上げてくる。オレは、

「……許してやってもいい。明日、フルーツいっぱいの大きいケーキを買ってくれるなら」　>>>♥

　言って片目をつぶってやると、劉はきつく眉を寄せ、よかった、と呟つぶやく。その顔が今にも泣き出しそうに見えて……オレの心が甘く痛む。

　……もしかしてオレ、めちゃくちゃに愛されているのかもしれない。

「香港支部きっての堅かた物ぶつだったこの男をよく仕込んだな。たいした器うつわだ」

　近寄ってきた華が、可笑おかしそうに言う。オレは振り返って、

「聞きたいことがある。……あんたが、劉を裏切り者にさせたのか」

　オレが睨にらみつけると、華はたじろいだ様子もなくオレを真っ直ぐに見下ろしてくる。

「そうだ。必要なことだったからな。……楊幇の下部組織が麻ま薬やくに手を染めているという噂うわさを知っているか？」

　彼の言葉にオレはドキリとし、それからうなずく。

「聞いたことはある。……いくらファミリーのためとはいえ、素人しろうとを苦しめるようなやり方にはオレは反対だ」

　オレの言葉に華は深くうなずいてくれる。

「明日、二十歳はたちの誕生日を迎むかえたら、おまえは楊幇の幹部に就任する」

　彼は漆黒の瞳でオレを見つめて言う。

「幹部になったら、麻薬や売春、そのほか違法なことをまず完全にやめさせろ。そういう前時代的なことを許しているファミリーは、絶対に長続きしない」

　彼の言葉にオレは驚いてしまう。

「ＩＣＰＯのあんたが、上海マフィアにアドバイスしてくれるのか？」

「アドバイスをするのは上海でだけではない。……そうだろう、真しん吾ご？」

　さっきの年若い捜査官が話しかけられて、なぜか頰を染めている。華は楽しそうにオレに顔を近づけ、耳元で囁ささやいてくる。

「彼はＩＣＰＯ香港支社の捜査官なのだが、香港マフィアと親しくてね。君とちょうど逆のポジションかな？」

「逆？　彼が捜査官ってことは……？」

　オレが言いかけると、真吾と呼ばれた彼は人差し指を唇くちびるに当てる。秘密にしてくださいね、と言いたげなその顔に、オレはうなずいてみせる。

　……彼とは、ちょっと気が合いそうだ。

　華はオレと真吾を見比べて満足げにうなずく。それからとても真面目まじめな顔になってオレの顔を見つめる。

「マフィアは必要悪だ。それなら話の通じる優ゆう秀しゆうな人材のいるファミリーに実権を握にぎってもらいたい。君は見込みがある。将来はいい首領になるだろう」

　オレは彼の妙みような迫はく力りよくに気け圧おされながらも、虚きよ勢せいを張って言う。

「余計なお世話だ。もとはといえばあんたがスパイを送り込んだから……」

　言いかけて、思わず言葉を切る。ある考えが、オレの胸をきつく痛ませる。

「……劉は、このままあんたたちの世界に帰るんだよね。そしてもう二度と会えない？」

　オレは、ひざまずいている劉の顔を見つめながら言う。彼の彫ほりの深いハンサムな顔を見つめているだけで、愛いとおしくて愛おしくて泣いてしまいそうだ。

「私はもう、ＩＣＰＯには戻もどれません」

　劉が冷たくなったオレの足を両手で包み込みながら言う。

「任務よりもあなたを選んだ私には、もう捜査官である資格はありません」

　真吾をはじめとする捜査官たちの間に、ざわめきが広がる。きっとこんなことを言う捜査官は前代未み聞もんなんだろう。

「それならクビだ。香港に帰り次し第だい、書類を作成する。退職金は来月にでもおまえの口座に振り込まれるだろう」

　華があっさりと言い、真吾が驚いた顔をする。

「華捜査官、ひどいです！　その処分は厳しすぎるのでは？」

「仕事よりも愛を選ぶ男を見送ってやるんだ。なにがひどいんだ？」

　華が言い、劉に視線を落とす。

「今回の恩を忘れるな。高くついたぞ」

「それは……？」

「おまえは自由だ。マフィアのお坊ちゃんの右みぎ腕うでにでもなんでもなるといい。だが約束しろ」

　華は劉の顔を厳しい顔で見つめながら言う。

「この坊やを間ま違ちがった方向に進ませるな。世界を裏から護まもれる立派なマフィアにしろ。……言っていることはわかるな？」

　彼の言葉に劉はうなずく。

「わかりました。このご恩は一生忘れません」

　華は満足げにうなずき、今度はオレの顔を見つめる。

「坊……いや、楊龍星。私たちは君に期待している。まださまざまな抗こう争そうが続いている上海を君の手で平和にしろ」

　その言葉は、オレの胸にゆっくりと落ちてくる。

「オレにできるかわからないけど……でも、オレが理想とするファミリーはそういうものだ」

「よろしい。彼らをマンションまで送ってやれ。これで上海でのミッションは完かん了りようだ」

　華はあっさりと踵きびすを返す。それからふいに振り返って言う。

「『クラブ・シャングリ・ラ』には、私の名前を出せば入れるようにしておく。たまにノロケでも聞かせにくるように」

　言って、そのまま倉庫を出て行ってしまう。真吾がどこかから取ってきた毛布を劉に渡わたしながら、オレに言う。

「また会えるといいですね。あなたとは気が合いそうだ」

「あ、オレもそう思ってた。また会えるといいね。……それからこれ、どうもありがとう」

　オレがコートを返すと彼はにっこり笑いながらそれを受け取り、踵を返して華の後を追う。劉は毛布を広げ、それでオレの身体からだをしっかりとくるんでくれる。

「歩けますか？」

　大だい丈じよう夫ぶ、と答えようとしたオレは、劉が心配そうにオレを見下ろしていることに気づく。彼の腕の感かん触しよくが欲しくて、オレは言う。

「足が冷えた。歩けない」

　劉はうなずいて、オレの身体をその腕に抱だき上げた。

「私の部屋に行きましょう。いいですか？」

「いいよ」

　オレは彼の胸に顔を埋うずめながら言う。

「朱のおかげで、バースデイケーキを食べるのが遅くなった。その分しっかりあたためなきゃ、承知しないぞ」

　劉がオレに顔を近づけ、愛しています、と囁いてくれる。オレは胸を熱くしながら、オレも愛してるよ、と囁き返したんだ。







　　　　劉暁鷹







「ちょっと待って、そこ、くすぐったいってば！」

　腰こしにタオルを巻き、ジャクジーの縁ふちに座った龍星がクスクス笑う。

「暴れないでください。靴くつと靴下のおかげで被ひ害がいは少ないですが、爪つめの間にまだわずかにコンクリートの欠片かけらが残っています。綺き麗れいにしなくては」

　私はスーツの上着を脱ぬいで裸足になり、ワイシャツの腕をまくった姿で彼の足あし下もとにひざまずいている。そして爪用のブラシで、彼の真しん珠じゆ貝がいのような爪を綺麗にしていた。

「もういいよ。すっかり綺麗になったってば」

　龍星が、微かすかに頰ほおを赤くしながら足を引く。

「そろそろシャワーを浴びるから、外に出ててくれよ」

「寒いですか？」

　私が聞くと、彼はかぶりを振ふる。

「ううん、暑いくらいだ。そうじゃなくて……」

　彼は長い睫まつ毛げを恥はずかしげに瞬またたかせて、

「おまえがいたら、腰のタオルを取れないんだってば。ちゃんと身体を洗いたいし……」

「なぜ恥ずかしがるんですか？　私はあなたの身体の隅すみから隅までを知っていますよ」

　意地の悪い気持ちになってしまいながら、私は言う。彼はその滑なめらかな頰をさらにカアッと赤くして強がる。

「な、なんだよ、一回エッチしたくらいで威い張ばるなよっ」

「それはそうですね」

　私は立ち上がりながら言う。

「一度のセックスくらいでは、あなたのことをまだ何もわかっていないのかもしれません」

　彼の目を見つめながら、緩ゆるんでいたネクタイをシュッと解く。

「えっ？」

「もう一度、明るいところであなたを抱きたい」

　湿しつ気けで肌はだに貼はり付いていたワイシャツのボタンを外して脱ぎ、それをネクタイと一いつ緒しよにバスルームの床ゆかに放る。

「……あ……っ」

　彼は頰を染めながら私の上半身を見つめ……それから恥ずかしそうに目をそらす。

「なんで脱ぐんだよ？」

「あなたとセックスするためですよ。あなたをもっとよく知るために」

　私が言うと、彼は一いつ瞬しゆん息を吞のむ。それからさらに頰を染めながら、

「煽あおるようなことを言ったオレが悪かったよ！　だから、もう……」

「もう、なんですか？」

　私はベルトを外し、スラックスの前立てのボタンとファスナーを開く。そしてそのまま、下着と一緒にそれを脱ぐ。

「……あっ」

　私がそれらを濡ぬれた床に放ると、彼は小さく喘あえぐ。そして私から目をそらしたまま、泣きそうな顔で叫さけぶ。

「なんで全部脱ぐんだよ？　もう、許してくれよっ！」

「こんな色っぽいあなたを前にして、許せるわけがないでしょう？」

　私は彼の頰を両手で包み込み、こちらを向かせる。身を屈かがめてその漆しつ黒こくの瞳ひとみを覗のぞき込む。

「愛しています、龍星様。あなたのすべてを知りたい」

　囁ささやくと、彼は目を潤うるませて私を見つめる。それからかすれた声で囁く。

「こんな時まで『様』とかつけるなよ。あと、二人だけの時に敬語はやめろ」

「龍星」

　名前を呼ぶと、彼はびくりと身体を震ふるわせる。

「愛している」

「……あっ」

　彼は小さく声を上げ、頰を染めながら目をそらす。

「やっぱり、敬語で！　敬語なしで話されるとめちゃくちゃドキドキする！」

　可愛かわいらしいその言葉に、私は思わず笑ってしまう。

「わかりました、では敬語で。本当にワガママな方だ」

　私は言いながら、スポンジにたっぷりのボディーソープを泡あわ立だてる。

「それにとても淫みだらです。敬語をやめて呼び捨てにされただけで……」

　私は生クリームのように豊かな泡あわを、彼の乳ち首くびの先せん端たんに塗ぬり込めてやる。

「……乳首を、こんなに硬かたくさせてしまうなんて」

「……あ、あ……っ！」

　先端を指先で弾はじいてやるだけで、彼は甘い声を上げて身体を震わせる。　>>>♥

「この間は、あまりの欲望に我を忘れてしまいました」

　私は指先で彼の乳首の周囲を辿たどりながら言う。

「今夜は、愛するあなたを、ゆっくり味わわせてください」

「……く……っ」

　龍星は息を吞み、先端からドクンと先走りの蜜みつを溢あふれさせる。

「もうそんなに感じているんですか？……蜜が溢れていますよ」

　私は彼を抱き上げ、バスルームの床に彼の身体を押し倒たおす。彼の腰に巻かれていたタオルを剝はぎ取り、後頭部が痛まないようにそれを畳たたんで頭の下に入れてやる。

「この間は性急すぎた。今夜はゆっくり解ほぐしてあげます。……脚あしを広げてください」

「そ、そんなこと……あっ！」

　頰を染める彼の膝ひざの裏に手を入れ、膝を曲げさせながら両脚を同時に持ち上げる。

「うわ、やめ……っ」

「このままで。……とても綺麗だ」

　私は囁き、露あらわになった彼のピンク色の蕾つぼみにそっと口づける。

「……んんーっ！」

　舌で花弁をゆっくりと解すと、彼の身体がビクビクと大きく震える。

「……ダメ、そんなとこ……ああっ！」

　彼の抵てい抗こうを無視して、その小さな蕾にそっと舌を差し入れる。

「……ああっ……そんな……っ！」

　蕾に差し入れた舌で、そっと蕾の内側を探さぐる。彼は泣きそうな声を上げて、腿ももを押さえている私の手に爪を立てる。

「イケナイ人だ。抵抗するんですか？」

　私は意地の悪い気持ちになりながら、彼の脚をそのまま大きく広げさせる。

「……や、だ……っ！」

　反り返って蜜を垂らす屹きつ立りつが、まるでねだるようにヒクヒクと震えている。

「こんなに感じているくせに、あなたは本当に噓うそつきだ」

　私は囁き、たまらなげに震える屹立の側面をそっと舐なめ上げる。

「……ひ、う……っ！」

　彼の屹立が震えてビクンと反り返る。とても感じていることを示すように、彼の細い腰が微かに揺ゆれる。

「そんなに感じているのですか？　腰が動いていますよ」

　囁いて側面にそっと歯を立てると、彼の声が淫らに濡れる。

「……あ、嚙かんだら、ダメ……！」

　しかし言葉とはうらはらに、彼の屹立の先端からは、とろりと蜜が溢れてしまう。

「まだそんなことを言う。正直に言わないとお仕置きをされますよ？」

　私は囁き、彼の屹立の先端にそっとキスをする。

「……あっ、キスは……っ！」

「キスは？　なんですか？　キスもダメ？」

　囁きながら、とても感じやすいらしい段差の部分に唇くちびるをつける。

「……ひ、ああ……っ」

　そのまま段差の縁を舌で辿ってやると、彼の内うち腿ももにたまらなげな痙けい攣れんが走る。

「ダメならダメと言ってください。すぐにやめますので」

「……あ、ダメ……」

「それなら……」

　顔を上げようとした私の髪かみに、彼の細い指が絡からみつく。

「……違ちがう！　やめたらダメだ、おかしくなる……！」

　羞しゆう恥ちに震える声で、彼が懇こん願がんする。

「……キスは、していいから……アアッ！」

　淫らな言葉に私の理性がフワリと曇くもる。私は彼の屹立を浅く銜くわえ、唇で張り出した部分を愛あい撫ぶしながら、舌で先端を舐め上げてやる。

「……ああ、ああ、ああ……っ！」

　彼の甘い声が、嗚お咽えつを含ふくんで高くなる。

「……気持ちいい……劉……気持ちいいよぉ……っ」

　欲望に負けて正直な気持ちを口にする彼は、気が遠くなりそうなほどに色っぽかった。

　私は指で屹立の側面を扱しごいてやりながら、銜え込んだ先端を緩かん急きゆうをつけて吸い上げる。

「……あ、すご……吸われたら、オレ……」

　彼の身体からだが細かく震えだし、その限界が近いことを示している。

「……もうイキそう……お願い……あっ！」

　喘いでいた彼が驚おどろいたように声を上げる。泡に濡れた私の指が、彼の蕾の入り口に浅く差し込まれたからだ。

「……あ、そこ……痛……っ」

　あの時は夢中で配はい慮りよしてやれなかったが、彼の不慣れな蕾はとても硬かたく小さい。私の屹立を受け入れるのは、きっととても大変だっただろう。

　私は彼の痛みを忘れさせるためにその屹立を舌で甘く愛撫する。

「……あ、ああ……っ」

　きつく指先を締しめ付けていた蕾が、私の愛撫でトロリと蕩とろける。

「……あ、劉……！」

　そのタイミングを逃のがさずに、私は自分の指を、その濡れた蕾の深くまで差し入れる。

「……あ、ああっ！」

　屹立を舌で愛撫し、吸い上げ、同時にゆるゆると指を揺らしてやると、彼の身体にたまらなげな震えが走る。

「……あ、指……動かしたら……んんっ」

　彼の蕾が、歓かん迎げいするように私の指をキュウッと淫らに締め付けてくる。

「そんなに気持ちがいいんですか？」

　私は彼の屹立を口こう腔こうから解放し、先端にキスをしながら囁く。

「内側が、私の指をキュウキュウ締め付けてきます」

「……あっ……」

　締め付けることで自分も感じたのか、龍星が泣きそうな顔でかぶりを振ふる。

「まだ二度目なのに、こんなにもいやらしくなってしまって」

　私は甘かん美びな彼の内ない壁へきを、ゆっくりと愛撫してやる。彼は喘あえぎ、さらに奥まで誘さそうように吸い込むような動きをする。

「ああ……あなたの身体は、本当にすごい」

　このまま貫つらぬきたい、という激しい欲望が湧わき上がる。私はそれを必死で抑おさえ込み、深いため息をつく。

「あなたが私のベッドで自分を愛撫してしまった理由が、よくわかるような気がします。こんなに感じやすかったら、我が慢まんなんかできないでしょう？」

　私は先端から溢れる蜜を舌ですくい上げ、同時に蕾に差し込んだ指を揺らしてやる。

「……もう、いいから……っ！」

　彼は、たまらなげにかすれた声で言う。

「……もう、解ほぐれたから……っ！」

「解れたから、なんですか？」

「い、言えるかよ！」

　問いかけると、彼は泣きそうな顔をして顔を背そむける。その拗すねたような仕草に、私の胸が熱くなる。

「それではわかりませんよ」

　私は意地の悪い気持ちで囁き、熱く柔やわらかい彼の内壁を、ゆっくりと指で撫なでる。

「私を従わせたければ、きちんとご命令を」

「クソォ！」

　龍星が悪態をつき、かすれた声で命令する。

「おまえを、いれろっ！　今すぐだ！」

　彼の言葉が終わらないうちに、私は熱く反り返った自分の屹立を彼の蕾に押し当てる。

「……あ……っ」

　せっぱ詰つまった喘ぎを漏もらす彼の蕾に、グッとそれを押し入れていく。

「……ひ、ああ……っ！」

　私の屹立が、彼の敏びん感かんな部分を押し広げながらゆっくりと進む。

「……あ、あ、あ……っ」

　彼は短く喘ぎながら、私の二の腕うでにキュッと爪つめを立てる。

「痛いですか？」

　私が聞くと、彼は必死の顔でかぶりを振る。

「……痛くない、気持ちいい……っ」

　少しろれつの回らなくなった口調が、とても淫みだらだ。

「……して、もっとしてくれよ……ああっ！」

　彼の言葉が終わらないうちに、私は彼を強く突つき上げる。

「……くう……すご……ああっ！」

　脚あしを曲げさせたままで彼の両腿を押さえ、私は深く深く彼に突き入れる。

「……ひ、あ……あ……っ！」

　私の動くリズムに合わせて、彼の屹立が大きく揺れる。溢あふれてくる先走りの蜜みつが、キラキラと煌きらめきながら振り零こぼされる。

「……あ、すご……出る……！」

　龍星の唇から甘い喘ぎが漏れ、彼の屹立がひときわ硬く反り返る。私は手を伸のばしてそれを捕つかまえ、放出を止めるためにキュッと強く握にぎり締める。

「……イかせてくれよ……我慢できない……！」

　龍星が、我を忘れたような顔で喘ぐ。

「……あ、ダメ……アアッ！」　>>>♥

　放出を止められたことでさらに感じてしまったのか、彼の背中が強く反り返る。

「……なんだよ、これ……アアアッ！」

　彼の身体がまるで達したかのようにビクビクと震ふるえる。だが、私が堰せき止めているせいで射精することは許されない。

「……気持ちい、何これ、すごい……！」

　彼の強く閉じられた睫まつ毛げの間から、涙なみだが溢れ落ちた。

「……イカせてくれよ……そしておまえを注いでくれ……」

　彼がゆっくりと目を開き、その漆しつ黒こくの瞳ひとみで懇願する。

「……愛してるんだ、劉……！」

「わかりました」

　私は囁ささやいて、大きく広げさせた彼の脚を持ち上げて肩かたに載のせる。その姿勢のままで引き寄せると、とても深い場所まで彼を一気に貫いてしまう。

「……アアアッ！」

　彼の蕾つぼみが悦よろこぶように震え、うねりながら私を締め上げてくる。

「気絶するほどイカせてあげます。そして……」

　私は彼の美しい足首に、強く歯を立てる。

「……私の全すべてを、あなたに注いで差し上げます」







　　　　楊龍星







「……アアアッ！」

　脚を高く上げた淫らな格好で強く引き寄せられ、彼の逞たくましい屹きつ立りつがオレのとても深い場所を貫いた。

　自分の蕾が淫らに震え、うねりながら締め上げてしまうのを感じる。

「気絶するほどイカせてあげます。そして……」

　彼が、その美しい白い歯を、オレの足首にきつく立てる。

「……私の全てを、あなたに注いで差し上げます」

　囁かれただけで、オレの屹立に激しい快感が凝ぎよう縮しゆくする。

　……ああ、イキそう！

　オレは震えながら喘ぎ、激しい射精感に、必死で耐たえる。

「綺き麗れいだ、龍星」

　彼の声が、ふいにとても低くなる。

　ゆっくりと目を開けると、彼の瞳が真っ直すぐにオレを見下ろしている。

　彼の顔はどこかが痛むかのように苦しげで、その目は欲望を宿してとても熱い。

「おまえが欲しい」

　かすれたセクシーな囁きに、オレの全身に震えが走る。

　……ああ、オレの恋こい人びとは、なんてセクシーなんだろう……。

「オレも、おまえが欲しい。……オレを貫いて、注いで……」

　オレの欲望の深さを物語るように、彼を締しめ上げる蕾が、さらにきつく収縮する。

「イケナイ子だ。こんなに締め上げながら、口でもそんな淫らなことを言うなんて」

　彼が囁き、そしてグッと強く腰こしを進めてくる。

「……ああっ！」

　彼の逞しい屹立が与あたえてくれるとんでもない快感に、オレの理性が消散した。

「……もっと、もっと深く……アアッ！」

　オレの言葉が終わる前に、彼の屹立が奪うように激しい抽ちゆう挿そうを開始する。

「……あっ……あ……あっ！」

　湯気の中に、オレの高い喘ぎが響ひびいている。

　二人が一つになる淫らな水音が、だんだんにスピードを上げていく。

「……あっ、イク、劉……っ！」

　彼のあたたかな肩にすがり、オレはその肌はだにきつく歯を立てる。

「いいよ、龍星。一いつ緒しよにイこう」

　彼の囁きを合図にしたように、オレの屹立の先せん端たんから、白い快楽の蜜が、ドクン、ドクン、と思いきり迸ほとばしった。

「……ああー！」

　オレは身体からだを反り返らせ、そして彼の屹立をキュウッと淫らに締め上げてしまう。

「……くう、うん……！」

「……愛している、龍星……」

　彼はセクシーなため息とともに囁く。

　そして、オレのとても深い場所に、その熱い欲望を激しく撃うち込んだんだ。




　　　　◆




「我が息子むすこ、龍星を、楊幇の幹部として迎むかえる」

　親おや父じの声が、広々としたホールに響き渡わたる。

「謹つつしんでお受けいたします」

　オレは言って親父の前にひざまずき、楊幇幹部の証あかしである金色の指輪を受け取った。

　それを指にはめ、壇だん下かに集まった人々にかざす。彼らの中にため息が湧わき上がる。

　一番前でオレを見上げてくれているのは、凜り々りしいダークスーツに身を包んだ劉。オレは胸を熱くしながら彼に微笑ほほえんでみせる。

　……おまえのおかげで、オレは無事に幹部になることができたよ。

　オレは彼の目を真っ直ぐに見つめながら、心の中で語りかける。

　……そしておまえはオレの右みぎ腕うでだ、わかってるんだろうな？

　劉の唇くちびるの端はしに微かすかな笑えみが浮うかぶ。

　彼の「もちろんわかっています」という声が聞こえた気がしてオレの胸が熱くなる。

　ジェニファー・張が運んできた金色の大きな杯さかずきに、親父の手で紹しよう興こう酒しゆが満たされる。

「楊幇の未来に乾かん杯ぱい」

　オレは杯を上げてみせ、楊幇の古くからのしきたりどおりに咽喉のどを焼く熱さに耐えながらそれを一気に飲み干す。そして、空になった杯を逆さまにしてみせる。

　ホールの中に「龍星様に、乾杯」の声が響き渡り、たくさんのグラスが打ちあわされる。

　オレは初めての紹興酒に頰ほおを熱くしながら、壇から降りる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　劉が言いながらオレを迎えてくれる。オレは、

「大丈夫に決まってるだろ？　あれしきのお酒」

　言うけれど、身体までが熱くなるのを感じる。

「少し挨あい拶さつをして抜ぬけ出しましょう。部屋にケーキを用意しました。それに頰が赤いですよ」

　耳元に口を近づけ、低い声で囁かれて、なんだか耳まで熱くなる。

　……もしかして身体が熱いのは、お酒だけじゃなくて劉のせいでもあるかも？

　式典の後のパーティーには、楊幇とつながりのあるたくさんのファミリーの首領たちが参加してくれた。劉はオレをつれ、主要なゲストに次々とオレを引き合わせた。オレは劉がとても顔が広いことと、首領たちに一目置かれていることに驚おどろいてしまった。

「……オレの教育係をする傍かたわら、ちゃんと仕事もしてたんだな」

　オレが囁くと、劉は肩をすくめて、

「あなたが首領になるための地じ盤ばんを固めておかなくてはいけませんでしたから」

「よお、坊ぼうや」

　後ろからいきなり聞こえた声に、オレはものすごく驚いてしまう。

「噓うそ、なんでこんなところに紛まぎれ込んでるんだよ？」

　俺に声をかけたのは、やたら目立つ美形の男、信じられないけれどＩＣＰＯの華だった。

「彼の招待でね。いちおう表向きは警護かな？」

　華が示したのは、オレも顔を見たことがある……。

「ミスター・黎」

　そこに立っていたのは仕立てのいいイタリアンスーツを着こなした金きん髪ぱつのものすごいハンサム。しかも黄金色のものすごいオーラを放っている。彼は香港を取り仕切るファミリーの首領、アルバート・黎だった。

「初めまして、楊龍星です。よろしくお願いします」

　オレは両手を合わせて深くお辞じ儀ぎをする。彼は端たん麗れいな顔に笑みを浮かべて、

「こちらこそよろしくお願いします。それから……私の大切な人を紹しよう介かいします。以前に面識があるとは聞いていますが」

　オレが顔を上げると、彼の後ろから小こ柄がらの黒くろ髪かみの青年が顔を出した。

「あなたは、あの時の！」

　彼が連れていたのは、オレがコンクリート浸づけにされそうだった時にいろいろ世話をしてくれたあの時の若い捜査官だった。

「相そう馬ま真吾。私の恋人です。お見知りおきを」

　平然と言われた黎の言葉に、オレは驚いてしまう。

　……あの時に華が意味深なことを言っていたのはこのことだったのか？

「こんなところでそんなこと言うことないだろ？」

　真吾と呼ばれた彼は真っ赤になり、黎は可笑おかしそうに笑う。

　……うわあ、なんだかちょっとうらやましいかも……。

　劉の手がオレの肩かたをそっと抱だき寄せる。

「龍星様、そろそろお疲つかれでしょう？　部屋に戻もどった方がいい」

　劉の言葉に、華が可笑しそうに笑う。

「可愛かわいいハニーをもう独どく占せんか？　堅かた物ぶつだったくせにとんだ激甘ダーリンになったもんだな」

「なんとでも」

　劉は平然と言い、黎と真吾に挨拶をしてオレの肩をそっと抱いて人の間を縫ぬって歩きだす。

「ミスター・黎に見とれていませんでしたか？」

　歩きながら囁ささやかれた言葉に、オレは思わず笑ってしまう。

「なんだよ、それ？　嫉しつ妬とか？」

「なんとでも」

「でもおまえが嫉妬してくれて嬉うれしい」

　オレは彼に囁き、どさくさにまぎれて彼の手を握にぎり締める。

「オレとおまえはこれからもずっと一緒だ。わかってるな？」

「もちろんです。一生かけてあなたをお守りします」

　彼の言葉が、オレの胸を燃え上がりそうに熱くする。

　一生の伴はん侶りよとなったオレの恋人は、渋しぶくて、頼たよりがいがあって、ハンサムで……そして本当にセクシーなんだ。







　あとがき




　こんにちは、水上ルイです。初めての方に初めまして。水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとうございます。

　今回の『上海恋愛夜曲』は、上海を牛ぎゆう耳じるチャイニーズマフィアの次期首領である受・楊龍星と、彼の教育係であり、組織の幹部でもある攻・劉暁鷹が主人公。しかも攻の劉には隠かくされた別の顔があり……というお話です。攻がマフィアというのは今までにいくつか書いていますが、受がマフィアというのは今回が初めてでした。龍星は水上の受キャラの中でも一番の跳はね返りかも（汗）。我が慢まんに我慢を重ねた暁鷹がブチ切れたりしています（笑）。ちょっと変わったカップルである龍星と暁鷹を書くのはとても楽しかったです。シリーズ一作目『香港恋愛夜曲』に登場した獰どう猛もうな香港マフィアの黎と跳ね返りのＩＣＰＯの捜そう査さ官・真吾、それに華捜査官もチラリと登場してます（笑）。今回もＩＣＰＯがチラリと出てきますが、捜査官マニアの皆みなさん、水上が描えがいているのはなんちゃってＩＣＰＯですので、実際と違ちがっていてもどうかご容よう赦しやを！（泣笑）

　ところで。この本が『水上ルイ五ヶ月連続発刊フェア』の五冊目になります。プレゼントに応おう募ぼなさる方は、お忘れなくどうぞ！（二〇〇八年四月現在の情報です）

　それではここで、各種お知らせコーナー！

★個人同人誌サークル『水上ルイ企き画かく室』やってます。

　オリジナルＪｕｎｅ小説サークルです。（受かっていれば・汗）東京での夏・冬コミに参加予定。夏と冬には、新刊同人誌を出したいと思っています（希望・笑）。

★水上の情報をゲットしたい方は、公式サイト『水上通信デジタル版』へアクセス！


『水上通信デジタル版』　http://www1.odn.ne.jp/ruinet（２０１４年11月現在）　へＰＣにてどうぞ。



　それではこのへんで、お世話になった方々に感謝の言葉を。

　こうじま奈月先生。大変お忙いそがしい中、今回も本当に素す敵てきなイラストをどうもありがとうございました！　渋しぶくてセクシーな劉、そして跳ね返りだけど格好いい龍星にうっとりでした！　これからもよろしくお願いできれば幸いです！

　ＴＡＲＯ。猫ねこがどんどん大きくなってくる～ますます可愛かわいい～可愛い～（エンドレス・笑）。

　編集担当Ｉ澤さん、そして編集部のみなさま。今回も本当にお世話になりました！　これからもよろしくお願いできれば幸いです！

　この本を読んでくれたあなたへ。どうもありがとうございました！　これからもがんばりますので応おう援えんしていただけると嬉うれしいです！　またお会いできる日を楽しみにしています！




　　二〇〇八年　四月


水上　ルイ　　
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カバー・口絵・本文イラスト／こうじま奈月


デザイン／BELL'S












上しやん海はい恋れん愛あい夜や曲きよく








水みな上かみルイ
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